
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。
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プロローグ





　親愛なる姉貴へ




　分厚い手紙、受け取りました。……いや、分厚過ぎるって。

　直接、会おうと思っていたけれど、仕事で長い間、帝都にいないみたいなので手紙を書きます。

　まず、最初に──

『ロードランド侯爵家への借金返済の提案を断るなんて……ジャックは、お姉ちゃんを嫌いになったの？　……噓うそ…………噓よっ！　そんなこと、そんなことあるわけないっ！　だって、ジャックはお姉ちゃんが大好きって言ってくれたものっ！』

　って、嫌いになるわけあるかっ！

　正直、あの額の借金を肩代わりしてくれる、っていう提案には驚いたけど……感謝してる。ありがとう。

　でも……これは、九割方、あの馬鹿親父おやじのせいとはいえ、俺の借金だ。

　姉貴は今までだって、うちに仕送りしてくれてたし、そのお陰で親父の借金も返せた。

　……まさか、その陰であんな額を借りていやがるとは思わなかったけどさ。まぁ俺の不覚だと思う。

　母さんがいたらきっと『ジャックもまだまだ甘いわね』って笑うぜ？

　だから──侯爵家への借金は俺がどうにかして自分で返すよ。

『ジャックは優し過ぎるから……その隙を敵はついてくるのよ？　お姉ちゃん、心配で心配で……昼と夜にしか大きな蜥蜴とかげとか、真っ黒い羽つき猿を狩れないのっ！！！！！』

　敵なんていないって。親父の方がよっぽど敵じゃね？

　あと、大きな蜥蜴と真っ黒い羽つき猿って、もしかしなくても、竜と悪魔……ああ、いや、こほん。

　屋敷の人達はみんないい人達だよ。

　ロードランド侯爵と夫人。メイド長のカエデさんやメイドさん達。侯爵家に仕えている人達とも、仲良く出来てると思う。

　執事としての心得や、魔法や料理も教えてもらってる。

　ああ、あと、侯爵家の末娘の双子！

　リリアとルリア、っていうんだけど、可愛かわいいんだよ。村に双子っていなかったしさ。

　──侯爵家長女のエミリアとも、うまくやれてる。まぁ、ぼちぼち。

　前にも書いた通り、俺は今、あいつ専属の執事をしています。

『執事』って言っても、制帽を被かぶせたり、紅茶を淹いれたり、お菓子を作ったり、一緒に買い物へ行ったり……まだまだ、見習いなんだけどさ。

　でも、俺は頑張るから！　頑張って借金返すよっ!!

　姉貴も気を付けて。あんまり、無理しないでくれよ？

　今度、帝都へ戻る時は連絡ください。久々に会って話をしたいです。


親父を許さない執事になった弟より








　　　　＊




「ん～……こんなもんかな？」

　姉貴への手紙を書き終えた俺は、ペンを木製の古い机に転がし、呟つぶやいた。

　此こ処こは帝国帝都。

　帝国一番の金持ちと噂うわさされる、ロードランド侯爵家の屋敷にある、俺──ジャック・アークライトの部屋。

　窓の外は雨。けれど、俺がこの屋敷に来た季節と違い、暖かい春の雨だ。

「……来た時はまだ冬で、コートが必要だったしなぁ」

　独白し、頬ほお杖づえをつき外を眺める。




『古き約定により、今年、十六歳となる貴家子息、ジャック・アークライト殿を我が孫娘の婚約者としたい。追記：不可の場合、貴家の借金を利子含め即刻、現金で返済願いたく』




　そんな手紙がロードランド侯爵から、俺の実家である西方辺境のアークライト男爵家へ届き、帝都に出て来て早数ヶ月。

　その間、何やかんやあったものの、俺は未いまだにこの家にいるのだが……近くに置いてある姿見を見る。

　黒茶の瞳と髪。容姿は可もなく不可もなく。背は……これから、これからだ。

　そして、着ている物は見慣れてきた所謂いわゆる、執事服。

　……まぁ、そもそも数ヶ月で返せる額じゃねぇし、仕事はせねば。

　取りあえず、親父は今度会ったら、熊用の罠わなに嵌はめよう。

　そんな決意を固めていると、横から細い腕が伸びてきて、机の上の手紙を取り上げた。

　思わず抗議。

「あ！　何するんだよっ!!」

「──あら？　思ったよりも可愛らしい便箋を使ってるのね？」

　振り返るとそこにいたのは案の定、一人の美少女。

　光り輝く淡い栗色の長髪で、目鼻立ちがしっかり整い、かつ長身で華きや奢しや。……俺よりも背が高い。

　着ている物は白基調で明らかに超高級品。後ろ髪には純白と翡ひ翠すい色のリボン。

　消音魔法で忍び込みやがったなっ！

　俺は抗議を無視して手紙を読んでいる、美少女の名前を呼ぶ。

「……エミリア・ロードランド御お嬢じよう様さま。勝手に部屋へ侵入するのはマナー違反では？」

「あら？　あらあら？　ジャック・アークライト、貴方あなたは私の何かしら？」

　エミリアは俺へ視線を向けニヤニヤ。こいつっ！

　悔しいので視線を逸そらしながら、告げる。

「……俺は、お前の」

「聞こえなーい。もっと、大きな声で！」

「俺は、お前の執事……です借金を返し終えるまでは」

　エミリアはずいっと俺に近づいてきた。更にニヤニヤ。

「そ・れ・と？」

「…………こ、婚約者……かも？」

　しどろもどろに答えを出すと、お嬢様はわざとらしく首を振った。

「はぁ……情けないわね。即答出来ないなんて」

「出来るかっ！　て、手紙、返せよっ！　勝手に読むなっ！」

　立ち上がり、エミリアが持つ手紙を取り返そうとする。

　……が、お嬢様の方が背は高いのだ。

　つまり、掲げられると、跳んでも、と、届かねぇっ！

「くっ！　こ、このっ！」

「ほ～らほら。もっと、高く跳ばないと届かないわよ？　貴方は私の専属執事兼婚約者なんだから、手紙くらいで、あーだこーだ、言わないの」

　こいつっ！　こいつっ!!　こいつっ[image: かんたんふ]

　俺は一計を案じ、わざと椅子に座り、腕を組み不ふ貞て腐くされたふり。

　すると、エミリアは途端にあわあわ。

「え？　ち、ちょっと……怒った、の？　じ、冗談よ？　あと……貴方がお姉さんにこんな手紙を書いてるから」

「隙ありっ！」「！」

　俺はエミリアの手から手紙を奪取。

　すぐさま逃走を開始。入口で立ち止まり、わざとらしく一礼。

「では、仕事に戻りますので。これで。ああ、一言だけ──す・き・だ・ら・け・だ」

　エミリアは瞳を大きくし、身体からだを震わせた。

　綺き麗れいな髪が浮かび上がり、魔力光がキラキラと輝く。

「!!　……ふふ。うふふ。ジャック、少し躾しつけが必要みたいねぇぇ……取りあえず、待て！」

「誰が待つかっ！　俺はこの後、カエデさんに仕事を教えてもらうんだっ!!」

　廊下に飛び出し、走り出す。

　後方からエミリアがすぐさま追いかけて来る。

「貴方は私の、私だけの執事でしょうっ！　私の世話をしていればいいのっ[image: かんたんふ]」

「やなこったっ！　俺はちゃんと仕事の出来る執事になるんだっ!!」

　そう言い放ち、俺は屋敷内を駆けた。

　──何せ。

「エミリアの隣にいていいくらいにはならないとだしな」

「？　今、何か言ったっ？　凄すごく、凄く大切な事だった気がするんだけどっ!?」

「言ってねぇよっ！　あと、お前、速過ぎるぞっ!?」

　急速に距離を詰めて来るお嬢様に戦慄を覚えながら、俺は手紙を懐へ仕し舞まう。

　……姉貴とも一度、会わねぇと。ちょっと、怖いが。

　侯爵の話だと、今は帝国某辺境にいるらしい──

「ジャック、待てっ[image: かんたんふ]」

「っ！」

　エミリアの命に、一瞬、立ち止まりかけてしまい距離が縮まる。

　お嬢様は俺を射程内に捉え、満面の笑みを浮かべ、猫のように跳躍した。




　　　　＊




　帝都より遥はるか遠方の辺境。

　とある戦場は大混乱に見舞われていた。




「隊長殿！　こ、これ以上、戦線を維持するのは不可能でありますっ！　撤退のご決断をっ!!」

「駄目だっ！　ここを抜かれれば──」

　泥まみれになり、青あお褪ざめながら近づいてきて撤退を進言する部下を一いち瞥べつし、私は地図へ視線を戻し、指を突き付ける。

　そこには街が存在していた。

「避難はまったく終わっていないそうだ。我われ等らが撤退すれば……非戦闘民が犠牲となるっ！　我等は帝国軍人だ。民を犠牲にし、我等だけが生き残ることなぞ、出来ぬっ!!」

「し、しかしっ！」

　部下が再度、声を大きくした時──大気全体を震わせる、咆哮が轟とどろいた。

　同時に、閃せん光こうと爆音。

　壕ごうに伏せると、土と共に吹き飛ばされた兵士の肉片が飛んできた。

　──吐かれた炎のブレスによって、防衛ラインが切り裂かれたのだ。

　私は歯は軋ぎしりし、遥か上空を飛んでいる巨大な魔物を睨にらみつける。

「化け物めっ！　耐魔結界程度、易やす々やすと貫くかっ……だか、それでもっ！　総員傾注っ！」

　壕内の兵士達が青褪めつつ、私を見た。

　剣を高く掲げる。

「ここが最終防衛線だっ！　ここを抜かれれば、街が、我等の故郷は業火に焼かれるだろう。勝て、とは言わぬっ。が……市民の避難と増援が来るまでの時間を稼ぐため、貴様らの命を私にくれっ!!」

『お、おおおおお！！！！！』

　兵達は青褪めながらも剣を突き上げる。……すまぬ。

　上空を飛ぶ巨大な魔物──最強種として名高い竜が訝いぶかし気げに尋ねてきた。

『人よ、貴様らの命を懸けた戦いは無意味。何な故ぜ、そう死に急ぐのだ？』

　私は怒鳴る。

「黙れっ！　貴様こそ何故、突然襲ってきたっ！」

『決まっておろうが。暇潰しだ』

「暇、潰し、だ、と？」

　私と生き残りの部下達は絶句。今までの戦いで数百の将兵が戦死していた。その多くは、死体すら残っていない。

　しかし、当の竜は気にせず続けてくる。

『西の竜と賭けをしたのだ。先に人の巣を蹂じゆう躙りんした方が勝ち、とな。故に我からすれば、貴様らと戯れている暇はあまりなし。手を出してきた故、払ったが、何もしないのであれば、それで良い』

『～～～っ！！！！！』「ま、待てっ！」

　兵達は激高し、私の命令を待たずに次々と魔法を放った。

　しかし、強大な魔法障壁に阻まれ、火花を散らすばかり。

　竜はこれみよがしに溜ため息いきを吐つく。

　されど──その四つの瞳には残虐の色。

『貴様等から手を出したのだ。火の粉は払うのが、竜の掟おきて。せめてもの慈悲で、苦しまぬよう一撃で屠ほふってくれ、！！！？！？！』

　最後まで言い終わることなく、竜は地面に叩たたきつけられていた。

　砂さ塵じんが巻き起こる。

　皆が唖あ然ぜんとする中、ふわり、と若く美しい一人の女が降り立った。

　淡い栗色の髪を背中の半ばまで伸ばし、手には紙を持ち視線はそれに固定。戦場だというのに恐ろしいまでの軽装で黒基調の服を着ている。鎧よろいはおろか、剣すら持っていない。

　私は目を見開いた。

「あ、貴女あなた様さまは……！」

『許さぬ……許さぬぞぉぉぉぉ！！！！　人如ごときが我に触れ、あまつさえ、地に叩きつけようとはっ！！！！　万死に値する！！！！！　死ねぃ、人の子よっ！！！！』

　竜が巨大な尻尾を女に叩きつける。

　普通の人間ならば、肉片すら残らないだろう恐るべし一撃。

　──が、

『!?』

「五う月る蠅さいなぁ……今、世界で一番、大事な手紙を読んでるのよ。邪魔しないでっ！」

　人差し指一本でそれを止め、竜を再度吹き飛ばした。

　何が起こっているのか……私達の理解は追いついていない。

　ただし、名前は分かっている。兵の一人が呟つぶやく。

「こ、これが、大陸最強の冒険者『竜魔殺し』セフィ・アークライト……なんて……なんて力だ……」

[image: ]

「……その異名、可愛くなくて好きじゃないのよね。あ、途中で、もう一頭にもからまれたから倒しておいたわ。あとは、こいつだけ」

　視線を動かさず、セフィ・アークライトは兵士へ告げた。

　皆、絶句。それ以外の言葉はない。

　見たところ、何ど処こにも怪け我がした様子もなく、血すらついていない。

　軍隊ですら蟻あり同然に蹂躙した怪物相手にどうすれば、そんな事が可能になるのか……。

　竜は羽を羽ばたかせ、空中へ。

　セフィ・アークライトへ向ける視線は憎悪。そして──恐怖。

『お、おのれ、悪あつ鬼き羅ら刹せつめっ！！！！　死ねぃ！！！！』

　大口を開け、魔力を集中。防衛線を一撃で引きちぎった竜のブレス！

　にも拘かかわらず、セフィ・アークライトは未いまだ手紙を読んでいる。

　時折「ふふ、すぐに周囲と馴な染じむのは昔から変わらないのよね」「魔法の勉強かぁ……今度、教えないと！」「──大丈夫。あの馬鹿親父おやじはお姉ちゃんが絶対に成敗するからねっ！」と、ニヤニヤしながら呟いている。竜は眼中にすらない。

　大気に殺気混じりの魔力が満ち──集束。女ヘ向けて解き放たれる。

「総員退避っ！！！！！」

　私は兵達へ怒鳴り、自らも壕に飛び込む。

　倒れながらも見えたのは、眩まばゆい閃光。

　壕の中で、身体を屈かがめた私達は続けてくるだろう衝撃を覚悟し、目と耳を押さえた。

　──しかし、何時いつまでたっても何も起こらない。

　何かが地面へ堕おちる轟ごう音おん。

　恐る恐る、顔を出すと、

「!?」

「終わったわよ。後始末はよろしく」

　セフィ・アークライトは手紙を、この世で一番貴重な物であるかのように丁寧に丁寧に折りたたみ、仕舞うと、私を一瞥し告げた。




　──地面には頭を両断された竜の死体が横たわっていた。絶命している。




　私達は声も出ない。

　竜をこれ程、容易たやすく倒すとは……なんという。

　対して、セフィ・アークライトは身体を震わせ、その場でじたばた。

　ぶつぶつ、と呟いている。

「はぁぁぁぁ、ジャック、ジャックぅぅぅ。お姉ちゃん、頑張ったのよ……とってもとっても頑張ったの。本当だったら帝都へ急行して、会いたかったのを我慢して、我慢して、我慢して……。だって、この方が『お姉さんぽいんじゃない？』って相棒に言われたし！　だから、こんな田舎でお仕事してたのよ？　なのに、なのにい、わざわざこんな所にまで、手紙を送ってきてくれて、最後には『姉貴も気を付けて』だ、なんてっ！　最近じゃ誰も、私の心配なんてしてくれないのにっ!!　優しい子っ！　天使っ!!　私の愛いとしい愛しい弟わんこっ[image: かんたんふ]　もう、限界だわ！　今すぐ、お姉ちゃんが、助けに、行くからねっ！！！！！」

　次の瞬間、セフィ・アークライトの姿は掻かき消きえていた。

　唖然とする私達が勝かち鬨どきを挙げたのは、彼女の駆ける土煙を、遠方に眺めながらだった。

　──こうして、『竜魔殺し』は新たな伝説を刻んだのだ。




　　　　＊




　姉貴へ手紙を出して数日後。

　ロードランドの屋敷自室で、エミリアから魔法を教わっていた俺は突然の悪寒に襲われた。

　思わず、身体を震わす。

「！　さ、寒っ……嫌な……特大の嫌な予感がする……」

「ジャック？　ど、どうかしたの？」

　目の前からお嬢様が心配そうに尋ねてきたので──手を握りしめる。

「ひぅ!?　突然、な、何!?　……い、いえ、いいのよ？　ええ、私は何時でも！　抱きしめてくれたってっ!!」

　頬ほおを赤く染め、意気込む。

　……こいつ、頭はいいんだけど、時折、変な方向に突っ走るんだよなぁ。

　けど、こうして眺めているだけで心が落ち着いていく。手をにぎにぎ。

　エミリアが困惑した様子で小首を傾かしげた。

「ジ、ジャック？」

「うしっ！　続きしようぜっ！　あ～エミリアさんや」

　俺は手を放してくれないお嬢様の名前を呼ぶ。

　すると、ぷいっ、と顔を背け早口。

「……このままでも出来るでしょう？」




　──その日は結局、ずっと手を繋いでいた。

　それでも、嫌な予感は消えてくれなかったが。







第一章




「さ、ジャック、これを解いてみて。ふふ……今の貴方あなたじゃ難しいと思うわよ？　と、解けなかったら、私が教えて」

「ほいよ。これでいいのか？」

「………………」




　俺はエミリアが机の上に展開した小さな風結界を解き、聞く。

　今、俺達がいるのは、ロードランド侯爵家の内庭にある小さな硝子がらす張りの建物。

　外から差し込む午後の光は穏やか。春の日差しだ。

　魔導学院が短い春休みに入って以来、俺はこうしてエミリアから、毎日のように魔法を習っている。

　正直、魔法は苦手なんだが……お嬢様曰いわく『執事には御主人様を守る程度の力は必要』。確かに、そうかもしれん。

　だから、自分で言うのも何だがここ最近は結構、頑張って──エミリアが再度、風結界を展開させた。

　……え、えーっと。

　おずおず、とお尋ねする。

「エミリア・ロードランド御お嬢じよう様さま？」

「……何？」

　目の前の椅子のエミリアから冷たい視線。

　俺は怯ひるみつつも、問いかける。

「こ、この風結界、明らかにさっきのよりも数段難しいと思うんだが……？」

「そう？　さっきと同じよ。目が悪いんじゃない？　……ふんだっ！　ジャックのバカ」

　腕組みをし、目の前のエミリアはそっぽを向いた。御機嫌よろしからず。

　俺は肩を竦すくめ、机の上に向き直る。

　──瞑めい目もくし、集中。

　エミリアに習ってきた知識、技術を総動員し、風結界を解きにかかる。

　焦らず、ゆっくり、丁寧に。

　その時、ふと気付いた。

　ああ、これ、美味おいしい紅茶の淹いれ方と同じなのな。

　思わず、くすり、と笑ってしまう。

「……む～」

　エミリアが頬を膨らますのが分かったものの、今はこっちに集中。

　何せ俺はこいつの執事なのだ。

　少しは、魔法もまともにならないとな！

　複雑に絡まり合った魔力の渦を見極め──解呪に成功。結界が消失する。

　大きく息を吐く。

「ふひぃぃ。……どうよ？」

「…………むぅ～」

　お嬢様はますます頬を大きく膨らませた。

　立ち上がり席を移動。俺の隣へ。

　ずいっと身を乗り出し、顔を近づける。

「？　ど、どうかしたか？」

「…………上達するの早過ぎっ！　もっと、ゆっくりと上達してっ!!」

「は、はぁ？」

　俺はエミリアを見つめる。

　……こいつ、本当に整ってるよなぁ。髪も光に輝いて、綺き麗れいだ。

　そんなことを、俺が考えているとは知らないエミリアは猛たける。

「ここ最近、どんな課題を出してもほぼ一発で解いて、私への質問が殆ほとんどないっ！　可愛くないっ！　もっと、もっと、もっと頼りなさいよっ!!」

　何を言うかと思えば。……確かに、気がせいているのは否定出来んが。

　それでも──俺は頬を掻かき、聞く。

「……いや、むしろ、お前がギリギリ解ける課題を出してくれてるんだろ？」

「え？」

「え？」

「「…………」」

　エミリアがきょとん、とし、俺もきょとんとする。お互い沈黙。

　……おい、まさか。

　硝子製のポットを手に取り、空になっている二つのカップへハーブティを注ぐ。

「「…………」」

　二人して黙り込みながら、飲む。

　クッキーを摘つまむと、エミリアが口を開けたので放り込む。

「…………お前、もしや難易度をわざと上げて」

「とにかく！　もっと、ゆっくり成長してっ！」

　エミリアが突然、大声を出し俺に指を突き付けてきた。

　俺は首を大きく振る。

「それは出来ないなー」

「……何でよぉ」

「だって、俺はお前の──……」

　自然に『婚約者だから強くならないといけない』と言いかけ止まる。

　危なっ！　お、俺は今、何を、何を!?

　確かに隣にいる侯爵令嬢様は、爺じいちゃん同士の口約束で決まってる婚約者なのは事実だ。

　親おや父じがロードランド侯爵にした莫ばく大だいな借金を返し終えるまでは、俺の身が自由になることもない。

　それと……俺とエミリアが幼おさな馴な染じみなのも、薄うつすらとは思い出しもした。

　……クロフォード公爵家の古い礼拝堂の中で、こっぱずかしい台詞せりふを吐いたような気もする。

　でも、だ、だからといって、『借金執事』を通り越して、いきなり『婚約者』と思ってしまうとはっ！

　ジャック、お前、ここでの生活が長引いたせいで野生を忘れているんじゃないか？

　実家にいた頃のお前は何ど処こへ行ったんだ？

　いやまぁ……俺は隣で大きな瞳をぱちくり、としているお嬢様を見やる。

　その後ろ髪には純白リボンと、俺が贈った真新しい翡ひ翠すい色のリボン。

　…………はぁ。

　もう十分以上にほだされてるのは紛れもない事実だわな。

　ハーブティを飲み干しエミリアの頭をぽん、と軽く叩たたく。

「！　ジ、ジャック？」

「気にすんなー」

「気にするわよっ！　何？　何なのよっ??」

　いきり立つエミリアへ、ひらひら、と手を振る。

「ほら、再開しようぜ。くっくっくっ……俺は、エミリア・ロードランドを、必ず追い抜いてみせるっ！」

「なっ!?　……いい度胸ね。私は『不敗』のロードランドを継ぐ者。そう簡単に抜かせたりしないんだからっ！」

　ようやく普段の調子を取り戻したエミリアは、やる気に満ち満ちた様子。

　机の上に先程よりも、更に精緻な結界が生まれていく。




　……あー、うん。ちょっとだけやる気を見せ過ぎたかもしれん。




　　　　＊




「──つまり、執事の大事な仕事として、御主人様の財産管理があるんです。ロードランド侯爵家ならば東方の領地経営や、そこで得られる特産品の売買。金銭の貸し借りや、担保として預かった品々の鑑定や、競売もこれに含まれてきます。ここまで、理解出来ましたか？」




　耳が隠れるくらいの美しい漆黒髪。長身で胸の大きな、最近こういう授業の時は眼鏡をかけているメイド長さんが俺に尋ねてきた。

　頷うなずき、質問する。

「概略は。品々の鑑定って……執事も出来ないといけないんですか？」

「基本的な知識は持っておくべきですね。持ち込まれる品々も無数ですし、それが何なのかくらいは分からないと取り扱うことも、迅速に報告することも出来ません。つまり──広範な、本当に広範な知識が必要になります」

「…………なるほど」

　俺は若干の頭痛を覚えた。

　……いや、執事って大変過ぎるのな。

　姉貴が実家に送りつけてきた小説に書かれていた執事は、お茶淹いれたり、お菓子焼いたり、御嬢様を守ったりするくらいだったけど、現実はかくも過酷なり。

　俺は座ったまま頭を黒髪メイド長に下げる。

「ほんと、毎回ありがとうございます、カエデさん」

「いえいえ。おやすい御用でございます♪」

　嬉うれしそうにそう言ってくれたこの人は、ロードランド侯爵家メイド長のカエデさん。

　──俺は何しろ執事になって日が浅い。

　当然、分からないことだらけなので、何でも知ってて頼れるお姉さんなカエデさんに、時間が空いて、かつエミリアが侯爵や侯爵夫人と一緒に出掛ける時には自室で色々と教えてもらっている、というわけだ。

　ロードランド侯爵家は、帝国随一の資産をもつ御お家いえ柄がら。外の付き合いも多い。

　また、俺は侯爵本人から『ジャック君のお披ひ露ろ目めは何いずれ大々的にするとしよう。……が、今ではない』と言われ、そういう時は屋敷に留守番なのだ。

　今日に至っては、エミリアの妹達である、双子も一緒に出掛けているし。

　なお、カエデさんの件は、エミリアに散々詰なじられた。

『どうして、カエデに習うのよっ！　……全部全部、私に習えばいいでしょ？』

　いや、そう言われても。

　エミリアはとんでもなく優秀だ。そのことに疑いなんてない。

　だけど──

「少なくとも、屋敷の仕事や、執事の細かい仕事内容はカエデさんに聞いた方が良いだろうしなぁ」

「私が、何ですか？」

「わっ！」

　突然、カエデさんの顔が間近に。

　……この人もやっぱり、凄すごく綺麗な人なんだよな。

　まじまじ、と見つめると、両頬ほおに手を置き身体からだを右へ左へ。口調も砕ける。

「ジャック君、そ、そんなに見つめられると照れちゃうよ」

「あ、ご、ごめんなさい。カエデさんは綺麗だな、って」

「えへへ♪　ありがとう。ジャック君も、最近はますますカッコよくなってきたよ」

「あ、ありがとうございます」

　真正面からの誉ほめ言葉に思わず照れる。

　カエデさんは俺を見て、穏やかな表情。

　手を伸ばし、嬉しそうに頭を優しく撫なでてきた。

「カ、カエデさん……あの……」

「うふふ♪　エミリア御嬢様には悪いけど、役得だよぉ～。でもね」

　ピタリ、と手が止まった。

　黒髪メイド長さんは憂い顔。

「……私はあくまでもメイドだから、執事さんの仕事の全てを知っているわけじゃないの。勿もち論ろん、東方の領地には本職の人達や、執事長もいらっしゃるけど、帝都には中々出て来られないし……ごめんね、ジャック君……」

　俺は慌てて首を振る。

「いやいやいや。十分です。凄く忙しいのに、カエデさんには助けられっ放しで……どうにか恩返ししたい、と思っているくらいで」

「恩返し？　そんなのいい──……あ、一つだけ、あるかも」

　未いまだに俺の頭に手を置いたままの黒髪メイド長さんは、否定しかけ、すぐにそれを撤回。

　もじもじ、としながら上目遣い。

「……あ、あのね、ジャック君。一つ、お願いしてもいい、かな？」

　俺は胸を叩く。

「どんとこい、です！」

「ありがと。あの……あのね。こういう講義が終わった後に、一度で良いの。私を『カエデお姉ちゃん』って呼んでほしい。……ダメ、かな？」

　カエデさんが不安そうに聞いてくる。

　何だ、そんなことか。

「えっと……カエデお姉ちゃん？」

「！　～～～♪」

　黒髪メイド長さんは、俺が名前を呼んだ途端、再び自分の両頬に手を置き、左右に身体を大きく振った。

　胸が、大きな果実までも揺れて──はっ！　殺気っ!!

　俺は机の上のトレイを手に取り防御。

「ジャック君！」

　カエデさんに後ろから抱きしめられる。

　直後、数本の風の短剣がトレイに突き刺さった。怖っ！

　そーっと動かし、入口を確認。

「…………ジャック？」

　案の定そこにいたのは、肩を怒らせたエミリア・ロードランドだった。

　回らない口で抗議する。

「お、おまっ、い、いきなり、これはないだろうが？」

「……貴方あなたが悪いんでしょう？　カエデと何をしていたんですか？」

「え？　執事の仕事を教えてもらってたんだけど??」

「…………抱きしめられて？」

「こ、これは、お前が」

「言い訳無用っ！　……カエデ」

　エミリアがギロリ、と黒髪メイド長を睨にらみつける。

　すると、カエデさんは一旦、俺から離れ──次いで耳元で囁ささやいた。

「（また、今度もお願いね？　それまでに、私も勉強しておくからっ！）」

「（……了解です。御お手て数すうおかけします）」

「（ジャック君の為ためだもん。お安い御用だよ～♪）」

「ジャックゥ……カエデェ……？」

　ますます魔力を滾たぎらせているお嬢様が怨えん嗟さの声を発した。

　カエデさんは目礼し、今度こそ部屋から脱出。

　バタン、と扉が閉まると同時にエミリアは俺に突進。腕の中に飛び込んできた。

「ちょっ！　な、何だよ!?」

「……私のいない所で、カエデとあんまり仲良くしないで…………」

「あ～」

　軽く抱きしめ、拗すねているお嬢様の頭を撫でる。

　こいつは俺なんかより遥はるかに頭がいい。

　カエデさんから仕事を習う必要性についても理解している筈はずだ。

　なので、素直に聞いてみる。

「……言っとくけど、さっきのは偶たま々たまだからな？　つーか、お前のせいだ！　あと、勉強自体は必要なんだって。手探りじゃ限界があらーな」

「そーだけどぉ……納得出来ないんだもん。ジャックのバカ………」

　俺の胸に顔を埋うずめたエミリアの呟つぶやきの後半部分は聞き取れず。

　こいつとの距離は、ここに来た時と比べれば格段に縮まった……と思う。

　けど、だからこそ、お互い色々と分からないことも出て来るわけで。

　──その後、双子が俺の部屋を襲撃してくるまで、エミリアはそのままだった。




　　　　＊




「ジャック！　今日という今日は許さないんだからねっ！」




　その日の早朝、俺の自室にやって来た寝間着姿のエミリアは扉を閉めるなり、俺へ指を突き付けた。余程、急いで来たのか、寝癖がついている。

　丁度、執事服に着替え終わり、最後の確認をしていた俺は小首を傾かしげた。

「朝からいきなりなんだよ？　まだ、起こしに行く時間じゃないだろ？」

　壁についている時計を見やる。

　……うん、まだ時間前だ。

　俺の朝一番の仕事は、エミリアを起こすこと。

　これだけだと『何だ、良い仕事じゃねぇか。けっ！』となるだろうが、さに非あらず。

　エミリア・ロードランド、案外とこれで寝ぼけやがるのだ。時間通りじゃないと、まず、一発で起きやしねぇ。

　で、こいつ、魔力が圧倒的なもんだから、一度ベッドに引きずり込まれたら最後、二度寝決定である。

　そして、後から俺は怒られる。……涙が。

　故に俺は時間を厳守している。今日はまだ時間前だ。間違いない。

　すると、エミリアは目を細め、ベッドを指さした。

　ブランケットが規則正しく上下している。

「……そこに寝ているのは誰？」

「あん？　そんなの決まってるだろうが？　……あと、声が大きいって」

「う……」

　少しだけ怯ひるんだエミリアは、俺の傍そばに近づいてきた。

　耳元で小声。

「（だ、だからぁ……ど、どうして、妹達が──リリアとルリアが貴方の部屋で寝てるのよっ！　昨日は私の部屋で寝ていたのよっ!?　朝、目が覚めて、いないのに気付いた時は、心臓が止まりかけたんだからねっ！）」

「（……俺に聞くなよっ!?　突然、夜中にやって来て、潜り込んで来たんだよっ！　『探険してきたのっ！』『ぼ、冒険してきましたっ！』って言ってたぞ？）」

　ベッドから、安らかな寝息が聞こえて来る。

　──そこで寝ているのは、エミリアの双子の妹達。リリアとルリア。

　まだまだ幼く、愛らしい幼女達だ。

　いやぁ……昨日、寝てて、突然、腹に衝撃を受けた時は何が起きたかと。

　一瞬、姉貴が侵入して来たのかと思ったぜ。……実家にいる頃、散々されたわなぁ。

　俺は椅子を動かし、エミリアに座るよう手で指示。

「（な、何よ？）」

「（寝癖。直してやる。座れって）」

「（！　し、仕方ないわね）」

　いそいそと、エミリアは椅子に着席。

　俺はこういう時の為に最近、用意しているブラシで、光り輝くお嬢様の髪を梳すいて行く。

　とんでもなくサラサラ。触ってるだけで気持ち良い。

「（ジ、ジャック、くすぐったいっ！）」

「（おっと、悪い）」

　謝罪し、黙々と寝癖を直し整えていく。

　エミリアはさっきの不機嫌は何ど処こへやら。「♪」鼻歌まで聞こえてきた。

「（──なぁ）」

「（ん～？）」

「（……最近のお前、何だか、情緒不安定じゃないか？　まだ、心配事か??）」

「（…………そうかも）」

　エミリアは振り向き、俺を見上げてきた。

　そこにあるのは拗ねやら、甘えやら、ちょっとの怒りやら。

「（……ねぇ？　どうしてか分かる??）」

「（あ～……それは）」




「あ～～～～！！！！！！　ジャックが姉様の髪を直してるぅ～～～！！！！！」
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「「！」」

　突然の大声に俺とエミリアのひそひそ話は中断を余儀なくされた。

　ブラシを握りつつ、振り向くとベッドの上で、幼女が立ち上がっていた。

　リボンがないものの、この数ヶ月で見分けはつくようになっている。

「リリア、しー、だ。ルリアが起きちゃうだろう？」

「──あ」

　幼女は小さな手で自分の口を押さえた。可愛かわいい。

　けれど、時既に遅し。むくり、とその横でもう一人の幼女も起き上がった。

「わたし、おきましたぁ……おはよう、ございます。あにさまぁ、あねさまぁ……」

　このまだ半分寝ぼけている幼女はルリア。

　普段も、リリアよりも大人しい子だけれど、こういう寝ぼけている時も可愛い。

　俺が微笑ほほえましく思っていると、エミリアに袖を引かれた。

「……ジャック、続きをして」

　何時いつになく甘えた口調。

　俺は髪を梳くのを再開しつつ、双子に話しかける。

「リリア、ルリア、まだ寝ててもいいぞ？　でも、起きるなら」

「「おかおをあらって、はみがき～」」

「よろしい。では、取りかかれ！」

「「は～い♪」」

　双子が楽しそうにベッドから降りると、洗面台へ向かった。

　もう、見慣れた光景ではある。

　再度、袖を引っ張られた。

「…………う～。ジャック」

「ん？　どした？」

　お嬢様は、ぷく～、と頬ほおを膨らませた。

　……あ、こいつも若干、寝ぼけてるな、これ。

　子供っぽい口調で要求してくる。

「……ここ最近、ジャックは、御主人様を蔑ないがしろにしていると思うっ！」

「そうかぁ？」

「そう！　だってだって、魔法の特訓してても、全然、質問しないで、さっさと解いちゃうし！」

「いや、それは良いことだろうが？」

「カエデとも、私がいない時に、凄すごく、すっごく仲良くしてるっ!!」

「基本、お前がいる時は傍にいるしな。うし！　取りあえず、直したぞー。リボンは」

「はい！」

　すぐさま、二本のリボンが差し出された。持ってきたのかよ。

　苦笑しつつ、後ろ髪を結っていく。洗面台から、双子のはしゃぐ声が聞こえてきた。

　エミリアは足をバタバタ。

「しかも、昨日は私だけ除のけ者ものにしたっ！　ズルいっ!!　私も一緒に寝たかったっ[image: かんたんふ]　この穴埋めはしてっ！！！！」

「穴埋めって……」

　俺は少し考え込む。

　さて、こういう時、何て言うのが正解なのか。

　昔、姉貴に散々読まされた本だと……。

「なら、帝都にでも」「行く」

　即答である。リボンを結び終えると、エミリアは、すっと立ち上がった。

　その瞳には知性の光。

　……こいつ、まさか、今までのは演技だと!?




「丁度、用事があったの。天気も良いみたいだし、学院が始まる前に、帝都を散策するのも悪くないでしょう？　──勿もち論ろん、二人きりでね！」




　　　　＊




　帝都は西方辺境のド田舎から出てきた俺にとって、とんでもない大都会だ。

　そもそも、道が全部舗装されている時点で考えられない。

　うちの実家の道なんて……止やめよう。悲しくならーな。呟つぶやく。

「でも、ほんと、すげぇよなぁ……」

「その台詞せりふ、今日、何度目ですか？　ほら、行きますよ」

　隣のエミリアが呆あきれた様子で俺の手を自然に引き、帝都を南北に貫く主要通り沿いを歩き始める。

　もう、慣れっこになってしまったので俺も為なされるがまま。……随分と毒されたもんだ。

　俺は尋ねる。

「で？　何処へ行くんだ??」

「もう見えて来ますよ。ここら辺には貴方あなたも一度、来たことがある筈はずです」

　外行きなので口調は丁寧だ。これにももう慣れたもんだ。

「俺が??」

「はい」

　そう言うと、エミリアは立ち止まり、後ろ髪を手で払った。

　純白と翡ひ翠すい色のリボンが煌きらめく。

　──……あ。

　お嬢様が微笑む。

「今日、まず行くところはこのリボンを選んでくれたお店の近くですよ。用事が済んだら、また覗のぞいて、私の服を選んでみます？」

「い、いいってっ！」

　気恥ずかしくなり、軽く手を振る。

　お嬢様は嬉うれしそうな笑み。

「本当に？　貴方が好きな服、着てもいいですよ？」

「べ、別にお前はどんな服でも似合うだろ？」

「っ！　そ、そういう不意打ちはダメです……」

　あ～俺、今、頬が赤くなってるわ。

　で、目の前のお嬢様も真っ赤。

　周囲を通り過ぎていく人々は『微笑ましいものを見た』という表情。

　俺達は顔を見合わせ、

「「…………」」

　無言で再度、歩き始めた。

　目的の店まではもう少しだ。




「やぁ、ジャック、ロードランドさん、いらっしゃい」

　主要通り沿いに店を構えているその宝石店前で俺達を出迎えてくれたのは、スーツ姿の少年だった。

　淡い茶髪の長身。眼鏡をかけていて優しく真面目そう。育ちの良さが滲にじみ出ていて、着ている服と相まって好感度を押し上げている。

　俺は判決を下す。

「はいっ！　有罪っ!!」

「ジャック、いきなり酷ひどいよ」

　青年──俺とエミリアの同級生でもある、ネイ・クロフォードは苦笑した。

　俺は身体からだを震わす。

「……俺は、俺は、お前を仲間だと……一般人の仲間だと信じていたのにっ！　これは、手酷い裏切りだっ!!」

「えーっと……ロードランドさん？」

「……はぁ。まったく。仕方ない人ですね。ネイさん、気にしないでください。単に、お約束、というやつです」

「ああ、そういうことだね。うん、了解だよ。そもそも、ジャックの着ている執事服の方が凄いしね。さ、中へどうぞ」

「そういうことです」

「お～ま～え～らぁぁ……」

　俺を無視し、ネイとエミリアは店の中へ。

　……分かってるけど、少しは付き合ってくれてもいいだろうが。

　少々拗すねながら、扉を開け店内へ。

「おお～すっげぇっ！」

　俺は思わず賛嘆を漏らした。

　店内には、硝子がらすで作られた台や棚がずらりと並び、その中には色とりどりの宝石の数々が飾られていた。

　お客さんの視線が俺に集中。みんな、明らかにお金持ち風だ。やべっ。

　エミリアが近づいて来て、俺の腕を引いた。お小言。

「……五う月る蠅さい。静かにして。迷惑でしょう？」

「お、おお。悪ぃ」

　素直に謝り、お嬢様と共に奥の扉へ。

　どうやら、商談とかをする部屋らしく、ソファーと大理石のテーブルが鎮座している。

　ソファーに座っていた、小柄で茶髪な猫族の少女が手を振った。

「あ、エミリアとジャックだ。やっほー」

「こんにちは」「おっす」

　今、俺達に挨拶してきた少女の名前は、ムギ。魔導学院の同級生だ。

　にしても……俺は、猫耳少女が着ている橙だいだい色いろの私服を見ながら、嘆息する。

「ムギ……やっぱり、お前って御お嬢じよう様さまなのな……。その服、とんでもなく質が良い……くっ！　この場に、一般人は俺だけということかっ!!」

「え～。ジャックは一般人とは程遠いと思うけど？　ネイもそう思うよね？」

　奥で何かを準備している少年が振り返った。

　ムギを見て、首肯。

「そうだね。ジャックを一般人枠で数えるのは無理があるね」

「ネイ……俺達の友情は何ど処こへ行ったんだ？」

「ジャック……僕は君を友だと思っているよ。けど、ほら？　ロードランドさんの顔を見て御覧よ？」

「あん？」

　俺は隣のエミリアの顔を見る。

　すると、お嬢様は不満気。恐る恐る、聞く。

「え、えーっと……エミリアさん？」

「……私の執事は凄いんです。そうやって、卑下しないでくださいっ！」

「い、いや、それは……」

「凄いんです！」

「…………はい」

　敗北。俺は頷うなずいてしまう。

　すると、ネイとムギはくすくす。

「ジャック、素直なのは良いことだよ」「エミリア、その意気だよっ！」

「……お前まえ等らぁ。はぁ……」

　溜ため息いきを吐つき、部屋の奥へ進む。

　お嬢様も付いて来ようとしたので、窘たしなめる。

「お前は座ってろって」

「え、でも」

「ネイ、紅茶くらいは出るんだろ？」

「勿論。道具は出したから、淹いれてくれるかい？」

「任しとけ」

　エミリアをソファーへ座らせ、ネイの傍そばへ。

　紅茶を淹れる道具は一通りあるようだ。

　俺は準備をしつつ、尋ねる。

「いやでも、お前の家すげぇわ。今度、ゆっくり見に来てもいいか？」

「いいよ。あ、もしかして、婚約指輪選ぶのかな？」

「なっ！　そ、そんなの……まだ、早いだろ？」

「ジャック、早くないよー。むしろ、遅いくらいだよー。あ、その時は、うちの店でも何か買ってねー」

　ソファーに座っている猫耳娘が茶ちや化かしてくる。地獄耳めっ！

　俺は振り返り文句を言おうとし──頬ほおを少しだけ染めたエミリアと視線が交錯した。

　そこにあるのは、期待。俺は頬を掻かく。

「…………」

「あ～……」

「ひゅーひゅー。御お二人ふたりさん、顔が真っ赤だよ～。まるで、昔の私とネイみたい」

「おや？　今のムギは、僕と一緒にいてもドキドキしてくれないのかい？」

「！　そ、そんなことないよっ！　私、ネイと一緒にいる時は何時いつだって、ドキドキしてるっ！」

「ムギ」「ネイ♪」

　……うぜぇ。この二人、正式に婚約していやがるのだ。

　げんなりしつつも、お湯が入ったポットと道具をトレイに。載り切らなかった御お茶ちや菓が子しはネイに持たせる。大理石のテーブル上へ。

　白磁のカップへお湯を注ぎ温め、捨て、まずは女子二人の紅茶を先に淹れながら、エミリアへ聞く。

「で？　今日、此こ処こに来たのは何でだ？　正直、二人のイチャイチャを見ていると、身体に障るんだが……」

「ジャック、その言葉をそっくりそのまま返すよ」「ジャック、砂糖をまき散らすのは犯罪なんだよ？」

「ちょっと頼み事をしていたんです」

「…………」

　俺は胡う乱ろんな視線を三人へ送りつつ、カップをエミリアとムギへ。

　エミリアの分は、少しのミルクと砂糖を入れ、焼き菓子も添える。

　次いでネイの分を淹れ、最後は俺。一口。ん……まぁまぁかな。

　ムギがニヤニヤ。

「ジャック、執事の仕事が板について来たね～」

「慣れだ、慣れ。俺なんて、まだまだのまだだっての。──どうだ？」

　隣でお澄まし顔をしているエミリアへ紅茶の具合を尋ねる。

　すると、淡々とした回答。

「まぁまぁです。今日はこの後、美味おいしいカフェにも行きますから、研究してくださいね？」

「ほい」

　ネイとムギが俺達のやり取りを見ながら、ニヤニヤしている。……こいつ等。

　猫耳少女に焼き菓子を食べさせた、眼鏡の青年は大理石のテーブル上に封筒を置き、エミリアへ滑らせた。

「ロードランドさん、御依頼の代物だよ。中々、面白かった。感謝するよ」

「ありがとうございます」

　エミリアは淡々と答え、手に取り、中身を確認。

　俺も覗き込もうとし──すぐさま、仕し舞まわれてしまう。

「あ、何だよ」

「ネイさん、ありがとうございました。十分です。ジャック、貴方あなたは見る必要がないものです。……関係はありますが」

「……おい。今、関係あるって言ったろ？」

「言ってません。空耳じゃないですか？　ですよね？　ムギさん」

「うん～。わたしは～なにも～きいてないかな～」

　猫耳少女がカップを持ったまま俺から視線を逸そらす。……隠すの下手か。

　何を作らせたんだか。ネイへ目め配くばせ。状況を報告せよ！

　けれど……少年は隣のムギを愛いとおしそうに見つめるばかり。ったくっ！

　エミリアが紅茶を飲み干し、微笑ほほえむ。




「美味しかったです。また、近い内に来ますね。ジャックと二人で」




　　　　＊




「この焼き菓子、美味しいですね。ジャック、今度、屋敷で焼いてみてくれますか？」

「…………」

　ネイとムギと別れた俺達は、同じ主要通り沿いの洒落しやれたカフェで休憩中。

　建物も古いけど、テーブルや椅子も年季が入ってて味がある。こういうの好きだ。

　外の席に座りながら俺は、ぼぉーっと、周囲を眺める。

　空は快晴。気温も程良し。

　テーブルの上には明らかに高級品な紅茶と、美味しそうな焼き菓子。──完璧だ。

　懸念するようなことは何一つとしてない。……ない筈はずだ。

　なのに……どうしてだ？

　どうして、俺はこんなにも──目の前のエミリアに頬ほっぺたを突つつかれる。

「……ちょっと、聞いてましたか？」

「え、あ……わ、わりぃ」

「はぁ。仕方ないですね。……朝から、ちょっと変ですよ？　何かありましたか??」

「いや……なんもねーよ」

「そう。ならいいですけど。何かあったらすぐに言うこと！　懇願すれば助けてあげないこともありません」

　テーブルに片肘を乗せお嬢様がニヤニヤ。

　普段なら悪態をつくところなんだが。

「…………なぁ」

「？」

　きょとん、とし俺を見つめるエミリアへ尋ねる。

「そうなったら……本当に助けて、くれるか？」

「っ!?　にゃにを言って──……こほん。まぁ、貴方がどうしても、と言うのなら考えなくもないです」

「そっか。その時はたのまぁ……」

　俺は紅茶を飲み、心を鎮めようとするも、ざわつきは継続。

　エミリアは口調を変え、怪け訝げんそう。

「……ねぇ、本当にどうしたの？　ちょっと、変！　悩みがあるなら聞くわ。話してみて」

「あー言葉で説明するのが難」




「ジャックゥゥゥゥゥゥゥゥ！！！！！！！！！！」




「！！！！？」「えっ？　えっ??　どどどどど、どうしたのよ？？？」

　その声が聞こえてきた瞬間、俺は本能に従い、立ち上がりお嬢様の背中に隠れるよう身を屈かがめた。

　加えて怖過ぎるので、エミリアの左腕に抱き着く。

　当の本人はやたらと動揺しているようだが、気にしてはいられない。




　──喧けん騒そうの中、ふわり、と美女が店前に舞い降りた。




　極淡い栗くり色いろの髪を背中の半ばまで伸ばし、長身。エミリアよりも高いだろう。

　着ている物は黒基調。武器らしい物は持っていないものの……纏まとっている気配は明らかに歴戦の強者。

　カフェ内には、冒険者らしい人がいたものの、美女を見た瞬間、視線を逸らすか、逃げるように店を後にしていく。

　美女の視線が動き──俺を捉えた。ひぃ！

　ますます、強くエミリアの左腕を抱きしめる。

　お嬢様はあたふた、と早口。

「えっと、あの、その、こ、こういうの、う、嬉うれしいのよ？　う、嬉しいんだけど、い、いきなりは、ち、ちょっと……わ、私にも心の準備があって──あれ？」

　気付いた時、俺が感じていたのは、包まれる温かさと柔らかさ。

　直後、耳元から大音量の大声。

　頬と頬がくっつき、頭を撫なでられる。

「ジャック、ジャック♪　私のジャック♪　うふふ～♪」

　人々の視線が注がれる中、俺はどうにかして美女を止めようとする。

「あ、姉貴っ！　だ、抱きしめるのは止やめろ」

　そう、この美女の正体は俺の実の姉──『竜魔殺し』というおっかない異名を持ち、民間最強傭よう兵へいとすら言われるセフィ・アークライト。

　……俺が、頭の上がらない人だ。

　姉貴は子供みたいに頬を膨らませ、俺の提案を拒絶した。

「却下！」

「ひ、人前だってのっ！」

「お姉ちゃんは、今、枯渇しそうになってたジャック分を緊急補給しているのよ？　これは、神聖にして絶対不可侵の権利っ[image: かんたんふ]　邪魔する相手は──即殺するわ★」

　そう言うとますます強く抱きしめ、頭を撫で回してくる。

　俺は呻うめきつつ聞く。

「うぅぅぅぅ…………し、仕事はどうしたんだよぉ……」

「勿もち論ろん、終わらせたわよ☆　でっかい蜥蜴とかげを何匹か狩るだけの簡単なお仕事だったわ」

　でっかい蜥蜴……多分、竜とかなんだろうなぁ……。

　なお、『竜』は下手な小国の軍隊を単独で打ち破る怪物中の怪物。間違っても、簡単なお仕事、ではない。

　……でも、姉貴だしな。

　腕の中で若干げんなりしつつも、挨拶する。

「まぁ……無事で何より。おかえり」

　すると、姉貴は大きな瞳をますます輝かせ、次いで顔をほころばせた。

「！　ジャック♪」

「はーい、そこまでです！」

　お嬢様が強引に俺と姉貴を引き離した。

　そして、そのまま俺を強く抱きしめ、姉貴を睨にらみつける。

　……し、周囲の、く、空気がいきなり薄くなったような？

「推測するに──セフィ・アークライト様とお見受けします。お久しぶりです。エミリア・ロードランドです。身内とはいえ、いきなり『私』の婚約者を抱きしめるのは止めてくださいますか？」

「…………婚約者、ですって？　ジャック？」

　姉貴が目を細め、俺を見た。

『せ・つ・め・い！』

　悲鳴が零こぼれる。姉貴への手紙で借金の話は書いたが、婚約者の話は意図的に避けてたのだ。

「ひっ！　そ、それはその……あ、あれだよっ！　爺じいちゃん同士がなんか約束してたらしくて……」

　エミリアがジト目。

「……私との婚約、嫌なんですか??」

「！　そ、そんなことは」

「はーい[image: かんたんふ]　そこまでっ[image: かんたんふ]」

　エミリアへ返答しようとした俺は、すぐさま姉貴の腕の中に逆戻りした。

　このままだと、また奪われると思ったのだろう。

　姉貴は、ふわり、と店先の上空に浮きあがり、無数の魔法を並べ威嚇し始めた。

　いや、これ、攻城用魔法じゃね……？

　眼下のエミリアに指を突き付ける。

「まったくっ！　幾ら私のジャックが世界で一番可愛かわいくて、天使で、優しいわんこだからって……この泥棒猫っ！　お呼びじゃないのよっ！」

　お嬢様が負けじと言い返す。

「世界で一番可愛くて、天使で、優しいわんこなのは同意しますが……私とその人との婚約は家長同士で既に同意されたものです。ここに証拠も！　幾ら、貴女あなたがかの『竜魔殺し』様と言えど、従ってもらいますっ!!」

　お嬢様が、胸元の小袋から折りたたんだ古い紙を取り出し、姉貴へ突き付けた。

　おい、そんなのあるなんて、俺も聞いてねぇぞ!?

　姉貴は怪訝そうな顔になり、着地。俺を抱きしめたまま、エミリアの傍そばへ。

「……ふんっ！　小こ賢ざかしいっ。どうせ、偽物に決まって──……う、嘘うそ!?　これ、お祖じ父い様さまのサインじゃない!?」

　俺も覗のぞき込み、確認。

　……うん、確かに爺ちゃんの字だわ。

　いやでも、ロードランド侯爵は『口約束』だって、言ってたような……。

　その時、脳裏に閃ひらめいた。

　──さっき、ネイと話してたのは。

　俺の様子には気付かず、姉貴は珍しく愕がく然ぜんとした表情になり──微笑を浮かべた。

「……ジャック」

「お、おぅ？」

「──ほんの少しだけ、ほんの少しだけ待っていてっ！　すぐに……すぐっ、貴方あなたを解放してあげるからっ[image: かんたんふ]」

　そう言うと、ゆっくり俺から手を離した。

　姉貴が、俺を、自分から離す、だと!?

　すぐさま、エミリアが俺を抱きしめ、勝ち誇った表情で言い放つ。

「お分かりいただいたようで何よりです──セフィ御お義ね姉え様さま？」

　姉貴が激しい歯は軋ぎしり。

　魔力で通りに亀裂が走り、様子を窺うかがっている人々が更に後ろへ下がる。

　エミリアを睨みつけ、姉貴はわなわなと身体からだを震わせた。

「誰がっ！　……あんたは泣かす。あの馬鹿親父おやじを挽ひき肉にくにして、契約書を撤回させた後、ぴーぴー、泣かしてやるわっ。昔みたいにねっ！」

「はいはい。でも、どんなに泣こうが、喚わめこうがジャックは私のですよ？　貴女のじゃありません。御お立たち場ばを弁わきまえていただければ、一年に一回くらいは会わせてあげてもいいですよ？　セフィ御義姉様？」

「こ、小娘がぁぁぁ…………!!」

　この間もお互い大気が怯おびえて震える程の魔法を並べている。

　……発動したら、ここら辺一帯更地になるんじゃね??

　それでも、姉貴は丸腰。

　アークライトの一族が使う、『翼の加護』は展開していない。

　最低限の理性は維持しているようだ。

　──永遠にも思える対たい峙じ。おうちに帰りたい。

　暫しばらくして、姉貴が潤んだ瞳で俺を見た。

「ジャック……不ふ甲が斐いないお姉ちゃんを許してっ。古い契約は大本から変更しないと、とっっても面倒なの……。下手したら破棄も出来なくなってしまう。すぐ、馬鹿親父をとっちめて、うちにある契約書の原本を見つけてくるわっ!!　そして、すぐにそんな我わが儘まま泣き虫小娘の魔の手から、救い出してあげるっ！　胸も私の方が大きいしっ！」

[image: ]

　エミリアが若干怯ひるみつつも、言い放つ。

「ま、負け犬の遠とお吠ぼえですっ。ほら、さっさと何ど処こかへ行ってくださいっ！」

「私はすぐ戻ってくるわ。すぐにねっ！」

　そう言うと、姉貴の姿は掻かき消えた。

　おそらく、実家へ向かったのだろう。相変わらず嵐みてぇ。

　溜ため息いきを吐つき、腕から脱出しようと──

「お、おい。もういいだろ？　はなれろー」

「駄目。何時いつ、あの人が来るか分からないもの。だから」

　エミリアが頬ほおを赤く染めながら、俺を見た。

　特大の嫌な予感。

　うわ……姉貴が来る予感だけじゃなかったのかよ。




「今日からは原則、離れるのは禁止！　家でも学院でもねっ！　……少し対策を考えないと」




　　　　＊




「ジャック、おかえり～♪」「お、おかえりなさい」

「ん？　おお……」

　屋敷に帰った途端、双子が俺に駆け寄ってきた。

　屈かがむと元気よく飛び込んできたので、受け止める。ミルクの匂い。

　はぁぁぁぁ……癒いやされるぅぅぅ……。

　もう、俺の心はボロボロだぜ。い、いかん、涙が……。

　心配そうな顔をして、ルリアとリリアが覗き込んでくる。

「ジャック、どっか痛い??」「えっと、えっと、治癒魔法使いますか？」

「……大丈夫だ。ありがとなっ、二人共。よーし、本を読んでやる。さ、行」

「──こっほん」

　後方から咳せき払ばらい。見ない。俺は見ないぞ。

　双子が顔を見合わせ、もぞもぞ。腕から脱出。

「ルリア、リリア、すぐに夕食よ？　先に行って。私達は着替えてから行きます」

「「は～い」」

「ああ……」

　俺の天使達は行ってしまった。悲しい……。

　つかつか、とお嬢様が近づいてくる。

「妹達を甘やかさないの！」

「……別にいいだろうが。俺には癒しが必要なんだよっ！」

「あの子達を抱きしめると、癒されるわけ？」

「まぁ、な」

　基本天使だし。時折、小悪魔だけど。

　立ち上がり、黙ってしまったエミリアを促そうと──いきなり、抱きしめられた。甘い匂い。

「ど、どう？　癒される??」

「あーうーえー。ほ、ほら、夕食だろ？　行こうぜ」

「ダメ。ちゃんと答えて！　……セフィさんとどっちが嬉うれしい？」

「姉貴？　そんなの比べるべくもないだろうが」

「！　そ、それって」

　俺は重々しく告げる。

「姉貴に抱きしめられると、思考停止になる。あと、柔らか、っとぉ！　あ、足を踏み抜こうとすんなよっ！」

「……ふんっ！　いい？　あの人はぜっっったいに、帰ってくる。何があろうと、帰ってくる。さっき言ったこと、覚えてるんでしょうね？　原則、私から離れちゃ駄目よ？」

「大おお袈げ裟さな……いやまぁ、すぐに戻って来るってのは、同意見だけどよ」

　姉貴は一度、口にしたことは必ず成し遂げて来た。

　あの人が「戻ってくる」と言ったからには、そうなんだろう。

　親父、安らかに……とは微塵も思わん！

　俺の苦労って親父がいつの間にやら侯爵家に借金してたせいなのが大きいしなー。

　まぁ、逃げ足の速さと言い訳の巧みさは帝国一を自称してたし、姉貴相手でも若干は時間を稼げる──あれ？　どうして、俺はここに残る前提の考えをしてるんだ？　前までは田舎に帰りてぇ、と思ってたのに。

　俺の様子に気付かず、お嬢様はそのまま腕を取った。

「ほら、行くわよ」

「お、おいっ。屋敷内まで腕を拘束することはねーだろうがっ!?」

「い・い・か・ら！　この私、エミリア・ロードランドと腕を組めるのよ？　そこは泣いて感謝すべきところでしょう？」

「……姉貴の方が、胸は──あーあー、し、失言だった。ほんとのほんとに失言だった。二度と言わないことをここに誓うものであります、ハイ」

「……二度目はないわよ？」

　にっこり、とお嬢様が笑った。

　こっぇぇぇぇぇ。

　姉貴は姉貴で、こぇぇけど、こいつも別種の怖さがあるんだよなぁ。

　はぁ、やっぱり俺の癒しは双子だけか……。あ、カエデさんもいるな。

　腕を引っ張られる。

「さ、行くわよ」

「…………」

　な～んか、こいつに逆らえなくなってきてるような。

　い、いや！　まだ、まだ……大丈夫だ。きっと、今日は心労が蓄積されただけ。何せ、姉貴がいきなりやって来て──あ。エミリアへ声をかける。

「なぁ」

「何？」

　俺は気になっていたことを尋ねる。

「……姉貴に見せてたあの紙は」

　エミリアはわざとらしく視線を逸そらした。

「知らない」

「…………あれ、ネイに作らせた、偽──」

「まさか、そんな筈はずないじゃない。偽物の婚約誓約書なんて、私がネイさんに作らせる理由がないでしょう？」

　どうやら話す気はないらしい。

　……無茶しやがって。

　俺はこれ見よがしに息を吐いた。

　エミリアが狼ろう狽ばいする。

「その……あの……お、怒った？」

　エミリアの額を指で押す。

「バーカ、怒るかよ。ただ」

「……ただ？」

「少しだけ、ほんの少しだけ──事前に教えてくれなくて、寂しくなったっていうか……あー！　今のなしっ!!」

　羞恥心に耐え切れなくなり、背を向ける。

　──後ろから優しく抱きしめられた。頭もゆっくりと撫なでられる。

　文句を言おうとして──止やめた。

　嬉しそうな鼻歌まで聞こえてきてやがるし、こいつが落ち着くまでは、貸してやるさ。俺はでっかい男だからな。

　見ると双子が小悪魔の笑みを浮かべつつ、廊下の先で手を振っていた。

　おい、これ内緒だからな？　いいか、絶対、絶対、内緒だからな？　みんなに言うんじゃねぇぞ？

　──その後、夕食を食べに出向いた俺とお嬢様を待っていたのは、メイドさんや侯爵、侯爵夫人からの、それはそれはもう生暖かい視線。

　何故かカエデさんだけ視線が鋭かった……。

　嗚あ呼あ……俺の癒しは何ど処こ……。

　黄昏たそがれていると、エミリアが俺の肩に頭を乗っけてきた。




「なーに、沈んでるのよ。……私がこうしててあげるわ。と、特別なんだからねっ！」

「……そいつはどーも。まぁ、ありがとな」







第二章




　帝国魔導学院は、帝国内に数多あまたある魔法系学校の最高峰だ。




　ここに入る為ため、毎年、国内外から秀才、英才、天才が集い、受かった連中は歓喜の涙を流し……うん、既視感。前にもこんなこと考えたわな、俺。

　とにかく凄すごい学院なのだ。

　当然、入学試験は難しいのだが、俺は受けてないので後ろめたい。所謂いわゆる、コネによる途中入学である。

　エミリアには『大丈夫。貴方あなたは私の執事なんだから！』とよく分からない論で、諭されたが……これだけは言える。

　ロードランド侯爵家の権力、恐るべし！

　しかも、だ……。

　俺は正門を抜けた掲示板前に集まっている生徒達を見やる。

　皆、一喜一憂。

　短い春休みが終わり、今日から新学期。

　学院内のクラス分けが発表されているのだ。

　なお、この学院で上位に入れば将来は保証されたも同然……らしい。

　剣術も魔法も、勉強だって得意とは言えない俺からすると、逆の恐怖感がある。

　四年時の俺のクラスは『特進組』。

　学院には十三歳から、十八歳までの全六学年、約一千名の生徒がいるけれど、内、特進は百名未満。

　……どう、考えても場違い。

　嗚呼……神様。どうか、どうか、五年のクラスは普通ので……。

　そもそも、この学院に通えている時点でおかしいんです。

　隣を歩くエミリアが顔を覗のぞき込んできた。学院内なので口調は丁寧だ。

「何をそんなに浮かない顔をしているんですか？」

　制帽とブレザー。胸元には赤いリボン。赤のチェック柄スカート。洒落しやれた鞄かばんは俺が持っている。

　暖かくなってきたのでコートはなし。その姿が逆に新鮮で……可愛かわいい。

　悔しいので口にはしないが。

　俺は頬ほおを掻かき、そっぽを向く。

「な、何でもねーよ」

「嘘です」

「嘘なんかじゃ……」

「うーそ。私の執事さんは、嘘が本当に下手ですね。……大丈夫よ！　誰が来ようと、私が貴方を守るから」

　小声で強い決意を告げてくる。

　……姉貴と遭遇して以降、ずっと、こうなんだよなぁ。

　本来は俺が守る立場だと思うんだが。

　俺は着ている制服を気晴らしに確認。

　黒の上着とチェック柄の長ズボン。中は白シャツ。それと赤のネクタイ。

　最近、朝のネクタイはカエデさんがこっそり結んでくれる。

　なお、エミリアには内緒だ。絶対、怒られるし。

　お嬢様を促す。

「ほ、ほら。早く見ようぜ。お前は特進だろうけど、俺はきっと一般に」

「なっていません」

　即答で否定された。希望を持つことすら許されない、と!?

　い、いや、待て。落ち着け、ジャック。

　判断を下すのはこのお澄まし顔のお嬢様じゃねぇ。学院の先生方だ。

　そして、言っちゃあ何だが、俺は成績優秀とは言い難い。

　つまり──まだ、希望を捨てるには早過ぎる！

　俺は、ふっ、と笑う。

「そうだな。だが！　俺は必ず一般のクラスに」




「……そう、考えていた時期が俺にもありました……」

　俺は項うな垂だれながら、廊下をとぼとぼ、と歩く。

　神は非情だぜ……。

　反対にエミリアはさっきから上機嫌。俺の様子を咎とがめて来る。

「何をさっきからぶつぶつと言っているんですか。もっと、喜んでください。世界で一番、可愛い貴方の御主人様と一緒なんですよ？　まぁ、私が手取り足取り、色々と教えているので当然ですけど！　ここは感謝の一言があって然しかるべきです。……それとも、私と離れたかったの？」

　最後だけ左袖を指で摘つまみ、おずおず、と尋ねてきた。

　来たばかりなら反はん撥ぱつしたかもしれんが……肩を竦すくめる。

「いんや？　お前と離れたい、なんて、考えてねーよ。これは、単に俺の問題だ。剣術も魔法も勉強も、前よりはマシになったけど、今だって得意とは言えねーしなぁ」

「……ほんと？」

「ここで嘘をつく必要性はないだろ？」

「なら──良しです。着きましたよ」

　目的地──校舎西棟四階の教室が見えてきた。学年が上がって、一階上になったわけだ。

　入口には飛竜が象かたどられた木札。『特進組』。

　結局、今年もクラスは変わらなかった。

　ロードランド侯爵からの伝言を思い出す。

『特進を維持している限り、利子は免除しよう。難しい事ではあるまい。君のお爺じい様さまはずっと上位だったそうだしな』

　……利子免除は有難い。即死は免れる。俺の精神は圧迫されるが。

　まぁ、ネイの奴やつも一緒みたいだしな。ムギの名前はなかったが。

　後ろの扉から中へ。

　一人ずつに机。うちの田舎だと、長机で自分の机はなかったし、こればかりは未いまだに新鮮な光景だ。席はほぼ埋まっている。

　見るからにお育ちが良さそうな生徒達が一斉に俺を見た。その数、二十名弱。

　殆ほとんどが見知った顔で、手を振り、挨拶をしてくる。主に女子が。

「ロードランドさん、アークライト君、おはよ～」「二人は今日も仲良しだね！」「はぁぁ……今年も一緒のクラスで良かったぁ」「アークライト君、お菓子焼いてきたんだけど、後で味見してくれる？」大変に姦かしましい。

　片や男共の過半からは嫉妬の視線。彼女いない勢である。

　……嗚呼、うん。言わなくても分かるぞ。と言うか、本来は俺もそっち側だ。

　残り連中は余裕の態度。これも既視感があらーな。ネイの姿はない。珍しいな。

　苦笑しつつ、教室の黒板に書かれている席を確認する。

　見知った丸文字で大変、可愛らしい。あの先生、まめなんだよなぁ。いい人だ。

　えーっと……俺の席は…………。

　お澄まし顔のエミリアを見やる。

「……おい」

「何もしていません」

「嘘だっ！　学年またいで、連続でお前の隣ってどういう確率だよ!?」

　俺の名前が書かれていたのは、教室最後方。

　その隣には『エミリア・ロードランド』の文字。

　エミリアは少しだけ拗すねた表情になる。

「……だって、こうしないと、いざっていう時、貴方を守れません。これは必要措置です」

「幾ら姉貴でも、学院を襲撃することは──……」

　脳裏に、幼い頃より、あの人がしてきた行状が浮かび上がる。

　……ああ、平然とする人だわ。しかも、真正面から。

　俺の沈黙を見て、エミリアが胸を張る。

「ほら～。ほらぁ」

「うぐぐぐ………」

　同級生達の間からも笑い声があがった。

「あ～やっぱり、こうでないとねっ！」「新学期が始まった感があるな」「いや……何となく二人の距離が更に縮まっているような？」「興味深い」。こいつ等ら、良家の子女、子息の筈はずなんだが……。そこの男子共、これ見よがしに泣くな。

　席へ座り、鞄からお揃そろいのノートとペンを取り出す。

　まずはエミリアの机の上に。次いで俺。

　お嬢様は一瞬、きょとん、とし、頬を赤らめた。

「す、少しは……その……わ、私の、執事としての、自覚が出てきたみたいですね。け、結構です。大変、結構です」

「これくらいはなー。ほい、魔札も」

　俺は金属製の小さな札も取り出す。これが学院における教科書なのだ。ぶっちゃけ、とんでも技術である。

　で──これを作ったのがネイっていうんだから、世間は狭い。あいつも規格外だ。

「は～い、皆さん～。おはようございます～」

　特徴的な長い耳を持ち、眼鏡をかけている若い兎うさぎ族の女性が入って来た。

　嬉うれしいのかニコニコ笑顔。

　あと、身体からだを弾ませている結果、スーツで強調された胸の大きな果実がですね──はっ！　殺気[image: かんたんふ]

　左足を咄とつ嗟さに退く。その直後、エミリアの足がその場所を踏み抜いた。

「………ちっ」

　舌打ち。俺の御主人様は、大貴族様の御ご令れい嬢じようなんだがなぁ……。

　教室前方の壇上に立った女性が挨拶。

「今年も特進組担任になりました、セラです～♪　皆さんと再会出来たこと、とっても嬉しく思います！　今年も頑張りましょうねっ！」

『は～い』

　教室内が何となくほんわか。セラ先生の人徳故だろう。

　俺が、うんうん、と首肯していると、隣のエミリアが少しだけ動いた気がした。

「ん？」

「何？」

「……今、机を動かし」「ていません」

　気のせい、か？　心なしか、さっきよりも近づいているように見えるんだが。

　セラ先生が、楽しそうに言葉を発する。

「あとですね～、今日は皆さんの仲間になる人を紹介したい、と思います。ムギさ～ん」

「ひ、ひゃいっ！」

　前の扉が開き、猫族の少女が入って来た──ムギだ。

　手と足が一緒に出て、獣耳と尻尾もぴんっ！　と張っている。明らかに緊張状態。

　顔を強こわ張ばらせたまま、どうにか壇上のセラ先生の隣へ。

　後ろの扉から、眼鏡をかけた長身男子──ネイ・クロフォードが入って来た。

　ああ、なるほど……付き添ってたのか。視線が交錯。軽く頷うなずき合う。

　セラ先生が両手を合わせた。

「彼女はムギさんといってですね～、実技、特に体術の面では、皆さんを含め五本の指に入ります～。前期から特進組へ昇格した唯一の生徒さんになります。皆さん、仲良くしてあげてくださいね～。では、ムギさん、自己紹介をお願いします♪」

「ひ、ひゃいっ[image: かんたんふ]」

　猫耳少女は、ガチガチになりながら直立不動。

　視線を彷徨さまよわせ、ネイをまず視認。少しだけ、ほっとした様子に。

　次いで、俺とも視線が交錯。大きな瞳をぱちくり。

「あ！　ジャック！　……本当に特進組だったんだね」

「……残念ながらな。だが、大丈夫だ！　俺はすぐに一般組へ行ってみせるっ！　ムギ、お前は精々苦しむがいいっ！」

「なっ!?　ひっどーいっ！　ジャックは私のことが嫌いなのぉぉ！？！！」

「ムギ……お前に良いことを教えてやろう。人の不幸は蜜の味なんだよぉぉ」

　普段の掛け合い。波長が合うのだ。田舎のチビ共を相手にしている感じだわな。

「──ムギさん～？　アークライト君～？」

　セラ先生に注意された。

　俺はその場に立ちあがり、ムギと言葉を合わせる。

「「……ごめんなさい」」

　教室内に控え目な笑い声。隣でお嬢様はぶつぶつ。何かを動かしている気配。

「……むぅ～。そうやって、ムギさんと仲良しなんだから。ジャックのバカ」

　悪口を言われたのは分かる。

　俺は着席し視線で猫耳少女を促す。すると、微かすかに頷いた。

「ムギです。去年までは、一般組にいました。えっと……言いたいことはたくさんあるんですけど。一つだけ。──実力は絶対、絶対、足りてないのっ！　どうか、お願い。虐いじめないでっ!!」

[image: ]

『…………ぷっ』

　みんなが一斉に吹き出す。

「今の、前に、アークライト君が言ったのと」「丸っきり同じだな！」「二人は仲良し？」「……はっ！　も、もしかして、二人は禁断の……」「それ以上いけないっ！」

　猫耳少女は訳が分からず、挙動不審。

　視線を頼りになる眼鏡男子へ。けれど、ネイは俺へ微笑を向けている。

『ムギは渡さないよ？』

　少々怖いんだが……。

　隣のお嬢様は最も早はや、隠そうともせず机と机をくっつけてきた。

　……こいつ。

　ムギが叫ぶ。

「も、もうっ！　何なのっ!?　訳分からないけど……多分、ジャックのせいだからねっ[image: かんたんふ]」

「ムギ……俺はお前を歓迎するよ。今後は、特進組一の弄いじられ役として日々精進してくれよな☆」

「ならないよっ!?　ならないからねっ！？！！」

　セラ先生が手を叩たたいた。

「はいはい～。皆さん、仲良くしてあげてくださいね～。ムギさん、クロフォード君の隣に座ってください～」

「は、はいっ！」

　ムギは尻尾を揺らしながら、入口側最後方のネイの隣の席へ。

　ムギも、そしてネイもとてもとても嬉しそうだ。

　まぁ、ネイと一緒に過ごしたくて勉強頑張ってたからなぁ。良かった良かった。

　俺がしみじみとそんなことを思っていると、ムギは、ちらり、と俺を見やり小さく舌を出した。

　左手首に何かが巻かれる感触。けれど、何も見えない。

　既に、セラ先生が講義を始めようとしているので、俺はエミリアへ小声で抗議。

「（……おい、手首に紐ひも結ぶなよ。しかも、わざわざ不可視にして。学内でこれはしない、っていう約束だったろうが？）」

「（ダメ。貴方あなたを一人にするのは危険極まりないもの。貴方は私の執事であり、婚約者なんだからねっ？　ムギさんと仲良くなるのは良いけど、そのことを最近、忘れがちじゃない？）」

「（……んなことはない、と思うが。むしろ、前よりもずっと意識は）」

「はい～！　アークライト君っ！　あんまり、お喋しやべりしないでくださいね～。机も戻して」

「先生、ジャックは成長著しいとはいえ、不慣れな点が多くあります。クロフォード公爵家での一件、既にお聞き及びかと……これは必要措置です」

　エミリアが挙手し、理路整然と理由を述べた。

　クロフォード公爵家での一件、っていうのは……端的に言えば、エミリアとネイが前公爵に無む理り矢や理り婚約させられそうになったのを、俺が止めた話だ。

　……その件で、俺の借金は更に増えたんだがなぁ……。

　セラ先生が困り顔になる。

「え、えーっと……」

「セラ先生。ムギも同様かと思います。慣れるまでは補助したいので、机をくっつけてもよろしいでしょうか？　許嫁いいなずけの世話をしてあげたいんです」

「！　ネ、ネイ……は、恥ずかしいよぉ……」

　ネイも挙手し、爽やかにそう言い切った。ムギは頬ほおを染め、もじもじ。

　こんなものを見せられた暁には、教室内が騒がしく──……ならない、だと!?

　女子達は『あ～うんうん、聞いてた』という感じ。

　彼女がいる男子達は『ネイ！　よくやったっ！』と称賛の眼まな差ざし。

　そして、彼女がいない男子達は『……アークライトならともかく、ネイ相手だと、嫉妬の感情も出ない……』。その気持ち分かるわ。

　兎うさ耳みみをぴょこぴょこさせ、セラ先生が溜ため息いきを吐つかれた。

「はぁ……仕方ないですね～。許可します～。でもぉ」

　左手の人差し指を立て、ちょっとだけ真面目な表情をされる。でも、可愛かわいさが先に立ってしまい、全然怖くない。

　セラ先生が俺を見た。

「節度を守ってくださいね～。特に、アークライト君！」

「セラ先生!?　先生の中で俺はどういう風に思われているんですかっ!?」

「ではでは～授業を始めますよ～。五年生初の授業は『領土論』になります～」

「あ、待ってっ！　お待ちをっ!!　答えてくださいっ[image: かんたんふ]」

「ジャック、五う月る蠅さいです。静かにしてください」

　教室内がくすくす。ムギも笑っている。

　……まぁ、猫耳少女の緊張が解けたんなら、良し、とするか。

　左手首の紐はいただけねぇが。




　　　　＊




「──つまり、領土内に大きな一本の道路を通しても意味がないんだ。それを『網』にしないといけない。うちの実家は西方辺境なんで、人口は少ないし、大きな都市もないけど、『道路網』で繋つなげておけば、各村々の物品やり取りも出来る。災害が起きた時、すぐに駆け付けることも、病人が出た際も同様だな。お陰様で、年々人口自体は増えてる。帝都みたく、立派な道路じゃないけどな」




　俺は黒板に描いた、アークライト男爵領の地図に、主要幹線を足していく。

　上の方は背が足りないので、椅子を使っている。

　……いや、これから、これからだ。兄貴達や姉貴も背は高い。大丈夫。

　振り返り教室内を見渡すと、ノートを取るみんなは興味深げ。

　特進組の授業は変わっていて、休憩を挟みながら、一つの授業が凄すごく長くなる場合がある。今回の『領土論』なんてまさにそうなんだが、どうやら退屈さは感じさせていないらしい。ほっと一安心。

　まー流石さすがに、まだ領地経営とか本格的にしている奴やつはいないだろうしなぁ。

　本業に関わってるのはネイくらい……俺は、ふと我に返った。

　いや、なんで、俺、こんなことをしているんだ？

　……いけねぇ。

　セラ先生に『アークライト君、現実のお話をしてみてください～』と言われて、調子に乗っちまった。

　黒板いっぱいに地図を描いてまですることじゃねぇわなぁ。うち、ここにいる大半の連中と違って貧乏貴族だし。

　軽く手を振り、同級生達に尋ねる。

「あ～……単に、うちはこうだ、っていう話なんで、一参考な。セラ先生、こんなもんで」

「……アークライト君、『道路網』という概念自体は目新しくないんですが、この規模の道路整備を、一男爵家がしている、という話は聞いたことがありません～。あと、そこの河に描かれている、それ！　それは何ですかっ!!　絵、凄くお上手ですね！」

　セラ先生は、目を爛らん々らんと輝かせながら、俺が黒板上に描いた河の一部分を指さしてきた。

　これでも、絵はそこそこ上手うまいのだ。

　村のチビ共に散々、せがまれて色々描いたしなぁ。懐かしいぜ。

　そう思いつつ壇上から教室内を見渡すと、エミリアと視線が交錯した。

　頬を上気させ誇らし気。同時に、少しだけ拗すねた表情。目で訴えて来る。

『……私、描いてもらったことないわよ？』

『機会がなかったしなー』

『機会は作るものよ？　今度、描いてね？』

　このお嬢様、俺にだけ我わが儘ままなんだよなぁ……。ったく。

　俺は再び黒板に向き直り、指摘された箇所──河中の一部に埋めた大岩を叩く。

「これは堰せきの一種ですね。流れを弱める為ために大岩を幾つか沈めています」

「ふむむ～」

「──ジャック、質問があるのだけれど」

　ネイが眼鏡を光らせながら挙手した。隣のムギは「はわわ……ジ、ジャックって、もしかして、凄い奴!?　つまり、実質、弄られ役は私だけっ！？！！」。残念だったな。もしかしなくても、弄られ役は交代だ。

　俺は軽く頷うなずく。ネイ相手なので、口調も戻す。

「何だ？」

「まず、この情報は君の家の機密情報だと思う。……今更だけど、この場で披露してしまっていいのかな？」

　小首を傾かしげる。

「？？？　何ど処こが機密情報なんだ。さっき、セラ先生も言ってただろ？　こんなのは、ちょっと本を読めば誰でも知ってる内容だって。岩を使っての簡易的な堰なんて、うちの爺じいちゃん曰いわく、数千年前にはあった考えらしいしな」

　けれど、眼鏡男子は考え込む。

「……そうかもしれないけど、それをここまで徹底的にやっている貴族がどれだけ──ああ、いいや。『君』の実家だからね。では、もう一つ」

　ネイは苦笑し、質問を打ち切った。

　……今、妙な箇所を強調しなかったか？

「ジャック、君はセラ先生に当てられて、すらすらと、領内の様子を黒板に描いてくれたけれど……もしかして、全部、頭に入っているのかい？」

　俺は再び小首を傾げてしまう。

　女子達が「あ、可愛いかも」「アークライト君ってさ、時々、凄く子供っぽい表情をする時があるよね」「わんこみたい～」「ロードランドさんの忠犬さん♪」……好意的ではある。

　エミリアは頬を更に赤らめ、そして唇を尖とがらせた。

『……気を付けないとダメでしょう？』

　何をだよ。俺はネイに返答する。

「質問の意味がよく理解出来ないんだが？　領内の地形、主要建造物、住民の名前くらいは全部一致するだろ？？？　あ～……そりゃ、大貴族様は無理だろうが、うちみたいな木っ端貴族なら普通だって。つーかな？　頭に入ってないと、資金繰りが詰むんだよ……。いや、詰んだから俺はここに、くっ……」

　涙が零こぼれそうになる。

　──爺ちゃんの代、いや、もっと前からうちの実家は領内の整備に熱心だった。

　蜘く蛛もの巣みてぇな道路網整備と橋きよう梁りようの建設。治水事業。小さな村々を結ぶ馬車事業。

　結果、うちの家は常に清貧。

　何せ、一年の収益の大半を領地整備に注つぎ込んでいるのだ。手元に残る金は僅かだった。気候は悪くないので、食べる物に困ったことはねぇが。

　ロードランド侯爵に親父おやじがした借金も、その一環で借り受けたものだろう。

　一応、あれで私腹をこやす男じゃないのが、救いではある。

　……いや、俺に苦労が降りかかっているが。

　カエデさんに教わってる執事の仕事に『主人の資産管理』があったけど、多分、俺が今までしてきたこととは比較にならないくらい、難しい筈だ。

　扱う金額も、品数が段違いなのは間違いないし……うぅ、過酷……。

　ほろり、と涙を零していると、ネイは呆あきれた口調でこう言い切った。

「……ジャック、前々から思ってたけど、君ってちょっと変だよね？」

「!?　ネイ、いきなりその言い草はないだろうが!?」

「えー……だって、ねぇ？」

　眼鏡男子はまず隣のムギを見た。猫耳少女は頭を抱えている。

「うぅ……確かに、ジャックは変かな～と思ってたけど、実は密ひそかに『仕事とんでもなく出来ます』属性だったなんて……。わ、私と同じ立場だと信じてたのに……」

　ムギが激しく誤解している。仕事が出来るんだったら、ここまで苦労はしてない。

　次いでネイが教室内を見渡した。

　同級生達の大半は皆『まぁ、そうだよなぁ……』という表情。

　彼女無しの野郎共だけは『我らが女神！　エミリア・ロードランドの傍そばにいるのだから、この程度は出来て当然なり！　以後も、ますます研けん鑽さんを!!　……それはそうとして、すげえな。大分おかしいぞ？』……風向きが変だな。

　ネイは微笑を浮かべながら、セラ先生に同意を求める。

「セラ先生。ジャックの能力は、十二分に『特進組』のそれと確信します。彼がここにいるのは、決してコネじゃない──そうですよね？」

「勿もち論ろんです～♪　帝国魔導学院は、依え怙こ贔ひい屓きをしませんからぁ～」

「だってさ、ジャック」

「……くっ！　ネイ、お前──……ああ、つまり、ムギもそうってことだわなぁ」

　猫耳少女が立ちあがる。

「!?　ジャック！　こ、ここで私に飛び火させるのっ!?　私達は志を同じくした同志でしょうっ!?」

　俺は深々と首肯。

「確かにそうだ。俺達には一般組が合っている」

「だよね！　だよね！」

「ジャック、ムギ、無駄な抵抗だと思うよ？」

「「ネイは黙っててっ！」」

　口を挟んできた眼鏡男子を一蹴。

　俺は小芝居を続ける。

「だが……ムギ、前にも言ったろう？　お前だけが幸せになるのは許されない、と！」

「!?　ひっどーいっ！　そういうこと言うジャックには、この前みたいなことがあった時、エミリア用のプレゼント選び、手伝って」

「あーあーあー！　セラ先生、ここら辺で、お仕し舞まいです」

　大声を出し、ムギの言葉を遮る。それは秘密だって、言ったろうが!?

　同級生達が『あ～なるほどぉ』と得心。ニヤニヤ。ニヤニヤ。

　野郎共の一部は時折、歯は軋ぎしり。ぐぅ……。

　とぼとぼ、と自分の席へ。

　エミリアがツンとしているが、耳まで真っ赤。

　早口で囁ささやいてくる。

「（……ま、まぁまぁ、だったわ。褒めてあげる）」

「（……そいつはどうも。あ、言っとくけど、その翡ひ翠すい色のリボン自体を最後に選択したのは俺だからな？　誤解すんなよ？　ムギには店を聞いただけで）」

「（うん、知ってる。ムギさんからは全部、聞いてるし）」

「（!?）」

　な、なんだと？

　俺は遠目にムギを見る。わざとらしく視線を逸そらした。確信犯かっ！

　セラ先生が、壇上で話をまとめ始める。

「アークライト君のお話は大変、大変、興味深いものでしたね～。でも、これが普通だと思わないでください。多くの領地ではここまで進んでいません。あくまでも模範例、という認識でいてください～。今度の長期休暇で、先生、調べに行ってきますっ！」

『は～い』

　兎うさ耳みみな先生がやる気を出されている。いや、調べるって、うちの実家を？

　──突然エミリアは机の下で俺の手を握りしめてきた。

　訝いぶかし気げに問いかける。

「（？　どうした??）」

「（……あのね？）」

「（うん）」

　エミリアは前を向きながら、誇らしさと切なさと拗ねとが混ざった口調で呟つぶやく。

「（貴方あなたが凄すごいことを、皆さんが知るのはとっても誇らしいの。嬉うれしい。本当に嬉しい。でも……そのことを深く知ってるのは、私だけでもありたいの……。私、貴方と再会してから、我が儘になった。責任取って！）」

「（責任って、お前な……）」

　鐘の音が聞こえてきた。お昼休みだ。

　セラ先生が笑顔で告げる。




「はい、では、午前の授業を終了します～。美味おいしい物をたくさん食べてくださいね♪　午後の授業も頑張ってください～」




　　　　＊




「は～ようやく、昼かよ……肩凝った……」

「ジャック、午前中は大活躍だったしね。お疲れ様」




　目の前に座るネイが苦笑してくる。

　その片棒を担いだのはこいつのような気が……。

　お昼休み。俺達は、珍しく学院中央棟最上階にあるカフェテリアへやって来ていた。

　周囲の席はあらかた埋まっていて騒がしいが、地下の大食堂程じゃない。明らかに、上品な感じだ。カフェテリアに来るのは上流貴族ばかりだし、どうしてもそういう雰囲気になるのは仕方ないんだろう。

　今日は『ムギの特進組入りを祝って！』という名目で来たが、個人的には大食堂の方が気楽。所詮、俺は貧乏貴族の三男坊なのだ。

　なお、エミリアとムギは、デザートのケーキを硝子がらす棚越しに物色中。

　テーブルに埋め込まれた小さな札──ネイが開発した、魔札で注文は出来るんだが、『実物を見たい』という欲求には勝てなかったようだ。

　俺はネイへ愚痴る。

「……お前が、変なこと言ったせいで、うちのお嬢様の過保護が更に進んだんだぞ？　学内で、左手首に紐ひもを結ばれる俺の気持ちが分かるか？　明日から毎日、此こ処こに来る羽目になったらどうしてくれるんだ？」

「ジャック、愛されてるね」

「…………」

　ネイは動じず。こいつ、心がとにかく強いんだよなぁ。

　俺は椅子の背もたれに身体からだを預ける。

　ロードランド侯爵の屋敷で使われているそれと、同じ感触だ。

　つまり、これは超高級品。椅子だけじゃなく、テーブルや無造作に置かれている花瓶とかも同様だろう。

　傷つけたりしたら……こ、こわっ。借金が増えるのは勘弁だぜ。

「それにしても、ジャック」

「んー？」

「アークライト男爵家の教育方針はどうなっているのかな？　さっきの授業だと、最後まで聞けなくて、気になっているんだ」

「……特別なことはねーなぁ」

　俺は実家の暮らしを思い返す。

　精々、家の事に積極的に関わるのと、母さんが亡くなった後は、男爵家の資金繰りを見ていたくらいだ。

　……毎月、綱渡りだった。

　少々、黄昏たそがれているとネイが再質問。

「さっき、君は教室で御実家を『木っ端貴族』と言っていた。確かに、西方の各貴族の位は低い。が──領土は未開。なれど広大。だろう？　その領土全域の地形や建造物、領民全ての名前を覚える??　ジャック、これは並大抵のことじゃない」

「あ～うちの領土が狭いってのは本当だぜ？　西方辺境だと一番狭いんじゃねぇかなぁ……魔物も多いし」

　俺はグラスの冷水を飲みながら、返答になっていない返答。

　教育方針って言われてもなぁ……。

　頬ほお杖づえをつき、窓の外を眺めていると、窓際にいる同級生の女子達が目に入った。

　何やら、困っているようだ。

　──視線が交錯。

　手で呼ばれた。ん？

　俺は立ち上がり、ネイへ告げる。

「うちには教育方針らしい教育方針はなかったと思うぜ。精々、姉貴が俺にやたらと、色々なことを教えてくれたくらいだな」

「君のお姉さん？　それって……」

「ちょいと行ってくるわ。料理、適当に食べやすいのを頼んでおいてくれ」

　何かに気付いた様子のネイを置き去りに、俺は窓際の席へ。

　テーブル上に紅茶を淹いれる為ための用具が一式置かれていた。

　手前の女子生徒に話しかける。肩までの赤みがかった金髪が印象的な。

　えーっと、名前は、

「デュポワさん、どうしたー？」

「！　アークライト君。私のこと、覚えて……？」

「？　そりゃ、覚えるだろ。同級生だし」

「あ、そうだよね。……えへへ」

　彼女の前に座っている、残り二人の女子生徒が挙手した。

　長い茶髪を二つ結びにしている子が元気に聞いてきた。

「はいはーい。私は？　私は??」

「？　シリオットさんだろ」

「正ー解！　アークライト君はいいわんこさんだね！」

「誰がわんこだっ！」

「あ、あの……あ、あたしは……」

　気弱そうな薄水色髪の女の子が、最後に聞いてくる。

　瞳には期待。

「ん？　イレーネ・ハーティさん」

「あぅ…………」

　ハーティさんは、恥ずかしそうに俯うつむいてしまった。

　シリオットさんが茶ちや化かしてくる。

「あ～！　イレーネだけ、フルネームで覚えてる～！　や～ら～しぃ」

「ふふ。ロードランドさんに怒られちゃうよ？」

　デュポワさんまでそれに便乗してくる。

　こうして直接話すのは初めてだが、案外とノリが良い子達だ。なお、それぞれ、名の知れた伯爵以上の御ご令れい嬢じようである。

　俺は本題を尋ねる。

「で？　何な故ぜに俺を呼んだんだ??」

「あ、そうでした」

「わんこ執事さんにお願いがあるの！」

「あの……こ、紅茶を……」

　俺は小首を傾かしげた。

「紅茶？　──……そういうことな。自分達で淹れようとしたわけだ」

「そうなんです」

「わんこさんが、ロードランドさんに放課後、淹れてるのを見てさ～」

「わ、私達も、って……」

　俺は得心する。

　この学院では、『紅茶』と頼むと、自分で淹れるか、淹れてもらうかを聞かれる。自分の執事や使用人に淹れさせる生徒が一定数いる為だ。

　この三人娘は、今回、『自分で淹れる』を選択したらしい。

　で、淹れ方が分からなくて困っていた、と。

　念のため、確認しておく。

「……これを淹れて、不味まずかったら『はい。失格です。その分のお支払いは貴方持ちですっ！』とかはないよな？」

「え？　い、淹れてくれるんですか？」

「はっ！　その手が！」

「い、淹れ方を教わりたいなって……」

「ほいよ。それじゃ、見ててくれよなー」

　まずはティーポットと三つのカップへ金属製ポットからお湯を注ぐ。

　三人娘へ尋ねる。

「どういう紅茶が好きなんだ？」

「あ、私は砂糖だけで」

「私は、ミルクだけー」

「わ、私は……あの……ミルクと砂糖、たくさん、で……」

「了解」

　硝子瓶の茶葉を確認。

　──葉は大き目。ティースプーンに山盛り三杯っと。

　お湯を水の魔石へ。茶葉を入れて、三杯分のお湯をティーポットへ注ぐ。

　すぐに蓋をし、砂時計をひっくり返すと三人娘が話しかけてきた。

「アークライト君、本当に執事さんなんだね」

「執事わんこさんかー！」

「爺じいやが何時いつも淹れてくれるのと同じです」

「ま、一応なー」

　砂時計が落ちきったので、ティーポット内をスプーンで一混ぜ。

　すぐ紅茶を淹れていく。いい香りが周囲に広がる。

　三人の御お嬢じよう様さまの好みの通りに、ミルクと砂糖を足し紅茶を渡す。

「どうぞ──デュポワ御嬢様、シリオット御嬢様、ハーティ御嬢様」

「「「あ、ありがとう」」」

　少し照れながら、一口。

「……美味しい」「アークライト君、凄いね！」「じ、爺やの味です」

「お口に合ったようで何より。んじゃ、戻るわ。また、教室でなー」

「あ、うん」「ありがと♪」「あ、ありがとうございました」

　手を振り、三人娘のテーブルから離れる。

　うんうん。俺も中々のもんに──背筋が震えた。

　前方のテーブル傍そば。微笑ほほえみを浮かべているエミリア・ロードランド侯爵令嬢。

　何でか怒ってらっしゃる!?

　ネイとムギは『あちゃ～』とでも言うように額を押さえている。

　俺は恐る恐る、近づき名前を呼ぶ。

「あ～……エミリア・ロードランド御嬢様？」

「何かしら？　ジャック・アークライト君？」

　その言葉には怒りよりも拗すねが混じっている。

　俺は隣の椅子に座り、エミリアの額を指で打った。

「っ！　な、何するんですかっ！」

「バーカ。紅茶を淹れたくらいで拗ねんなよ」

「す、拗ねてなんかっ！　あ、貴方あなたは狙われているんですよっ!?　ネイさんもですっ！　ジャックから目を離さないでくださいね？　ってあれ程、言いましたよね？」

「……ネイ？」

　眼鏡をかけた次期クロフォード公爵閣下は、両手を挙げて降伏の姿勢。

　ムギはテーブル上の皿から美味うまそうなパンを手に取り、かぶりつきながら、聞いて来る。

「ジャックが狙われてるって……あ！　も、もしかして、ジャック、浮気したの!?」

「するか！　俺はエミリアの執事で満足してるよ」

「…………あぅ」

　エミリアが小さく零こぼし、俯いた。

　ネイとムギがからかってくる。

「おや？　聞いたかい、ムギ？」

「うん！　聞いたよ、ネイ♪　ジャックは悪い奴やつだよね～。こうやって、無意識に撃ち抜いちゃうんだから」

「……嘘うそは言ってねーよ」

　借金もあるしな、とは言わない。

　いやまぁ……借金がなくても、俺はこいつから離れよう、と最近は思ってないんだが。

　エミリアは上目遣いで一言。

「紅茶」

「ほいよ」

　立ち上がり、手早く紅茶を淹れる。

　その間に、俺は魔札で珈コー琲ヒーを二杯分注文。ネイも普段は珈琲党なのだ。

　ムギが話しかけてきた。

「それにしてもさー」

「うん？」

「……ジャック、本当に凄すごいねー。午前中の授業、私、びっくりしちゃった」

「ムギ、お前もか。騙だまされるな。あれくらい、エミリアもネイも出来るんだよ」

「…………出来ないです」「出来ないね」

「だってさ？」

　砂時計が落ちきったので、エミリアとムギの分の紅茶を淹れる。

　お嬢様は、少々拗ねているのでミルクと砂糖を多めに。

「ほいよ」

「…………」「ありがと」

　エミリアは無言で一口。

　表情をほころばせ、すぐ、怒りを維持しようとする。

　俺は椅子に座り、パンに齧かじりつく。

「お、美味いな。これを食べたら、明日からは地下の大食堂へ行けなくなっちまうかも」

「……明日からは、ずっと此こ処こです」

　お嬢様が俺を見て、そう告げた。

　その瞳には不退転の色。何がこいつをここまでさせるんだか……。

　カフェテリアの店員さんが珈琲を届けてくれたので、会釈。飲み、説得を試みる。

「大丈夫だって。ここを何ど処こだと思ってるんだ？　天下の帝国魔導学院だぞ？」

「ジャック、本気で言っているんですか？」

「……………」

　俺は沈黙。姉貴だしなぁ……。

　あの人なら、単独で皇宮だって陥落させかねん。

　何せ、セフィ・アークライトは大陸最強の一角のとんでも傭よう兵へい。

　小国の軍隊ですら圧倒する最強種──竜やら悪魔やら大海鰐わにを軽く狩る。

　俺達がどうこうしようが無駄な努力のような……。

　そこで、思い出した。ネイを詰なじる。

「……ネイ。お前、エミリアに変な物を渡したろ？　あれのせいで、今、面倒な事になってるんだからなー」

「？　ああ、あの偽造書かい？　ふっふっふっ……自信作だよ。ロードランドさんのお爺さんの字はすぐ手に入ったけど、君のお爺さんの字は中々、見つからなくてね。ようやく、帝室書庫で見つけたんだ」

「帝室書庫って……よく、入れたな、そんな所」

　俺は呆あきれる。

　──帝室書庫。

　その名の通り、帝室の書庫で、下手すると世界最大の規模……らしい。カエデさんからのまた聞きだ。

　普通、そんな所に入れるとは思えないが、ネイは次期クロフォード公爵だし、許可が出ても不思議じゃない。

　ネイが微笑む。

「皇帝陛下にムギとの婚約を報告しに行ったんだよ。その帰りに寄らせていただいたんだ」

「！　ネネネネ、ネイ！？！！」

　猫耳少女が顔を真っ赤にして、叫んだ。

　俺は珈琲カップを掲げ、祝う。

「お～。婚約したってのは聞いてたけど、もうそこまで進んでるのか。いや、おめでとうだな」

「ありがとう。結婚式の時は、ジャックに祝辞を読んでもらうよ」

「勘弁してくれよ、柄じゃねぇって」

「うぅ……もしかしたら、ジャック達の方が早いんじゃないのぉ？」

「「！」」

　ムギが苦し紛れに、俺達を茶ちや化かしてくる。

　──俺とエミリアが……えっと、そうなる………。

「「…………」」

　俺達は二人して顔を見合わせ、同時に伏せた。

　あ～今日はあっちいなぁ。

　ネイが笑いながら、話を続ける。

「この前のは偽物だけど、ロードランドさんは、それを本物にしようとして」

「──ネイ・クロフォードさん」

　途中で顔を上げたエミリアが冷たい口調で話を遮った。

　……本物？

　ネイは視線を逸そらし、露骨に話題を変える。

「あ～そう言えば、臨時の講師が来るらしいよ？　そうだよね？　ムギ」

「あ、う、うん！　今日の午後からだって。特進組だけを見る人みたい。……私、逃げていいかな？」

「ダメだよ、ムギ。折せつ角かく、学院でも一緒に過ごせる時間が増えたんだから。……僕、今日は朝からずっとドキドキしっ放しなんだよ？」

「ネイ……うん！　私、頑張る！」

「ムギ！」

「ネイ！」

　人前なのも気にせず、二人は手と手を取り合う。お熱いこって。

　左手首に赤い紐ひもが巻き付く。魔法で消されていない。

「お、おい。見えてるってのっ！」

「消してほしかったら、約束してください」

「約束？」

「そう」

　エミリアが俺の顔をじっと、見つめる。

　そして、二本指を立てた。

「一つ。私の傍を離れないこと」

「基本的には離れてないと思う」

「い・い・か・ら！」

「……二つ目は？」

　俺は、先を促す。

　すると、お嬢様は珍しく逡しゆん巡じゆん。

　周囲を見渡し、耳元で囁ささやいてくる。

[image: ]

「（──来月の私の誕生日、予定を空けておいて）」

「（？　元からそのつもりだが??）」

　不思議なことを聞くやつだ。

　仮にも、俺はエミリア・ロードランドの執事なのだ。

　枕まくら詞ことばに『借金』とか『見習い』がつくかもしれんが、祝い事は忘れない。何を贈るか考えておかねば。

　そんなことを考えていると、エミリアはもじもじ、ぶつぶつ。

「そ、そうですか……。な、なら、いいんです……。何か、最近、ジャック優しいです……。ドキドキして、大変です……」

　こいつ、時折、こうなるんだよな。

　時計を見る。いつの間にか、良い時間になっている。

　俺は、二人の世界に入っているネイとムギ、そして、未いまだぶつぶつ言っているエミリアを促す。




「ほら、早く食べ終わろうぜ。午後に、謎の臨時講師が来るのなら、腹ごしらえはしておかねぇと。特進組専任っていうだけで、何かヤバそうだ」




　　　　＊




『嵐』というのは、突然やって来るものだ。




　そして、往々にして避けようがない。

　天の力に人は無力であり、ただただ、耐え忍ぶ他はなく……。

　だから、きっと、これもその類の現象なんだろう。

　いやまぁ、この人は『嵐』くらいなら、平然と素手で引き裂くんだけれども。

　壇上のセラ先生が、何時いつになく緊張した様子で、隣に立つ黒基調の服を着た、長く淡い栗くり色いろの髪の長身美女を紹介する。

「え、えーっとですね……き、急に決まったことで、私も混乱しているんですが、し、紹介しますね──これから、短い期間ですが臨時講師を務めていただきますセフィ・アークライト様です」

　教室内がざわめく。

「セフィ・アークライトって、大陸最強の一角っていうあの……？」「竜とか悪魔とか、最強種の討伐数で歴代最多って聞いたような……」「な、何で、そんなとんでもない人がここに……」「あれ？　アークライト??」「何処かで聞いたような……」

　同級生達の視線が俺に集中する。

　俺は魔札で防御。ジャック・アークライトはいません。

　隣のエミリアは「まさか……こんな風に乗り込んでくるなんて……」。身体からだをわなわな、と震わせ最大警戒態勢。

　紐を結ぶどころか、俺の左腕を抱きしめている。

　姉貴が壇上に上がり、口を開いた。

「セフィ・アークライトです。今回、縁あって帝国魔導学院の臨時講師を務めることになりました。短い期間になると思いますが、皆さんのような素晴らしい才能を持つ生徒さん達を教えられることを嬉うれしく思います。仲良くしてくださいね」

　穏やかに微笑ほほえむ。一見、綺き麗れいなお姉さん風。

　……怪しい。我が身内ながら、滅め茶ちや苦く茶ちや怪しい。

　先日、エミリアの偽婚約誓約書に撃退されて、日もまだ浅い。

　親父おやじの逃げ足の速さは、自称帝国一。幾ら姉貴でも、戻って来るのが早過ぎる。

　いったい、何を企たくらんでるんだ？

　隣のお嬢様もそう思っているらしく、ますます俺の左腕を持つ手を強めた。

　セラ先生が、俺達に呼びかける。

「アークライト様は」

「セラ先生。『様』付けは止やめてもらえるかしら？　私の方が年下で──」

　姉貴がゆっくりと視線を動かし──俺を見た。




　や・ば・い！！！！！




　俺は何時でも、エミリアを連れて逃げられるよう《翼の双短剣》と風魔法を準備。

　この状況を見て、姉貴が何もしない筈が──にっこり。

　…………あ、あれ？

「そこに私の弟もいるし、アークライトだと分かりにくいと思うので」

『！？！！！！』

　今日一番の衝撃が教室内を走った。

　全員が振り向いて、俺を見る。顔はこう言っている。

『説明を求む[image: かんたんふ]』

　未だ警戒を解いていないエミリアの腕を軽く叩たたく。

「…………」

　渋々、といった様子で俺の左腕が解放される。

　同級生達へ端的に通告。

「…………うちの姉です」

『！？！！！！！！』

　声なきどよめき。セラ先生も本気で驚いている。

　姉貴が、軽く手を挙げた。

　それだけで──ピタリ、と音が止む。

「私が担当する授業では、実戦的な話が多くなると思います。もしかしたら……将来、各名家を継がれる貴方あなた達には、必要ない話かもしれません。また、こういうことをするのは初めてなので、分かりにくいかも。その場合は」

　再び、女神の如ごとき微笑みを浮かべ、それを見た同級生達は、男子女子関係なく息を飲む。

　……が、見慣れている俺からすると、嫌な予感しかない。

　姉貴が再び俺を見た。

「弟に聞いてください。この子、実家でも私の言う事を噛かみ砕いて伝えてくれていたので」

「あ、姉貴!?」

「事実でしょう？」

「う……」

　た、確かにその通りだ。

　姉貴は何せ天才気質かたぎ。一を聞いて百を知る。その為ため、言語化はそこまで得意じゃない。

　昔からそれをどうにか領内の人達に伝達していたのは俺だったのだ。

　筋は通っている。通っているからこそ、否定出来ない。

　隣のエミリアは「……何がしかの罠わな。でも、絶対に踏まないといけない罠」。

　その意見に賛成だ。だが、踏まねばならぬ。

　俺は姉貴へ返答する。

「い、いいけど……」

「ありがとう、ジャック。姉さんを支えてね？」

「っ!?」

　あ、姉貴が……あ、あの、『私、ジャックにはずっとお姉ちゃんって呼んでほしいの。「はい」か「分かった」で答えて？』と常日頃から要求してくる姉貴が、自分を『姉さん』！？！！！

　…………帝国は、明日、滅びるかもしれん。

　俺が戦慄していると、エミリアはわなわな。今にも暴発しちまいそうだ。

　けれど、それは出来ない。

　エミリア・ロードランドには立場がある。

　いきなり、ここで喧けん嘩かを売れば大事になっちまう。

　俺は魔法で不可視になっている赤紐を数度引く。

　すると、エミリアは、はっ、とし落ち着いた。

　その間も姉貴の様子は変わらない。

　……不気味に見えるのは、弟故か。

　セラ先生が、後を引き取る。

「アーク──こほん。セ、セフィさんの授業は明日からとなります。皆さん、楽しみにしていてくださいね～。ロードランドさん、アークライト君」

「はい」「はい？」

「セフィさんは、ロードランド侯爵家に逗とう留りゆうされるそうです。授業が終わったら、職員室へ来てください～」

「はぁ！？！！」「んなっ！？！！」

　エミリアと俺はほぼ同時に立ち上がった。

　姉貴は微笑み、説明してくる。

「宿を取ろうとしたら、空いていなかったのよ。近々、皇宮で晩餐会があるらしくて。私は安宿でいい、と言ったんだけれど……私の相棒が許してくれなくて」

　本気で困っている……ようだ。

　大陸最強の一人『竜魔殺し』が、帝都の安宿に泊まるというのも、恰かつ好こうがつかない話ではある。

　……あるが、どうにも違和感。

　俺が知る姉貴はその手のことに一切の頓着をしない人なんだが。

　訝いぶかし気げに思っていると、姉貴は寂しそうに俯うつむいた。

「……勿もち論ろん、ジャックとエミリアさんが嫌ならば止めるわ。二人に嫌われたくないもの」

「「っ！」」

　そうまで言われてしまうと、俺達がどうこうの話じゃなくなる。

　事実、教室内の空気は完全に姉貴寄り。

　隣のエミリアへ目め配くばせ。これは無理だぞ。

　お嬢様は上品に歯は軋ぎしりを隠し、頷うなずいた。

「……勿、論……私も、嫌おうなんて思ってもいません。どうぞ、我が家に逗留なさってください。ただ、ジャックは今、執事としての勉強をしている最中なので、それ程、時間は取れないかもしれません、そのことは御ご承しよう知ちおきください」

「ありがとう。弟も姉離れする良い機会だと思っているから、御お二人ふたりの邪魔はしないわ。我が父の名において約束します」

　……色々と突っ込みたい。

　姉離れって。あまりにも、事実と乖かい離りし過ぎているんだが。

　あと、親父の名って……担保能力皆無な。地の底に潜ってる感じ。

　ただし、突っ込める空気じゃなし。

　同級生達の心は完全に掴つかんじまってるし、ここで何かを言っても信じてはもらえまい。

　隣のエミリアも察しているものの、自制。

「分かり、ました」

「ありがとう」

　姉貴は最後に、皆へ告げた。




「それでは皆さん。明日からよろしくお願いします。ジャック、エミリアさん、待っているから、迎えに来てくださいね」







第三章




「御お父とう様さま！　いったい、どういうことなんですかっ！　どうして、セフィさんがうちに逗留をするんですっ[image: かんたんふ]」




　学院から帰宅するやいなや、エミリアは着替えもせず、俺を引き連れてロードランド侯爵の執務室へ直行した。

　そして今──執務机に両手をつき、侯爵に詰め寄っている。

　なお、俺達と一緒に馬車に乗って来た姉貴はメイドさん達に案内されて一足先に部屋へ向かった。

　──素直に、何一つ文句すら言わず、朗らかな笑顔で。

　それどころか、エミリアに対してすまなそうな表情まで浮かべ、

『……ごめんなさいね。貴女あなたが私を良く思っていないのは分かっているの。宿が決まり次第、すぐに出ていくから。許してちょうだい』

　ときたもんだ。

　偽者？　いや、別人か？

　……しかも、姉貴は俺と同じ部屋も要求しなかった。

　弟の俺からしても不気味に過ぎる。絶対、何か企たくらんでるだろ、あれ。

　侯爵が軽く手を振る。

「……エミリア、どうしたのだ。落ち着け」

「これが落ち着いていられますかっ[image: かんたんふ]　私は逗留に反対ですっ！　大反対ですっ!!　あの人は、ジャックを攫さらいに来たに違いありませんっ[image: かんたんふ]」

　ああ……うん。多分。そうだろうなぁ……。

　だって、この前まで『弟の為ならば、戦争も辞さず！』な人だったのに、今はしおらしく『ごめんなさいね』だ。

　どう考えてもおかしい。

　侯爵は溜ため息いきを吐つかれて、俺達に事情を説明される。

「……私とて突然の事で少々驚いてはいるのだ」

「だったらっ！」

「だが──」

　エミリアの言葉を遮られ、侯爵が机の上で腕を組まれた。

　真剣な顔で愛まな娘むすめを見やる。

「これは、メルタ皇女殿下から内々の御ご依い頼らいだ。断れぬ。あの御お方かたと、セフィ殿は懇意の仲らしくてな。宿が空いていない、というのも事実のようだ」

「ぐっ!?」

　エミリアが呻うめき、沈黙を余儀なくされる。

　え、えーっと……メルタ皇女殿下って確か、帝位継承権第一位の御方だったような……。

　俺は、額に手を置く。

　……姉貴、何ど処こでどうすれば、将来の女帝陛下と知り合うんだよっ!?

　それでも、エミリアはどうにか反問する。

「で、ですが、そ、それなら皇宮に逗留されればよろしいのではありませんか？　『竜魔殺し』様であれば、内外に文句は言われない筈はずですっ！」

「……セフィ殿が拒否されたようだ。『私は貧乏貴族の出。皇宮で寝泊まり出来るような身分ではありませんので』とな」

「「……誰の話ですか……？」」

　エミリアと俺は思わず、同時に突っ込んでしまった。

　俺が知るセフィ・アークライトは、皇帝相手だろうが、皇族相手だろうが、大貴族相手だろうが、そんなの気にするような人じゃない。

　誰よりも強く、誰よりも自由。

　そして、誰よりも──俺に執着するのが姉貴だ。

　俺は、おずおずと尋ねる。

「もしかして……御お屋や敷しきの逗留を希望したのは、俺の仕事ぶりを見たくて、とかですか？」

　すると、侯爵が頭を振った。

「いや、違う。セフィ殿は何も希望されなかったそうだ。『私は何処でも構いません。別に野外でも寝泊まり出来ますし』とな。だが、彼女は今や帝国内外に広く知られる、謂いわば生ける戦神。──うちが選ばれたのは、メルタ皇女殿下と、セフィ殿の補佐役として知られる『銀月』テレサ殿の差配だ」

「テレサ様、ですか……ジャック」

　エミリアが俺を横目で見た。『名前に心当たりは？』

　俺は目で返答。『初めて聞いた。姉貴にそういう人がなぁ……』

　何となくほんわかする。

　……そっかぁ、姉貴にもそうやって気を遣ってくれる人が出来たんだな。

　侯爵が両手を軽く挙げられる。

「しかも、だ。セフィ殿とテレサ殿は、逗留の見返りとして、我が領内において暴れまわっている大翼竜討伐を行ってくれるそうだ。……私として、断る理由もない。むしろ、何時いつまでも、と言いたいところだ」

「なっ!?　お、御父様っ[image: かんたんふ]」

　ああ……うん。これ、無理だわ。

　エミリアがどんなに訴えて、俺も不気味に思っていても、それは感情論だ。

　対して姉貴は、自分では何も動いていないけど、周囲が忖そん度たくして全部勝手にお膳立てしてくれている。




『次期女帝候補と懇意の帝国が誇る最強傭よう兵へい』




　そんな人に恥をかかすわけには……って思うのは俺にだって理解出来る。

　この時点で半ば諦めた俺に対して、エミリアは尚なおも抗弁を試みた。

「で、でしたら……帝国魔導学院の臨時講師の件はどうなのですかっ！　このような事例、今まで聞いたこともありません!!　きっと、セフィさんは悪辣極まりない方法を使って、ねじ込んだに決まっていますっ[image: かんたんふ]」

「……ああ、その話か。簡単だ」

「？　どういう意味──」

「私からお願いしたのよ」

　扉が開き、長身の美女が入って来た。

　エミリアの母親のダリア・ロードランド侯爵夫人だ。

　お嬢様が愕がく然ぜんとする。

「御お母かあ様さまっ!?　ど、どういう意味、ですか？」

「どうもこうもないわ。そのままの意味よ。セフィは昔からよく知っていたし、聞けば当面、何もすることがない、と言うのだもの。なら、と提案したの。あの子に教わる機会なんて、然そう然う得られるものでもないでしょう？」

「そ、それは……そうですが……」

　エミリアがダリアさんの正論に押される。

　お嬢様は小さい頃、長期休暇の度、俺の故郷に滞在していた。ダリアさんが『姉貴を知っている』というのはそのことを言っているのだろう。

　いやまぁ、俺は殆ほとんど記憶がないんだが……。

　そして、確かにあの人から学ぶことは多いだろう。

　……主に、人間分相応、平和が一番、という事実を学ぶという点において。

　ダリアさんが俺に視線を向け微笑ほほえんだ。

「それに──セフィはジャックちゃんが大好きだもの。折せつ角かく、帝都にいる時間が取れたのだから一緒にいさせてあげたい、という、私の親心よ」

「ぐぅ…………」

　エミリアが呻き、きっ！　と俺を見た。

　……悪いが、睨にらまれても何も言えねぇぞ。

　侯爵が話をまとめられる。

「私も、帝都に出て以降のセフィ殿の信じ難い活躍については聞き及んでいる。……エミリア、お前と彼女は衝突する可能性があることもな。だが、これは既に決定事項だ。セフィ・アークライト殿は我が屋敷に当分の間、滞在される。くれぐれも仲良くな」




　　　　＊




　執務室を退室した俺達は、屋敷の広い廊下を歩いて行く。

「………………」

　エミリアは先程から、無言。見るからに不機嫌な様子だ。

　……仕方ねぇなぁ。

　俺は誰もいないことを確認し、左手を握りしめる。

「！　ジャック？」

「あんまし、気にし過ぎんなって。話を聞いた限り、今回の件は姉貴の意思じゃなさそうだ。……とても信じられねぇが」

「でしょう？　でしょう!?　ぜっったいっ！　何か企んでるわっ!!　そして、私達の油断を誘ってるに違いないわっ[image: かんたんふ]」

「……一理、いや、九理くらいはあるわ、それ」

　身内だから否定したいとこではあるんだが、一概に否定し難いのが辛つらい。

　何せ、この間まで──




『時代は、お姉ちゃんを、渇望しているのよっ！！！！！！』




　とか何とか、平然と人前で叫んでいたような人なのだ。

　その人が、いきなり殊勝な態度を取っていても、すぐには信じられない。

　……いや、いい人ではあるのだ。実の姉貴ながら。

　俺がチビの頃から可愛かわいがってもらったし、帝都に出て傭兵になった後も、なにくれとなく支援もしてくれた。

　姉貴がいなかったら、アークライト男爵家なんてとうの昔に破産している。

　まぁ、その代わり少しだけ……いや、とんでもなく俺に構いたがるんだが。

　エミリアが、制服のポケットから赤紐ひもを取り出した。

　お、おおぅ……目が据わっていやがる。

「……ジャック。やっぱり、今後は私から離れないよう、ずっと赤紐を結ぶわよ……」

「待った！　エミリア、待った！」

「まーたーなーいぃ」

　じりじりと、お嬢様が俺に詰め寄って来る。

　くっ！　考え過ぎて、正気を失ったかっ!!

　壁に押し込まれ、頭の横を両腕が通過。

　背が高い分、まるで抱きしめられたような姿勢になる。

　少しだけいじけたような声。

「……貴方あなたは私の執事さんなんです。誰にも渡すつもりはないんだからっ！」

「…………俺だって」

　そのつもりだ、と言いかけた、その時だった。

　後方から穏やかな声がした。

「──ジャック、エミリアさん」

「「！」」

　恐る恐る、二人して視線を動かす。

　そこにいたのは──

「あ、姉貴っ！」「セ、セフィさんっ！」

　案の定、姉貴だった。ま、まずいっ！

　ここで、暴れられたら、屋敷そのものが崩壊しかねねぇっ!!

　俺はどうにか破局を回避すべく、言い訳しようとし──

「わぷっ！　お、おいっ！」

「黙っててっ！」

　突然、エミリアに強く抱きしめられた。胸、胸が押し付けられてるんだってっ！

　し、しかも、こんな真ま似ねをしたら、姉貴が暴走をするだろうがっ[image: かんたんふ]

　お嬢様が姉貴に宣告する。

「いったい、何を企たくらんでいるのか知りませんが……ジャックは私のですっ！　この前、婚約誓約書をお見せした筈ですっ！　諦めて、とっとと出て行ってくださいっ!!」

「ええ、そうね。ふふ……二人はとても仲良しなのね」

「…………え？」「なっ!?」

　エミリアと俺は同時に驚きの声を発した。

　姉貴が、この光景を見て、何も反応、しない!?

　それどころか、穏やかに微笑んでいる、だ、と？

　俺は思わずエミリアと顔を見合わせ、目で意思疎通。

『……おい、あれ誰だ？』

『…………弟を溺愛している、セフィ・アークライトさん……の筈です』

　姉貴が俺達に声をかけてくる。

「それじゃ、もう行くわね。御屋敷を見学させてもらっていたところだったから」

「お、おお……」「は、はぁ……」

　混乱する俺達を後しり目めに、姉貴は廊下を歩いて行く。

　暫しばらくして振り返った。

　ここで、奇襲──ではなく、大人の表情でエミリアへ言葉を残す。

「エミリアさん、ジャックを、私の大事な弟をよろしくお願いね。宿が決まり次第、私はすぐに出ていくわ。信じてもらえないかもしれないけれど……もう、貴女あなた達の邪魔をするつもりはないの。この前、見せてもらった誓約書は本物だった。父にも確認したしね。私がどうこう言って、何か出来る話でもないのは分かっているの」

「「………………」」

　俺達は呆ぼう然ぜん。

　親父おやじにも確認したら偽造だって、バレたんじゃ……ああ、いや。あの人なら、適当なこと言ったのかもしれん。

　どっちみち、今の俺達には確認の術すべがない。後で手紙を送るのが精々だ。帝都からうちの実家まで往復で、少なくとも数週間はかかるが……。

　エミリアは未いまだ警戒を緩めないものの、小さく返事をした。

「……貴女に言われなくても、大丈夫です」

「そうね。それじゃ、また後で」

　姉貴は、俺達を置いて悠然と廊下を歩いて行った。

　──やがて、姿が見えなくなる。

　俺は何とはなしに、エミリアの頬ほっぺたを軽くつねる。

　エミリアも俺の頬っぺたをつねってきた。

　──きちんと痛い。

　二人同時に呟つぶやく。




「「……夢じゃない……」」




　う～ん……どう考えればいいんだ、これ？




　　　　＊




　姉貴が帝国魔導学院の臨時講師となり、ロードランド侯爵家の屋敷に逗とう留りゆうを始めて、早一週間余りが経たった。本日は休日だ。

　その間、一切エミリアと激突はなし。

　学院、屋敷の備品の一つたりとも破損させていない。

　先生、生徒や、侯爵家に仕える人達との関係も極一部を除いて極めて良好。

　俺を抱きしめたり、風呂に乱入してきたり、ベッドに侵入してきたりもしない。




　姉貴がっ！　俺に関わることとなると、加減という単語を知らない、あの姉貴がっ!!




　……正直、信じられん。

　ぶっちゃけ、俺は別人説に傾きつつある。

　エミリアとメイド長のカエデさんは陰謀説派だ。

　いやまぁ、平和だし、いいっちゃいいんだが……問題はこれだわな。

　俺は右手薬指に嵌はまっている指輪を見やる。

　姉貴が逗留を始めた後、赤紐を拒否する代わりに、エミリアから押し付けられた物だ。

『それには、私の魔力が込めてあるの。今後はどんな時も絶対に外しちゃ駄目っ！』

　……外そうにも、ぴったりと嵌っていて外せないんですが、それは。

　あと、学院にも着けっ放しで行った結果、散々、同級生達にもからかわれたんだが……田舎に帰りたい。

　自室のソファーに座り少し悩んでいると、膝上から話しかけられた。

「ジャック～？　どうしたの～？」「ジャック兄様？」

　俺の膝上に座っている長い栗くり色いろの髪をした幼女達が振り向き、心配そうな顔をした。

　それぞれ、赤と青のリボンを着け同じ顔。エミリアの妹のリリアとルリアだ。

　休日はこうして、双子な天使兼小悪魔の世話をする機会が多い。

　なお、姉のエミリアは不在。

　侯爵と侯爵夫人と共に、正装で出かけて行った。行き先は皇宮とのこと。

　出かける前、俺に指を突き付け、こう言い残していった。

『いい？　絶対に、絶対に、油断しないで！　いざ、という時はカエデを呼んでっ！』

　どうやら、俺が知らないところで、対姉貴同盟が結ばれているらしい。

　俺はほんの少しだけ溜ため息いきを吐つき──幼女達の頭をやや乱暴に撫なで回す。

　リリアとルリアが嬉うれしそうにはしゃぐ。

「「きゃ～♪」」

「何でもねーよ。ちょっと、姉貴のことを考えてただけだ」

「？　おねーさん??」「セフィ姉様？　ですか？」

「おう。二人はもう話したか？」

「うん！」「絵本、読んでもらいました」

　リリアとルリアが嬉しそうに顔をほころばせる。

　あれで、姉貴は小さい子には優しい。とてもとても優しい。

　故にこれは純粋に納得出来る。田舎のチビ達も姉貴を慕ってたし。

　ルリアが質問してくる。

「ジャック兄様は、セフィ姉様のことが御お嫌きらい……なんですか？」

「ん？　いんや。むしろ、姉貴のことは尊敬してるぜ。好きか嫌いかだったら、大好きだな。俺は末っ子だったせいか、可愛がられたと思うし」

「大好き～☆」「セフィ姉様も仰おつしやってました。『私はジャックを愛しているの』って！」

　双子がきゃっきゃっと膝上で笑う。

　少し気恥ずかしくなり、再度、双子の頭を撫で回す。

「「♪」」

　幼女達はくすぐったそうに身をよじり、楽しそうだ。

　──ノックの音がした。

　俺は答える。

「どうぞ。開いてます」

「失礼致します」

　扉が開き、入って来たのは黒髪メイド長のカエデさんだった。

　室内を見渡し、すぐさま扉を閉めた。

　しかも、何重にも魔法で封をする。

　つつつ、と近寄って来て俺の隣に座った。耳元で囁ささやいてくる。

「（……ジャック君、セフィさんは今日、部屋に来た？）」

「（？　来てないですよ。朝食の後は見かけてないですね）」

　──姉貴はこの一週間、あまり俺に構っていない。

　学院では言葉の説明係として、授業中は一緒だけれど昼は別。

　屋敷では食事の時以外、実のところ会話らしい会話をした覚えがない。

　……考えてみれば、部屋に来たことすらねぇな。

　カエデさんが更に囁く。

「（変、だと思わない？）」

「（……多少は。俺は別人説を押しています。エミリアは陰謀説を）」

「（私もエミリア御お嬢じよう様さまに賛成かなぁ）」

「（カエデさんは、姉貴を知っているんですか？）」

　俺は前々から気になっていたことを尋ねる。この黒髪メイド長さんは、チビ時代の俺と会ったことがあるようなのだ。

　すると、カエデさんは悪戯いたずらっ子こみたいな表情をされて微笑ほほえんだ。

「（うん、知ってるよ。でも、細かい話は、な・い・しょ☆）」

「（そんなぁ。教えてくれてもいいじゃないですか。気になります）」

　俺は少しだけ年上のメイド長さんに甘えてみる。

　リリアとルリアが、もぞもぞと動き乱入してきた。

「ジャック！　カエデ！　二人だけでこそこそ、ズル～いっ！」

「ジ、ジャック兄様、カエデ、わ、私達も混ぜてくださいっ！」

「「……ぷっ」」

　俺とカエデさんは思わず吹き出し、すぐさまリリアとルリアをそれぞれ抱き上げ頬ずりしてやる。

「悪い悪い。お詫わびにこうだっ！」「ルリア様にもです☆」

「「きゃ～♪」」

　とてもとても穏やかな時間。

　爺じいちゃんが先代侯爵と昔々にした約束で、俺が与あずかり知らぬ所でエミリアの婚約者になっていて、親父が密ひそかにこさえてた莫ばく大だいな借金のせいで、執事なんかになっているわけだけど、こういうのは悪くないと思うわな。

　俺は双子の髪型を変更中の黒髪メイド長さんに話しかける。

「カエデさん、何か飲みますか？　練習がてら淹いれますけど」

「あ、はい♪　お願いします。出来れば、紅茶──」

「取り込み中だったかしら？」

　カエデさんが言い切る前に、涼やかでよく通る声が室内に響いた。

「「！」」「あ、セフィ姉～」「セフィ姉様♪」

　入口の扉を開け、立っていたのは姉貴だった。

　……さっき、カエデさんが魔法で封をしていたんだが？

　驚く俺と黒髪メイド長を後目に、双子はソファーを飛び降り、姉貴に駆け寄って足に抱き着いた。

「あらあら。リリア、ルリア。こんにちは」

「「こんにちは～♪」」

　姉貴が優しい笑顔で双子に挨拶する。邪気皆無。これは信じられる。

　カエデさんは立ち上がり、何時いつでも俺を守れる体勢へ移行。スカートの中に隠し持っている、二挺ちようの鉈なたを抜かんばかり。

　けれど、姉貴は双子をあやしながら俺に話しかけてきた。

「お休み中のところ、ごめんね、ジャック」

「ああ、うん。大丈夫だけど……どうかしたのか？」

　俺は多少、どきまぎしながら尋ねる。

　すると、姉貴は困り顔になり返答してきた。

「部屋で珈コー琲ヒーを飲もうと思ったのだけれど……豆を切らしてしまったの。誰に話をすれば良いのか分からなかったから」

「ああ、了解」

「……セフィ様。珈琲でしたら、今すぐに御お部へ屋やへお届けします」

　カエデさんは警戒を全く緩めないまま姉貴へ告げた。

　対して、姉貴は威圧を一切感じてないようで、にこやかに微笑んだ。

「カエデ……久しぶりに会ったのよ？　昔は色々あったけど、そうやって一方的な敵意を向けないでちょうだい。もう、今更、何をどうこう出来る話じゃないでしょう？　出来れば、旧交を温めたいのだけれど？」

　そこに悪意の気配なし。害意の気配もなし。策謀の気配もなし。

　けれども……俺の直感は、激しく違和感を叫んでいる。

　俺が知っているセフィ・アークライトは、無理だろうが何だろうが、全てを薙なぎ払って蹴散らす人であるからして……。

　どうやら、カエデさんもそうだったらしく胡う乱ろん気げな視線を姉貴に向け──

「わぷっ」

　俺を抱きしめながら、姉貴に反論した。

「……失礼ですが、信じられませんっ！　貴女あなたがジャック様を諦める？　そんなこと、世界が終わったとしてもあり得ないっ!!　何を企たくらんでいるのかは分かりませんが、私がいる以上、好き勝手はさせませんっ[image: かんたんふ]」

「…………過去の自分の行いの結果、とはいえ、昔、一緒に野山を駆け巡った子から、そう言われるのは悲しいわね」

　姉貴が少しだけ悲しそうに呟つぶやいた。

　リリアとルリアが、姉貴と俺達の間に視線を彷徨さまよわせ、しゅん、とする。

「……ジャック、カエデ、セフィ姉と喧けん嘩か～？」「け、喧嘩はダメですっ！」

「「…………」」

　俺とカエデさんは目を合わせ、気まずくなる。これは不利だ。

　黒髪メイド長が俺を放し、頭を下げた。

「……申し訳ありませんでした。感情的になってしまい」

「いいのよ。全部、私のせいだから。ジャック」

「ん？　何だよ、姉貴」

　姉貴に名前を呼ばれたので、応じる。

　視線が交錯し──次いで、姉貴は俺の右手をじっと、見つめた。




　──刹那だけ肌が粟あわ立だった。




　けれど、すぐさま落ち着く。……な、何だ!?

　小首を傾かしげていると、姉貴は双子を両腕で抱き上げつつ依頼してきた。

「私も、偶たまには弟の淹れてくれる珈琲が飲みたいわ。淹れてくれないかしら？」

「お、おぅ……いいけど」

「あ…………」

　カエデさんが残念そうな声を漏らした。今度、淹れてあげねば。

　俺は部屋に設けられているちょっとした調理場へ向かう。

　そう言えば、ここ最近、他人に珈琲を淹れた記憶がない。

　俺自身は姉貴と一緒で珈琲党だったのだが、紅茶党なエミリアに引きずられ、最近、屋敷内では専ら紅茶になっている。

　……うまく淹れられるかぁ？

　棚を確認──振り返り、姉貴へ告げる。

「姉貴～。豆がないんだ。粉でいいか??」

「──……ええ、構わないわ」

　少し間があり、返事をしてきた。

　さっきまで俺が座っていたソファーに腰かけ、双子達と遊んでいる。

　それを後方から見ているカエデさんは、非常に困惑した様子だ。

　以前、姉貴が田舎に帰って来た時のことを思い出す。

『珈琲は飲む前に、豆から挽ひいて。粉のは美味おいしくないの』

　分からんでもない。挽きたては美味うまいのだ。

　事実、俺もこっちに来てから、自室で飲む分に関してはミルで豆を挽いて飲んでたし。

　……その姉貴が、粉でいい、ねぇ。

　本気で人格丸くなったのか？　この前、店先でエミリアと大立ち回りをしたばかりだってのに。

　疑問を感じつつも、炎の魔石に細口の金属製ポットをかける。

　その間に、カップとソーサー。サーバーを用意。

　紙の底と側面を折り曲げ、サーバーに。

　珈琲粉をそこに投入。姉貴は濃い目が好きなので、通常よりも多め。量的に一杯が限度だな、これは。

　折り畳んだ布で金属製ポットを手に取り、カップへお湯を注ぎ温める。

　さて──いよいよ、珈琲を淹れていく。

　珈琲粉の表面はならして──良し。少しだけお湯を注ぐ。

　すると、珈琲粉が膨らんだ。ここで、慌ててはいけない。

『いい？　ジャック。焦らずに、ゆっくり、じっくりと蒸らすのよ？　そうした方が、美味おいしい珈琲になるの』

　帝都から大量の珈琲豆を土産にして姉貴が帰って来た時、散々言ってたわな。

　サーバーにぽたぽた、と数滴落ちてきた。頃合いか。

　俺はちょろちょろ、と中心から渦巻を描くようにお湯を注いでいく。

　最初を一番多く。次いでその半分。三度目は更に半分。

　──珈琲の良い香りが漂ってきた。

　お湯を捨て、サーバーからカップヘ珈琲を注ぐ。一人分の珈琲が完成。

　少し考え、戸棚を開けこの前焼いておいたクッキーを数枚取り出し、小皿へ。残りは大皿に載せる。

　トレイにそれら一式を載せ、運ぶ。

「姉貴、出来たぞー」

「ありがとう。優しい弟を持って、私は幸せ者だわ」

　穏やかに褒めてくる。……普段なら『世界一の』とかがつくんだが。

　そこに違和感を持つ俺も、大分毒されてたのかもなぁ。

　苦笑しながら、ソファー前のテーブルにソーサーと珈琲カップ、クッキーを載せた小皿と大皿を置く。

「クッキーは俺の手製。帝都のじゃなくて悪い」

「何よりの御お茶ちや菓が子しよ──ねぇジャック」

「んー？」

　姉貴が俺の名前を呼んだ。

　視線を向けると、寂しそうな表情。

「……私と一緒に珈琲を飲んではくれないの？」

　くっ！　やっぱり、突っ込まれたか。

　俺は言葉を選び、答える。

「あ～……珈琲が残り一杯分しかなかったから、それで、さ……」

「そう……なら、次の機会は一緒に、ね？」

「り、了解」

　姉貴はあっさりと引き下がり、リリアとルリアに話しかける。

「さぁ、おやつの時間よ？　でも、いい子じゃないと食べられないわ。二人はいい子？」

「「私達、いい子～♪」」

「よろしい」

　……いい光景なのだ。

　そして、純粋にリリアとルリアを可愛かわいがっているのも、嘘うそじゃないのだろう。

　でもなぁ……俺はカエデさんと目で会話。

『……変ですよねぇ？』

『……変だよ。セフィさんが、ジャック君のことで、簡単に引き下がるなんて……』

　そうなのだ。姉貴は、とにかくこういう時、『俺と一緒』であることに拘こだわる。

　どうなるか、と言うと、拗すねて駄だ々だをこねる。

『ジャックは、世界で一番のお姉ちゃんと一緒に、珈琲を飲みたくないのっ!?』

『お姉ちゃんは……お姉ちゃんは、世界で一番可愛い弟と、一緒がいいのっ！』

　手をあげるとかは一切ないんだが……姉貴がこうあっさりと引き下がった記憶はない。

　…………いや、別に構わないんだが。

　俺は黒髪メイド長さんに声をかける。

「カエデさんも食べててください。俺、紅茶淹いれますね」

「あ……う、うん。ありがとう。……えへへ」

　カエデさんが、思わず素の口調になり、はにかんだ。この人、年上なのにこういう仕草、可愛らしいんだよな。

　双子達も手を挙げた。

「ジャック～私も何時いつもの～」「ジャック兄様のお紅茶、飲みたいですっ」

「ほいよ。それじゃ、少し待って──」

「ジャック」

「！」

　今日一番、涼やかな声で姉貴が俺の名前を呼んだ。

　一見、さっきと変化無し。

　けれども、弟の直感は『最大警戒の最大警戒っ[image: かんたんふ]』と叫びまくっている。

　姉貴が質問してくる。

「カエデとこの子達に常日頃から紅茶を飲ませているのかしら？　そして、貴方あなたも珈琲をあまり飲んでいない？」

「あ～……あれだって。ほら？　俺、今、一応執事なわけだし、さ。御主人様が紅茶党なら、そうなるのは当然かな～って……思うんですが……」

　しどろもどろに姉貴へ告げる。

　カエデさんが、再び警戒態勢を取っているのが気配で分かった。

　──ほんの少しの沈黙。

　姉貴は珈琲を一口飲み、口を開いた。

「……確かにそうね。経緯はどうあれ、今の貴方はエミリアさんの執事。彼女を最優先するのは間違っていないわね。ごめんね、変なことを聞いたわ。忘れて」

「あ、うん……」

　どうにも調子が狂う。

　普段の姉貴と目の前の姉貴に差があり過ぎる。……まさか、病気か??

　俺は何となく姉貴の額に右手を置く。

　すると、凄すさまじい反応が返って来た。

「!?　ジジジジジャック！？！！！！」

「……姉貴、どっか体調悪いんじゃねぇのか？　何か熱あるみたいだし。もしかして、今までの無理が蓄積してるんじゃ……うわ。顔も真っ赤だぞ？」

「～～～～～～っっっっ！」

　ふるふる、と姉貴が身体からだを震わす。

　額がますます熱くなる。

　……いや、これ本気で変な病気なんじゃ。

　リリアとルリアも「セフィ姉～まっか～」「ま、まっかです！」とあたふた。

　一人、カエデさんだけは思案顔。はて。

　俺は取りあえず、姉貴へ提案する。

「姉貴……あんまし無理しないでくれ。もう、必要十分の金は稼ぎ終えたんだろ？　だったら、当分はゆっくりと休んでだな──」

　右手を握りしめられ、額から外される。

　そして姉貴はそのまま、発声練習のように声を出す。

「あーあーあーあー。……だ、大丈夫よ、ジャック。少しばかり溢あふれそうになっただけだから」

「……溢れ？」

　姉貴はにこやかな表情を浮かべ、俺の手をにぎにぎ。

「気にしないで。大丈夫よ」

「は、はぁ……」

　釈然とはしないものの、引き下がる。姉貴が大丈夫、と言うなら大丈夫なんだろう。

　……手は放してくれないが。

　姉貴が話題を変える。

「そう言えば、ジャック、執事の勉強は誰に習っているの？」

「ん？　エミリアとか──」

「私にです！　てぃ!!」

　カエデさんが手刀で、俺と姉貴の手を離した。

　そして、俺を守るかのように間へ割って入り、大きな胸を張る。

　姉貴へ通告。

[image: ]

「不肖、このカエデ、ロードランド侯爵家メイド長として、必要十分な能力を持っていると自負しております。ジャック様を教導すること、何ら差支えはございません」

「へぇ……カエデがね。でも──」

　姉貴が珈コー琲ヒーを飲み、美味しそうにクッキーを齧かじり、言いい淀よどんだ。

　カエデさんは詰問する。

「……御不満でもおありでしょうか？」

「不満はないのよ。この数日間、逗とう留りゆうして分かったわ。カエデ、貴女あなたは素晴らしいメイドさんになった。ロードランド侯爵家メイド長の名は伊達だてじゃないと思う」

「！　あ、ありがとう、ございます……」

　思いがけない賞賛に、カエデさんが動揺するのが分かった。

　姉貴って、人を褒める時は結構真正面から褒める人なんだよな。

　これに絆ほだされた人を数多く見てきたぜ。

「けれど──貴女はメイドであって、『執事』ではないわ。基礎的な事を教えられても、真に執事としての心構えを教えるのは難しいんじゃないかしら？　侯爵領から本業の方は来られないの？」

「……っ！　セフィさんも御ご存ぞん知じの筈はずです。この時代、どんな貴族であっても領土経営には苦労しています。それは我が侯爵家も同様。当面、執事長を含め執事達が帝都に来る予定はございません」

「そう。それは残念ね……ジャックの成長、という面では」

　姉貴が淡々とカエデさんの話を評した。

　黒髪メイド長さんは、表向きは平静を装っているものの……「私が、ジャック君を導くんだもんっ！」と御機嫌斜めな御様子だ。

　俺はどうにか仲裁しようとし──その前に姉貴が提案してきた。

「ジャック、どうかしら？　私の相棒に会ってみない？」

「姉貴の相棒？？？」

「ええ。ほら？　私って細かい計算、苦手じゃない？　だから、そういう話は全部、その子に押し付け──……やってもらっているのよ。純粋な意味での『執事』業ではないかもしれないけど、資産管理、という点では共通していると思うわ」

「ふむ……」

　俺は考え込む。確かに、紅茶を淹れたり、エミリアの世話をするのには慣れてきた。

　小難しい資産管理云うん々ぬんの話もカエデさんに聞いている。

　でも、実際にそれを──しかも、姉貴の資産を管理している人の話は聞いてみたいかもしれん。後一度、挨拶もしておきたい。

　まず、間違いなく多大な御ご迷めい惑わくをおかけしていると思われるので……。

　俺は口を開けたリリアとルリアにクッキーを食べさせながら、頷うなずく。

「あ～一度、会ってみたいかも」

「！　ジャック君……」

「そう、分かったわ。今度、紹介するわね。──あら？　いけないわ。もう、こんな時間。そろそろ部屋に戻るわね。楽しい時間だったわ。リリア、ルリア、またね」

「「またです～♪」」

　そう言うと、姉貴は立ち上がって双子の頭を優しく撫なで、さっさと部屋を出て行った。

　──珈琲は半分以上残っている。口に合わなかったか。

　にしても、姉貴の補佐役さんか。どんな人──左袖を引かれた。

　視線を向けると、カエデさんが小さく頬ほおを膨らませている。

「……ジャック様……」

「あ～違いますよ？　カエデさんの授業に不満なんかないです」

「だったら、どーして、ですかっ？」

「…………姉貴が日頃、迷惑をかけていることへの謝罪と純粋な興味です」

　姉貴は、基本的に自己完結出来ちまう人だ。

　さっき、細かい事が苦手云々、とかのたもうていたが、そんなの程度問題。やる気になれば、その道で帝国随一になるだろう。

　人としての基本性能がそもそも振り切れまくっているのが、セフィ・アークライト。

　そんな姉貴が、仕事を放り投げる人物──間違いなく、才人だし苦労人だ。知り合っておいて損はない。

　……怖い物見たさもある。

　カエデさんは不承不承、納得してくれる。

「……そういうことなら、分かりました。ただし、条件がございます！」

「何でしょう？」

　花の香りがし、カエデさんが俺を軽く抱きしめ、耳元で囁ささやいた。




「（……エミリア御お嬢じよう様さまの指輪だけはめるのはズルいよ。今度選んでくるから、私のもつけてね？）」

「（……善処します）」




　　　　＊




　その日の晩。

　俺はベッドの上で正座させられ、お説教を喰くらっていた。

　……誰にかって？

　そりゃ、こんなことをするのは一人しかいないわけで。

「ジャック！　聞いているのっ!!」

　寝間着姿でベッドの上に立ち、腕を組んでいるエミリア・ロードランドが叫んだ。

　俺は両手を掲げ、降伏の姿勢。

「聞いております、ハイ。……何故に俺はここまで責められているのでありましょうや？　もう、夜も遅いので、お休みになられた方が良いと愚考致しますです……」

「い・や！」

「嫌ってお前……まさか、ここで寝るつもりかよ!?　今日は、リリアとルリアもいねぇんだぞっ！」

　そう──今、この部屋にいるのは、俺、ジャック・アークライトとエミリア・ロードランドだけ。そして、お互い寝間着姿。……これ、まずいんじゃね？

　けれど、エミリアは俺の提案を一蹴した。

「問題ないわ。だって、貴方は私の借金執事兼婚約者だもの。別に、同じベッドで寝るくらい、構わないでしょう？　私がいない間、カエデとず～～～っと、一緒にいたジャック・アークライト君？　反論は『はい。エミリア御嬢様は可愛かわいいです』か『はい。エミリア御嬢様は御お綺き麗れいです』か『はい。エミリア御嬢様が一番です』かで答えるように！」

「………………自分で、打撃を喰らうなら言わんでも」

「う、五う月る蠅さいわねっ！　も、もうっ!!　もうったら、もうっ[image: かんたんふ]」

　──さっきから、ずっとこうである。

　結局、侯爵及び侯爵夫人と出掛けていたエミリアは、夕食間近になるまで帰宅せず。

　で、リリア、ルリアの天使兼小悪魔達から、色々と聞き出したようなのだ。

　俺は正座を崩し、足を伸ばす。

「……しかも、冤えん罪ざいたくさんだぞ？　カエデさんがそんな暇してる筈ないだろうが。ちょっとだけ、一緒にリリアとルリアの世話してただけだっての」

　第一、ニヤニヤって……抱きしめられたことを思い出す。

　あれは、男子の夢の一つだったかもしれんな……。

　エミリアが四よつん這ばいになり、俺へにじり寄って来た。

　細目となり、詰問。

「……ジャック、いやらしい顔してる……」

　なお、女子の寝間着姿はそれだけで、年頃の男子に相当な殺傷力を持っている。

　そして、エミリア・ロードランドは──まぁ、美少女であり、かつ、俺の御嬢様であり、幼おさな馴な染じみであり、婚約者である。

　つまり……『女子の寝間着』＋『美少女』＋『その他諸もろ々もろ！』が加わり、ヤバい。

　後──四つん這いのせいで、胸の谷間がですね……。

　俺は顔を逸そらし、ぎこちなく返答する。

「……しておりません、ハイ！」

「うーそーだー。だったら、どーして、私を見ないのよぉ」

　くっ！　このお嬢様、時折、防御が甘過ぎんだろうがっ!!

　俺は後ろの枕を手に取り、軽く投げつける。

「きゃっ！　……ジャックぅぅぅ？」

「だぁぁぁぁ！！！！！　胸！　胸が見えそうなんだよっ！！！！！」

「………ふぇ？　っ[image: かんたんふ]」

　エミリアはようやく気付いたのか枕を抱きしめ、次いで頬を赤らめ俺を睨にらんだ。

　どう考えても俺のせいじゃねぇからなっ!?

　──暫しばし無言の後、お互い背中を合わせて、今日あったことを話す。

　エミリアは、今日ずっと皇宮にいたそうだ。

　詳細は教えてくれず、悪い笑顔を浮かべるばかり。

　曰いわく『良いことよ？　とっても、とっても、良いことよ★』。不安でしかない。

　屋敷であったことを話し終えるやいなや、エミリアは疑問を呈した。

「……セフィさんの様子、変ね。変。すっごく変。人間はこんな短期間では変わらないわ。つまり──これは全部、陰謀なのよっ！　間違いないわっ!!」

「……姉貴が変なのは認める。カエデさんも同意見だ。なお、俺は別人説を──……ああいや、あれは姉貴だわ。間違いなく」

　双子を見つめる優しい視線。俺はあれをよく知っている。

　チビの頃、姉貴が俺に向けていたのと同じだったしなぁ……。

　エミリアが足をバタバタさせる。

「ほらぁ。やっぱり、陰謀じゃないっ！　私がいない間に、貴方あなたの部屋を尋ねるなんてっ！」

「今日、初めてだったけどな」

「……ジャック、こっちを向いて」

「あん？」

「い・い・か・らっ！」

　お嬢様が大声を出す。ったく。

　振り向くと、両手を握りしめられた。真剣な表情。

「……ジャック・アークライト。貴方は私の何？」

「またそれかよ」

「こ・た・え・て！」

　エミリアは頑固に要求してくる。

　それでいて、不安も表情に見てとれるのが何とも。

　……仕方ねぇ、お嬢様だ。

　俺はエミリアへ告げる。

「大丈夫だって。俺は、お前の傍そばを離れるつもりはねぇよ」

「──……ふぇ」

　エミリアの顔が見る見る内に真っ赤になっていく。湯気が出そうだ。

　そして、直後、ばしばし、と俺を叩たたき始め、近くの枕を抱きかかえた。

「う～！　うう～!!　ううう～[image: かんたんふ]　そ、そうやって、いきなり、不意打ちするのは、反則なのっ！　ダメなのっ！　ううん。ダメじゃなくて、もっともっともっと、言ってほしいけど、加減をしてくれないと、心臓がもたないのっ！！！！！」

　エミリアは枕を持ったまま倒れこみ「う～……。うう～……。ううう～……」と唸うなってやがるので、俺も両手を枕にして横になる。

　天井を見ながら黙考。

　姉貴の様子がおかしいのは間違いない。別人説は否決。

　と、なると……何かしら企たくらんでいる、ってのが可能性の高い説ではある。

　でもなぁ──

「姉貴なら、基本、物理で全部打破出来るんだよなぁ……」

「──『竜魔殺し』セフィ・アークライト。竜を蜥蜴とかげ扱いし、悪魔からは忌み嫌われ、堕おちた神すらも殺しきったとんでも傭よう兵へいさん。これ、全部、本当なのよね？」

　ようやく現世に復帰したエミリアが俺の隣に寝転がった。自分一人で枕を独占。目線が語る。『枕を使いたかったら、もっと近づけばぁ？』こいつ。

　俺は、わざと無視し、天井を見ながら答える。

「本当だなー。……つーか、世間一般に出ている話はほんの一部だと思った方がいいんじゃねぇか？」

「その心は？」

「次期女帝候補様と懇意っていう話は俺ですら知らなかった。姉貴は基本的に、自分が相対して、倒した相手については比喩表現──例えば竜を蜥蜴とかな──だけど、俺には全部教えてくれてると思ってた。けど、ここに来て、皇女殿下と補佐役さんの話が出てきた。つまり、俺に話せない相手とも殺やりあってたんじゃ──……おい」

「ん～？　なにかしら～??」

　エミリアが俺の頭を枕の上に乗せ、次いで身体からだをくっつけてきた。

　……うわ、やっぱり、寝間着って殺傷力高過ぎだってのっ。

　間近で楽しそうなお嬢様は話を継続する。

「そうかもしれないわね。……貴方に話してない理由は別にあるような気もするけれど」

「別って？」

「……皇女殿下と貴方を接触させたくなかった、とか」

「はぁ？　……ああ、いや、そうだよな。姉貴からすると俺は不肖の弟だもんな……」

　結構、落ち込む。事実なのが辛つらいぜ。

　エミリアがぶつぶつ、と呟つぶやく。

「……そうじゃなくて、きっと、皇女殿下が気に入っちゃうのを警戒したからだと思うんだけど……」

「？　何だって？」

「──何でもないわ。あ、それと……カエデから聞いたわよ」

「お、おおぅ？」

　エミリアが更に距離を詰めてきた。

　──もう、お互いを抱きしめ合える距離だ。

　とてもいい匂いがする。

「その相棒さん──『銀月』の異名を持つテレサさんと、会う約束をしたんですってね？　御主人様である私の許可も取らずにっ！」

「ああ、それか」

「『ああ、それか』じゃないっ！　そういう大事な話は、私と相談して決めるのが当然でしょうっ！」

　何だそんなことか。

　俺はあっさりと返答する。

「だって、俺はお前の執事だしなぁ。もう少しちゃんとしないといけねぇだろ？　エミリア・ロードランドに相応ふさわしくなるように」

「…………ふ、ふぇ」

　今日、何度目か。エミリアの頬ほおが真っ赤に染まった。

　背中を向け、ぶつぶつ。

「……ズルい。ズルい。ズルいっ！　これ以上、私の好感度を上げてどうするのっ！　もうこれ以上は上がら──……上がるんだけどっ！　際限なく上がるんだけどっ!!」

「？？？　おーい」

「！」

　エミリアの身体が震え、ごろん、と回転。上目遣いで俺を見た。

　早口で告げて来る。

「ジ、ジャックの、し、殊勝な思いは理解したわ。ほ、褒めてあげる。でも、一人で行くのは駄目っ！　絶対に駄目っ！　セフィさんは、私やカエデの油断を虎こ視し眈たん々たんと狙っているに違いないのっ！　相棒さんに会う時は、私も付いて行くから」

「いや、それは流石さすがに」

「付いて行くから」

　エミリアの綺き麗れいな瞳に不退転の色が浮かんだ。こうなったら、こいつは絶対に折れない。

　俺は仕方なしに、頷うなずく。

「……分かった。でも、先方が嫌がったら」

「この話は無し！　……一気に成長しなくていいわよ。一つずつ一つずつ、出来るようになってくれればいいわ」

「……いや、それだと、俺、何時いつまで経たっても借金を返しきれねぇんだが？　少なくとも、学院卒業までにはどうにかだな」

「大丈夫よ。きっと、これからも借金額が増えるし★」

「何でだよっ!?」

　俺は暗記している借金額を脳裏に思い浮かべる。

　……親父おやじの内臓を売る→外げ法ほうで蘇よみがえらせる→内臓を（以下略）。で、どうこう出来る額じゃ最も早はやねぇんだよなぁ……。

『借りは返せ』

　うちの家訓に背くわけにもいかんし、少しでも執事の能力を高めて給金を上げてもらわねぇと！

　エミリアが腹ばいになり、頬ほお杖づえをつきながら楽しそうに笑う。

「ジャックは、きっとそういう星の下に生まれたのよ」

「!?　う、嘘うそだっ！　お、俺は信じねぇからなっ！」

「うふふ♪　拗すねない、拗ねない。いざとなったら──わんこ執事として売り出せば、それなりに」

「売るなっ！　あと、変な枕まくら詞ことばをつけるなっ!!」

　こいつはぁぁぁ。……はぁ。

　溜ため息いきを吐つき、右手をひらひらさせる。

「なぁ……この指輪、まるで外れねぇんだが……」

「外れないように魔力を込めたもの。セフィさんがいる間は、そのままだからね」

「…………学院の男子女子達から、結構、聞かれるのですけれども？」

「『御主人様の愛情』って答えればぁ？」

「くっ！　い、いいんだな？　ほ、本気でそう答えるからなっ！」

「あら？　貴方にそれが出来るのかしら？」

　エミリアは余裕を見せる。この話題は不利──ふと、魔力を感じた。ん？

　視線をエミリアの右手薬指に集中。一見、何もない。ないが……。

　お嬢様は焦った様子で右手を抱え込んだ。

「ち、ちょっと、な、何よ？」

「……お前、薬指に何か着けて」

「ないわ」

「いや、だって、魔力が」

「な・い・わ」

「……さいで」

　これ以上の追及は無理か。てっきり指輪でもはめて──……この思考はまじぃな。

　俺は話題を強引に変える。

「と、とにかく！　姉貴の様子がおかしいのは事実だ。けど、何を考えてんのかまではさっぱり、分からねぇ。だから、要警戒だな！　あと、補佐役さんに会う時、お前も同席して良いのか、聞いてみるわ」

「そうね。そうしましょう。私は御お父とう様さまと御お母かあ様さまに、早くセフィさんが泊まるホテルを押さえてもらうよう、話してみるわ」

「了解。んじゃ、そろそろ、寝よう──……違うわ。お前、部屋に帰れっ！」

「あー眠たーい。もう、げんかーい。ここから、動きたくなーい。むにゃむにゃ」

　エミリアがわざとらしい演技をする。この、お嬢様はぁぁぁ。

　俺は呆あきれながらも、灯あかりに手を伸ばす。

「……ったく。消すぞー」

「うん」

　ベッド傍そばの魔力灯を消す。

　すると、途端にエミリアが俺の左腕に抱き着いた。

「……おい」

「私が普段、人形を抱いて寝ているの、知っているでしょう？　今晩は、貴方あなたが人形の代わりになってっ！　あ……変なことしたら、魔法でぶっ飛ばすからねっ！」

「しねぇよっ！　俺にだって節度があるわっ！」

　エミリアが俺の左腕に自分の顔を押し付けた。

「…………そこは、手を出しなさいよぉ。意気地なしっ！　でも、そういうちょっと古い考えのとこも好き……大好き……セフィさんには負けないし、絶対、渡さないんだからっ！」

　取りあえず、機嫌は悪くないようだ。

　明日、起きたら姉貴にお願いをして──……変な感覚だ。

　……誰かに、じーっ、と見られているような。

　俺は首を動かし、扉の方を見た。

　今晩は満月なので、ある程度部屋の中を見渡せる。

　……誰もいねぇよなぁ？

　魔力も感じないし、何より、俺が気付く前にエミリアが気付くだろう。

　加えて、未いまだ左腕に向かってぶつぶつ言っているお嬢様は、昼間のカエデさんみたく、扉に、対姉貴にだけ反応する封を散々かけていた。

『たとえ、相手がセフィさんであろうとも、私に一切気付かれず、此こ処こに侵入することは不可能よっ[image: かんたんふ]』

　気のせい、か。

　エミリアが暗闇の中、顔を上げるのが分かった。

「ジャック？　どうかしたの??」

「──いんや。お前が俺の左腕を涎よだれで汚しそうだなぁ、と思ってただけ、痛っ！　噛かむなよっ!!」

「ふんだっ！　──おやすみなさい」

「おやすみ」

　俺は答え、目を瞑つぶる。

　──いつの間にか、さっきの変な感覚は消えていた。







第四章




「──つまり、大方の竜は人を侮っているので初撃はまず間違いなく入ります。その際、何ど処こを斬るかですが」

「セ、セフィ先生、あ、あのぉ……」




　見学していたセラ先生が、教壇に立ち淡々と『竜の倒し方』を講義している、黒スーツ姿で後ろ髪を結い、伊達だて眼鏡をかけている姉貴に声をかけた。

　教室内の生徒達も困惑しているみたいだ。

　隣のエミリアは「……意味不明です。けど、これもきっとわざとな筈はず」と呟つぶやいている。

　……いやまぁ、わざとかは分かんねぇけど、困惑するのは、そりゃそうだよなぁ。

　ここは帝国魔導学院、五年の特進組。

　エミリアやネイを含め、同年代の英才、奇才が集まっているとはいえ……何せ内容が『竜』絡みだからして。

　姉貴が小首を傾かしげた。

「何でしょうか？」

「あ、はい。そ、そのですね……わ、私も含め、皆さん竜とは戦った経験もなければ、遭遇したこともないと思うので、もう少し細かく説明していただけるとぉ……そ、そもそも、斬れるもの、なんですかぁ……？」

　セラ先生が兎うさ耳みみを折れ曲げさせながら、おずおずと尋ねた。

　年上の女性に失礼かもしれないが、とてもとても可愛かわいい。ずっと見ていた──殺気！

　俺は咄とつ嗟さに左足を退ひき、消音魔法を発動させながら踏み込んできやがったエミリアの足を間一髪で緊急回避する。

　お嬢様が舌打ち。

「（……ちっ）」

「（……お、おい。い、今のはちょっと、あ、危なかったぞっ!?）」

　お嬢様と小声でやり取りしていると、姉貴が眼鏡を押さえ微かすかに俺を見た。

　以前だったら、襲い掛かってきてもおかしかねぇんだが……平静。そして、セラ先生と生徒達へ軽く頭を下げる。

「……ごめんなさい。また説明不足なようです。でも、私では皆さんが何を不思議に思われているのかが理解出来ないので……ジャック」

「お、おう」

　姉貴は笑みを浮かべ俺の名前を呼んだ。

　反射的に立ち上がると、隣のエミリアからジト目。

　いや、これは不可抗力だろうが!?

「こっちに来て、説明を補足してくれるかしら？」

「了解」

　俺は頷うなずき、ちらりとお嬢様へ目線を向ける。

　けれども、腕組みをし、そっぽ。頬を少し膨らませぶつぶつ。

「……見えてる罠わななのに、わざわざ入ってくなんてっ。もうっ！　もうったらもうっ!!　ジャックのバカ。お姉さん大好き過ぎわんこっ[image: かんたんふ]」

　聞こえねぇが、文句を言われているのは分かる。

　頭を掻かきつつ、教壇へ。姉貴の隣に立ち教室内を見渡す。

　同級生達の目には強い好奇心。

　……こいつ等らが優秀なのって、多分、こういうところなんだろうなぁ。

　姉貴に促される。

「ジャック、それじゃお願いね」

「ん。あ～……まず『竜』ってのが、『悪魔』と並び称される魔獣の最強種ってことは、みんな理解していると思う」




　──『竜』。それ、即すなわち災厄である。




　大昔から延々と言われ続けてきたことだ。

　この認識、魔法技術が発達した今の時代も変わっていない。

　何せ、あの生き物、大概の魔法を強大な魔法障壁で防ぐ。

　で……障壁を抜いても身体からだ自体が尋常ではなく硬い。

　主食の一つに鉱物があるせいか、身体は様々な金属で構成されていて、並大抵の武器じゃ軽く折れる。

　いやまぁ、そもそも接近する前に竜の代名詞でもある、各種ブレスやら、強大極まる魔法やらに迎撃されて、近接戦闘に持ち込むこと自体が困難なんだが。

　時折、竜に遭遇した飛空艇や大型商船があっさりと撃沈された、なんて話も聞くくらいだしなぁ。

　それでも──。

「姉……こほん。今、セフィ先生が言ったのは本当で、ある程度の竜は人語を解す。で、基本的には人族全般を侮りまくっている。中には歴戦で謙虚な奴やつや幼竜もいるが、大多数はこう思って行動する。『我等の身体に傷をつけられる人族なぞ、この世界に存在している筈がない』ってな」

「待った。──ジャック、質問していいかい？」

　眼鏡を光らせ、ネイが挙手してきた。

　隣のムギはそんな婚約者を嬉うれしそうに見つつ、獣耳と尻尾をゆらゆらさせている。

　けっ！　モテる野郎死すべしっ！

　俺はやさぐれつつも頷き、先を促す。

「……答えられることならな」

「ありがとう。以前、幼竜に懐かれた話は聞いたけど、今の君の言い方……その、まるで人語を解す成竜と遭遇し、話した体験があるように聞こえたんだけど、真相はどうなのかな？」

　ネイが少し躊躇ためらいながら聞いて来た。

　俺は小首を傾げる。

「あん？　そりゃまぁ、何度かは……」

『はぁぁぁぁぁぁ！？！！！！！！』

「っ！」

　一気に教室内に叫び声が響き渡った。セラ先生まで、俺を凝視している。

　唯一、教室奥のエミリアだけが唇を尖とがらせ、『……バカ』と口を動かした。

　ネイが質問を重ねて来る。

「……ジャック、君が強いのを僕は知っている。でも、それにしたって、限度ってものがあるだろう？　竜とやり合って生還した、と言うのかい？」

　俺は姉貴と、次いでむくれているエミリアを見やる。

『……チビの頃、『雷竜』とやり合った話をするのは』

『止やめておいて』『駄目！』

　……さいですか。

　俺は頬ほおを掻き、ネイへ伝える。

「あ～……勘違いすんなよ？　やり合ってなんかいないって」

「ふむ……と、なると……」

　ネイが試案顔になり、セラ先生を見た。

　兎耳をぴんっ！　と張り、興奮した様子の担任様が後を引き継ぐ。

「……アークライト君」

「あ、はい。何でしょう」

「……もしかして、竜と会話をしたんですか？　しかも、平和的に」

「え？　まぁ、そうですけど」

「何時いつ！　何処で！　どんな竜と!?　り、り、竜との平和的な対話なんて、そ、そんな事例、過去に数例しか報告されていませんよっ！？！！！」

　セラ先生が一気に距離を詰めてきた。

　顔もそうなんだが、胸が……大きな胸がですねっ！

「お、落ち着いて、先生、落ち着いて──」

「セラ先生、深呼吸をなさってください」

　姉貴が間に入り、興奮されているセラ先生を落ち着かせてくれる。

　振り返り、俺を見たので軽く頷く。こういう時は頼りになるんだよなぁ。

　ようやく、落ち着いたセラ先生が恥ずかしそうに両頬を押さえた。

「ご、ごめんなさいっ。こ、興奮してしまいました……。そ、それでですねぇ～お、お話の続きをですねぇ……」

「あ、はい」

　俺は前へ向き直る。

「前にも話したと思うけど、うちの実家って帝国西方辺境なんだわ。で──地図があった方が良いな。ネイ」

「うん」

　次期クロフォード公爵様はそれだけで察してくれた。

　手元の魔札を弄いじり──黒板に帝国全図が投映される。

　こうして見ると、この国って広いよなぁ。

　俺はネイに礼を言う。

「助かる。俺達が今いる帝都は此こ処こ、だっ」

　俺は帝国中央を指さそうとし──……届かねぇ、んだが??

　背伸びをしても届かない。ぐぅ。

　何か、何か、指示棒みたいなもんは──いきなり、身体が持ちあげられた。

「!?　ちょっ！　あ、姉貴！？！！」

「ジャック、今は説明が先よ」

「………………」

　あっさりと反論を封じられる。

　後方からは笑い声。「アークライト君って、セフィ先生と本当に仲良いよね～」「わんこ気質かたぎの原点はここかー」「……ロードランドさんだけでなく、セフィ先生も、だ、と……？」「おお、神よっ！　何な故ぜ、私にこのような試練をお与えになるのですか？」「……私も抱っこしてみたいかも」。紳士淑女の諸君。少しばかり黙ろうか？

　呆れつつも、俺は説明を再開する。

「あ～……帝都はここな。で、俺の実家があるのは」

　姉貴が俺を抱き上げたまま左側へ移動。うぅぅ……。

　黒板の外れ。帝国最西の地──アークライト男爵家領を指で叩たたく。

「理解出来るだろうが……滅め茶ちや苦く茶ちや、田舎だ。領土の大半は鬱うつ蒼そうとした森だし、魔獣とかもうじゃうじゃいる。だから、帝都だとまず見ない生き物と結構遭遇するんだよ。姉貴、もう降ろして」

「ふむ……そこで、君は竜と出会ったのかな？」

　ネイが俺の言葉を遮ってきた。

　姉貴はそのまま、前方へと向き直る。

　眼鏡青年の瞳には嗜し虐ぎやくが浮かんでいやがる。

　こ、こいつ、後で昼食を奢おごらせてやるっ！

　決意を固めつつ、俺は軽く頷いた。

「偶たま々たまな～。ドジな竜でなぁ。大樹の洞にあったでかい蜜蜂の巣を取ろうとして、はまってたのを助けてやったんだよ。で、そこから傷が癒えるまでの数週間は一緒に」

『数週間っ!?』

「お、おおぅ……」

　エミリアとムギを除く同級生達が一斉に立ち上がった。

　俺は思わず呻うめき、身体を逸そらす。

　目を爛らん々らんとさせたセラ先生が、俺を見てにっこり。

「アークライトくぅん……そのお話ぃ、全部、聞かせてもらえますかぁ……？」

「い、いいですけど。あ、姉貴っ！　も、もう降ろしてくれっ！」

　振り返り、姉貴を見やると──やたらと嬉しそうな顔をしていた。

　ここ最近のそれではなく、つい先日、エミリアを襲撃した際と空気が同じなような？

　小首を傾かしげ、考えているとそのまま床に降ろされた。凛り々りしい顔で告げられる。

「さ、ジャック。説明を再開して」

「……了解」

　ん～俺の気のせいか??

　──その後、俺は午前中の間、昔出会い、数週間世話をした竜の話を延々と語る羽目になった。

　なお、セラ先生やネイを含む同級生達が興奮する中、エミリアは拗すねた表情をしていやがった。

　……何度でも言うが、これは不可抗力だからな？




　　　　＊




「まったくっ！　何をしているんですか、貴方あなたはっ！」

「お、俺の責任じゃねぇだろっ!?」




　午前中の授業を終えた俺とエミリアはカフェテリアへやって来ていた。

　……予あらかじめ言っとくが、俺は地下の大食堂に行きたいのだ。

　此処は、上級貴族の子息ばっかりでどうにも肩が凝るし。

　が……目の前で猛たけっているお嬢様が許してくれず、最近の昼は此処である。

「…………」

　昼食を食べ終えたエミリアは、不機嫌そうな顔で空いたカップを差し出してきた。

　俺は自然な動作で紅茶を注ぎ、ミルクと砂糖を少し足す。

　エミリアはそれを飲み、にへら、とし──すぐさま、表情を戻し、腕組みをした。

「ふ、ふんっ！　こ、こんなことくらいで、わ、私の機嫌が直ると思ったら、お、大間違いですっ」

「いや、別に機嫌を直してくれ、と思ってやってねぇしな。普通だろ？」

「～～～っ」

　エミリアが頬を染め、ばしばし、と腕を叩いてくる。

　こ、こいつっ！　無駄に身体強化魔法を使うんじゃねぇっ!!

　そうして、暫しばしやり合っていると、ネイとムギがトレイに各種ケーキを載せて帰って来た。デザートを選びに行っていたのだ。

「ジャック、ロードランドさんお待たせ」

「違うよ、ネイ。エミリアは待ってなんかいないんだよ。ジャックを独占出来て嬉しい、むぐっ」

「……ムギさん？　少し黙りましょうねぇ？　ち、違うんですからねっ！　べ、別に、午前中の授業、ずっ～と、教壇にいて寂しかった、とか……わ、私が思うわけないでしょう？」

　エミリアが立ち上がり、お喋しやべりな猫耳少女の口を押さえ、俺を睨にらんだ。

　俺とネイは顔を見合わせ、肩を竦すくめる。

「……ジャック、君は本当に愛されてるんだねぇ」

「……ネイ。こいつ、お前の元許嫁いいなずけ候補だからな？」

「ははは。僕の許嫁は世界で唯ただ一人ムギだけだからね～」

　ネイは俺の指摘を一笑に付し俺の隣に座った。

　聞き耳を立てていた、女子生徒共は満足気に会話へと戻って行く。

　……こいつも大概、精神力が強いわな。

　呆あきれながら、トレイ上のケーキを、エミリア、ムギ、ネイの順に配る。

「ぷはっ。エミリア、ちょっと強引だよ！」

「ム、ムギさんが変なことを言うからですっ！　わ、私は別に、ジ、ジャックと一緒にいられなくたって」

「御お屋や敷しきでずっと独占しているし、平気？」

「いいえ！　カエデや妹達のせいで独占出来てないので足りない──……はっ！」

「「「………」」」

　俺達はエミリアを見やり、視線を逸らした。……バカが。

　ムギもネイの対面に座り、頬ほお杖づえをついた。

「ジャック～★」

「……俺に振るな。言っとくけど、学内、屋敷内でも殆ほとんどこいつと一緒にいるぞ？」

「おや。聞いたかい？　ムギ」「はいはい。聞いちゃったよ、ネイ」

　こいつ等ら、二倍うっぜぇぇ。

　俺は溜ため息いきを零こぼしながら、季節の果物が載っているタルトを食べようとし──エミリアを促す。

「おーい。何時までも固まってんな。座れよ。紅茶も冷めちまう」

「……わ、分かってますっ。ふんだっ」

　お嬢様がようやく着席した。

　そして、フォークを手に取りタルトを一口食べる。

　それを確認し、俺も食べ始め。

　ネイとムギが口元を押さえた。

「おやおや」「まぁまぁ」

「……今度は何だよ？」

「いや、ちょっとしたことだよ」「ジャックさー。エミリアの後なんだね？　食べるの」

「！」

「？　そんなの普通だろ？　俺はエミリア・ロードランドの執事だしな」

　ネイ達の指摘を受けエミリアの身体からだがぴくり。けれど、俺は淡々と返す。

　このタルト美味うまい。是非ともレシピが欲しい。

　お嬢様が手を伸ばし、俺の左袖を握ってきた。

「……ジャック」

「ん？」

「……そ、そういう不意打ちは、ズルいから、あ、あんまり人前ではしないで。溢あふれそうになっちゃうから」

「？　溢れ？」

「い、いいからぁ」

「お、おお」

　エミリアが唇を尖とがらせ、訴えて来たので頷うなずいておく。

　……いや、よく分からねぇんだが??

　ネイとムギはテーブルに突っ伏し、身体を震わせている。おい、お前等。

　目元を指で拭い二人が起き上がった。

「ふふふ……ジャック、君とロードランドさんってさ」

「ほんっと、仲良しだよね～♪」

「「…………」」

　俺とエミリアは顔を見合わせ──

「「～～～っ」」

　すぐさま逸らす。

　あ～これ、絶対、顔赤くなってんだろ。

　……いやまぁ、前よりはずっとこのお嬢様のことが分かるようになってきてんのなら、それはそれで構わねぇんだが。

　心を落ち着かせる為ため、カップを手に取ろうとすると──

「お？」「あ……」

　エミリアと行動が完全に被かぶった。

　ネイ達はニヤニヤ。……ぐぅ。

　照れ隠しに視線を窓の外へ向けながら、紅茶を飲む。

　エミリアが強引に話題を変えた。

「と、とにかくですっ！　ジャックは、セフィさんに近づき過ぎです！　……あの人が何を考えているのかは分かりませんが、ぜっったいにっ、何かを企たくらんでいるのは間違いありませんっ[image: かんたんふ]　油断したら駄目なんですっ！！！！」

「ん～……それはどうだろう？」「セフィ先生、いい人だよ？」

　ネイとムギがお嬢様の訴えに異議を唱えた。

　──姉貴は突然臨時講師になって以降、ほぼ毎日授業をしている。

　内容は自分が経験してきたことで、特進組の講義を担当している先生方ですら、知らない話ばかり。

　姉貴の『常識』は、大多数にとっての『あり得ない』だから、その差を埋める為に、俺が説明しているってわけだな。

　けれども、あれであの人、年下には優しいので、同級生達の様々な質問に対して、真摯に答えていたし、まして手を出したこともない。

　結果──同級生達は自然と姉貴を慕うようになっているのだ。

　エミリアがネイ達の異議に怯ひるむ。

「そ、それは……あ、貴方達はあの人がどういう人なのかを理解していないんですっ！　そうですよね？　ジャック！」

「ここで俺に振るのかよっ!?」

　じーっとお嬢様が俺を見つめて来る。

『貴方は、私の味方ですよね？』……仕方ねぇ、お嬢様だなぁ。

　頭を掻かき、告げる。

「……今の姉貴がちょっと変なのには同意する」

「ですよねっ！　ですよねっ!!　あれは擬態ですっ。私達の油断を誘っているんですっ!!　一回もお昼休みに乱入してこないのも変ですっ[image: かんたんふ]　あの人は、ぜっったいにっ、ジャックと一緒に昼食を取りたい筈はずなんですっ！！！！　……これは大掛かりな罠わなです。間違いありませんっ。具体的にはジャックを攫さらう隙を窺うかがって」

「私はそんなことしないわよ」

「「「「!?」」」」

　突然、涼やかな声がした。

　視線を向けると、そこにいたのは──

「あ、姉貴！」「セ、セフィさんっ！」

　姉貴が左手にトレイを持ち、眼鏡を直しながら微笑ほほえんでいた。

　……やばい。

　こ、こんな場所で、姉貴とエミリアがぶつかっちまったら……最悪、カフェテリア自体が崩壊しちまうっ！

　俺は慌てて、二人の間に入ろうと立ち上がり──姉貴はそのまま外の席へ歩いて行く。

「この前も言ったでしょう？　私はもう貴方あなた達の間を裂こうなんて考えてないのよ。第一、もう……二人はお揃そろいの指輪を付けているくらいなんだもの。私がどうこう出来る話でもないのだから。ああ、そうだ。ジャック。この前、話していた私の相棒と会わせる、という話。今日の放課後でどうかしら？　勿もち論ろん、ロードランドさんも一緒に」

「……へっ？　お、おう。分かった」「なっ!?」

　俺は呆ほうけた声を出し、エミリアが瞳を見開く。

　相棒さんと会わせるって話、忘れてなかったのか。しかも、お嬢様も一緒でいいのか。

　それと……お揃いって？

　まじまじ、とお嬢様の右手を見ようとし──目を押さえられた。

「……おい」

「……惑わされないでください。わ、私が、あ、貴方とお揃いの指輪なんて、付けているわけないじゃないですか」

「お、おぅ」

　姉貴の笑い声が聞こえてきた。

「──本当に仲良しなのね。それじゃ、ジャック、ロードランドさん、クロフォード君、ムギさん、また午後の授業で」

　足音が外へ向かって行く。

　俺はエミリアの腕を軽く叩たたき、外させる。

　感想を呟つぶやく。

「……姉貴が、俺の指輪のことに気付きながら、何も、言ってこない……？」

「……少し心配になってきました。あの人、何か悪い物でも食べたんじゃ？」

　どうやら、エミリアも同じ思いらしい。

　あの姉貴が！

　俺がチビの頃から、凄すさまじい過保護だった、あの姉貴がっ！

　遂ついに……遂に、弟離れをしたのかっ！？！！

　ネイとムギが苦笑する。

「……ほらね？」「セフィ先生は、二人よりも常識人だと思うよ？」

「「っ！　そ、そんなこと……は、ない、と……」」

　俺とエミリアは反論を口にしようとし、しりすぼみになる。

　確かに──姉貴は学院に来て以降、一切、俺達に過度な干渉をしていない。

　そして、今も、外の席で話しかけられた生徒達と朗らかに会話をしている。

　……あれ？

　本気の本気で、心を入れ替えた、のか？

　エミリアが俺の左袖を摘つまみ、耳元で囁ささやいて来た。

「（ジャック、まだ……まだ、油断しちゃダメよ？　相手はあのセフィさん。これも、全部、罠かもしれない）」

「（……でも、あの姉貴が、ここまで我慢出来るもんだとは思えねぇぞ？）」

　自分のことだから言いにくいが……姉貴は俺を溺愛している、と思う。

　長期休暇の度、実家に帰って来ていたし、手紙も欠かさず送って来たし、俺が少しでも返事をサボると、それはもう拗すねたもんだ。

　だからこそ……この前、エミリアとぶつかった際の反応がしっくり来て、今の反応が少し不気味に思える。

　エミリアが囁いてきた。

「（と、とにかくっ！　今日の放課後は私も一緒に行くわ。……その場で確かめましょう）」

「（……ついて来てくれるのはいいんだが、確かめるってどうやって）」

「あ～ジャック」「エミリア、私達、先に教室へ戻ってるね～」

「「！」」

　いつの間にか、ネイとムギは立ち上がっていた。明らかに楽しそうだ。

　周囲を見渡すと、生徒達が俺達を興味深そうに眺めているのが分かった。

　エミリアの顔が林りん檎ごみたく、真っ赤に染まり、しどろもどろに弁明を開始。

「あ、いや、あの、その……わ、私とジャックは、主君と執事の関係で、それ以上、これ以上の関係で──」

　傷口を広げてどうするんだろうか、このお嬢様は。

　……はぁ。

　俺は溜ため息いきを零こぼし、食べかけのタルトをフォークでかくのだった。




　　　　＊




「こ、ここって……」

「この前のカフェ？」




　放課後、姉貴の相棒さんの話を聞くべく、俺とエミリアは待ち合わせ場所へやって来ていた。

　姉貴が少し遅れる、とのことだったので、住所のメモだけ渡され来てみれば……何と、この前、エミリアと姉貴がぶつかった例のカフェだった。

　……わざわざ、この店かよ。

　戸惑いつつも、お嬢様に目め配くばせし店内へ。

　男性店員さんへ待ち合わせをしている旨を伝えると「承っております。どうぞ、此方こちらへ」と、奥へ案内された。

　店内は、とても落ち着いた雰囲気だった。前回は外の席だったしな。俺、こういうの好きかも。木がたくさん使われてるのも好感度上がるわ。

　きょろきょろしながら進んでいると、エミリアに左袖を引っ張られ、囁かれた。

「（……ちょっと、落ち着きなさいよ）」

「（え～。いいだろ？　これくらい）」

「（此こ処こは謂いわば敵地なのよ？　……絶対に、その指輪を外しちゃ駄目だからね？）」

「こちらでございます。お客様、待ち合わせの方々が」

　店員さんが、テーブルに広げた書類を読んでいる銀髪の美女に声をかけた。

　すると、女性がゆっくりと顔を上げた。

　眼鏡をかけ、瞳には深い知性。服装もきっちりしていて、如い何かにも仕事が出来そうだ。椅子の脇に剣が置いてある。

　直後、視線をまずは店員さんへ。次いで、俺達へ向け、ふんわりと微笑んだ。

「はい、有難うございます。どうぞ、おかけになってください」

「あ、はい」「失礼します」

　返事をし、まずはエミリアの椅子を引き、座らせる。

[image: ]

　その後、俺も着席し、ぺこり、と会釈。

「えっと……貴女あなたが、テレサさん？　ですか」

「ええ、そうよ。少年が『あの』ジャック・アークライト君ね？　ジャック君と呼んでいいかしら？」

「あ、はい」

　俺は頷うなずく。

　するとテレサさんは嬉うれしそうに頷き返してくれた。

　……嗚あ呼あ、この人の表情よ。姉貴、どんな無理難題を押し付けて。

「ありがとう。貴方とは会ってみたかったの。けど……中々、セフィが会わせてくれなくて。そうしたら、いきなり『弟に財産管理の仕方を教えてあげてほしい』よ？　びっくりしちゃった。まぁ、あの子のすることだから、一々驚いても仕方ないけれど」

「あ、姉貴がすいません。ほんと、すいませんっ。間違いなくご迷惑をおかけしていると……け、けど、悪い人じゃないんです。ち、ちょっとやり過ぎるだけで。だから、その……み、見捨てないでやってくださいっ[image: かんたんふ]」

　俺は深々と頭を下げる。

　ぶっちゃけ、今日、ここに来たのはとにもかくにもこうする為ためだ。

　姉貴が信任する人なんて、そうそう出て来るもんじゃないし。

　目の前から笑い声がした。

　頭を優しく撫なでられる。

「！」「むっ！」

「ふふふ♪　ジャック君は話に聞いていた通りの子なのね。セフィからは『世界で一番優しくて、可愛かわいくて、誰よりも強い子！』と散々、聞かされてるわ」

「い、いや、そんなことは、ですね……あの……」

　テレサさんはずっと楽しそうに俺の頭を撫で続けている。

「ふふふ～♪　セフィがね、小さい頃、君の頭をよく撫でてたって、聞いていたの。私、一人っ子だったから、羨ましくって」

「は、はぁ」

「こほん。……ジャック」

　エミリアが俺を横目で睨にらんできた。

　これ以上はまじぃ。このお嬢様も、俺絡みだと沸点低いんだよなぁ。

　けど、この人の撫で方……とても安心しちまう。抗あらがえねぇ。

　俺が葛藤していると、テレサさんはエミリアに向き直った。

「そして──そちらがエミリア・ロードランド侯爵令嬢。敬語で話した方が良いのかしら？　私、一傭よう兵へいに過ぎないものだから」

「……結構です。『銀月』の御高名はかねがね。そろそろ、手をどけてください。ジャックは私だけの執事なんです」

「あら？　そうなの。ごめんなさい」

　テレサさんの手が離れて行く。ああ……。

　名残惜しそうな表情になっていたのか、お嬢様がジト目。

　目の前にメニュー表が差し出された。

「さ、好きな物を注文して。お姉さんが奢おごってあげる。飲みながら話しましょう。私も、ジャック君の話を聞きたいし。その間に、セフィも来ると思うわ」

「「ありがとうございます」」

　俺は会釈し、エミリアと並んでメニュー表を見ていく。

「どうする？」

「私は西方産の紅茶で」

「ほいよ」

　さっきの男性店員さんを呼び、注文する。

「紅茶を二つ。西方産と東方産の茶葉で。あと、クッキーを」

「かしこまりました」

　……なんか、こういうのも慣れたわなぁ。

　テレサさんが話しかけてきた。

「ジャック君は珈コー琲ヒー党、とセフィに聞いていたのだけれど？」

「今でも好きですよ。まーでも折せつ角かく、こっちにいるんで、色々飲んでみようかな、と。……実家にいる時は、大概、野山で摘んだ得体の知れないお茶擬もどきだったんで」

「ああ……それも聞いたわ。セフィが『私は早くお金を稼いで、ジャックを養わないといけないのっ[image: かんたんふ]』って何度も叫んでたし」

「……誤解、と言えないとこが辛つらいです」

　テレサさんと同時に苦笑する。

　何だろうか？

　この人とはとても仲良くなれそうな気がする。

　勿もち論ろん、男女の仲っていう意味ではなく……はっ！　強過ぎる殺気っ!!

　咄とつ嗟さに、左足を退ひこうとし、左腕を抓つねられる。

「ってぇ！　何すんだよっ！」

「……ふんだ。ジャックのバカ」

「二人は仲良しなのね。私にもそんな青春があればなぁ」

　テレサさんが羨ましそうに呟いた。

　俺は左腕を軽く振りながら、尋ねる。

「テレサさんは、姉貴とは何時いつから組んでいるんですか？」

「あの子が帝都に出て来てすぐね。今はもう殆ほとんど前線には出ていないけれど、当時はセフィと双璧って、言われたのよ？」

　そう言うと、銀髪美女は片目を瞑つぶり、剣の鞘さやを叩たたいた。

　前までの俺じゃその真偽なんて分からなかったかもしれねぇが……今なら、ぼんやりとは分かる。

　──この人、滅め茶ちや苦く茶ちや強い。

　隣のエミリアへ目をやると、微かすかに頷いた。当たりらしい。

　俺は問いを重ねる。

「えっと……テレサさんは強い、と思うんですけど、どうして今はもう前線に出られていないんですか？」

「え～君がそんなことを言うのぉ？　ジャック・アークライト君」

　テレサさんは頬ほお杖づえをつき、からかう口調で俺に反問した。

　──長年に亘わたる親父おやじのとんでもない借金癖と、姉貴の可愛がりによって培われちまった俺の直感が答えを教えてくれる。

　恐る恐る、口にする。

「え、えーっと…………姉貴が、資産管理に頓着しなかったのを見るに見かねて？　ですかね？」

　テレサさんが、珈琲カップを少しだけ掲げた。

「正解よ。あの子、物欲ってものがないんだもの。執着心があるのは君だけ。そんな子が、竜やら悪魔やらその他諸もろ々もろ……今まで散々、帝国が苦しんできた相手を次々と狩っていくのよ？　見ている私の方がドキドキさせられちゃったわ。額も額だし……結局、正式に頼まれて今は私も含めて数十名で管理しているの。もう会社に近いわね」

「…………ほんと、御お世せ話わになっています」

　俺は再び深々と頭を下げる。

　……姉貴、教えてくれりゃ良かったのに。

　そしたら、俺だって手伝いを──エミリアが左袖を指で摘つまんできた。

　ちらり、と見ると少しだけ不安そうな表情。

　……仕方ねぇお嬢様だなぁ。

　俺はテーブル下の左手で手を握る。すぐさま強く握り返してきた。

「お待たせ致しました」

　男性店員さんが、紅茶とクッキーを運んで来てくれた。

　俺は会釈をし、右手で紅茶をカップへ注ぎながら、テレサさんへ質問する。

「えっと……それでですね、今日は」

「財産管理の話ね。私はセフィの執事じゃないから、自分がしている内容しか教えられないんだけど……構わないかしら？」

「是非、お願いします！」

「分かったわ。ざっと、資料にまとめてきたからまずはこれを──」

「ちょっと、待ってください」

「「？」」

　俺の手を未いまだ放さないエミリアが会話に割り込んできた。

　資料に目を落としながら、片手で眉間を押している。頭痛か？

　紅茶を注ぎ終え、クッキーを数枚添えてエミリアの前に置く。

　すぐさま一口飲み、深呼吸。テレサさんへ尋ねた。

「……その資料、セフィさんの財産目録ですよね？」

「そうね」

「そうね、って……そ、そんな簡単に言わないでくださいっ！　い、幾ら何でもいきなり、そんな機密資料を私達に見せるなんて……」

「セフィからは『テレサが見せていいと思った資料は開示していいわ。ジャックに色々、教えてあげて』と言われているし、問題ないと思うわ。まして──……あ、これは話しちゃいけないわね」

　テレサさんが意味あり気に俺へ視線を向けてきた。

　あ～……『質問して』と？

　エミリアが左袖を引っ張って来る。……お前は『無視！』せよってか。

　俺は頬を掻かき、クッキーを一枚摘むと、エミリアの口へ放り込む。

「！」「テレサさん、良ければ教えてください。姉貴、何をしているんですか？」

「君なら、聞いてくれると思った。──セフィ・アークライトは強いわ。下手したら、大陸最強かもしれない。でも、傭兵なんて稼業は、何時どうなるか分かったもんじゃないの。ここまで言えば、君なら理解してくれるんじゃないかしら？」

　俺は頭痛を覚え、眉間を押す。

　そして、おずおず、と聞いた。

「……姉貴は万が一自分が死んだ時の遺産を俺に？」

「ええ。御お父ちち上うえやお兄様達には、一枚の銅貨も渡さないそうよ。因ちなみに額は」

「いいです。聞いても反応出来ないんで。……もしかして、姉貴がテレサさんへ依頼したのって、それが理由ですか？」

「ふふ♪　察しがいい子は好きよ。ジャック君のせいで、私の人生は激変中、といったところかしらね？」

「す、すいません……」

　頭を下げる。

　結果、テーブル上に置かれている資料が目に入って来た。

　……単位が白金貨じゃなく、その上の翠すい金貨だ、と？

　意識が飛び掛かるのをどうにか堪こらえる。

　そりゃ、俺が背負っている借金をあっさりと返済しようとするわけだわ。

　大陸最強傭兵、こわっ！

　戦慄していると、テレサさんは片手で頬杖をつき、足を組んだ。

　そして、心からの憂慮を零こぼし始めた。

「まぁ、あの子が負けるなんて、あり得ないんだけどね。問題はそれよりも……とにかく、物欲が無さ過ぎるところなのよっ！　正直、資産規模的には下手な小国家よりもお金持っているし、どうにか使わないと、経済にも影響を与えかねないわ。皇帝陛下や、財務卿きようからもお小言を頂戴しているし……。けど、使おうにもあの子に武器とか防具なんか必要ないでしょう？　『翼の加護』持ちだし。仕方なく、帝都や各都市の不動産を買ったり、帝国辺境の道路や空路、海路整備にお金を回しているんだけど……使うよりも先に、あの子が竜を狩ったりするとお金が増えちゃって。はぁ……ごめんなさい。私、変なこと言ってるわよね？　うん、大丈夫よ。自覚はしているから……」

「す、すいませんっ！　本当に、本当にすいませんっ!!　あ、あの、俺に出来ることなら、何でも言ってくださいっ！　全力でお手伝い、むぐっ」

「……ジャック」

　エミリアが俺の口元を押さえやがった。

　目で尋ねる。

『何すんだよ!?』

『……言げん質ちを取られます』

『んな馬鹿な──……』

　俺が一笑に付そうとするも、エミリアの瞳は真剣そのもの。

　テレサさんは信頼していいような気がするんだがなぁ……。

　俺達の様子を見ていた、眼鏡銀髪美女は疲れた笑みを浮かべた。

「有難う。その言葉だけで十分よ。こうして出会ったのも何かの縁だし、時折、お姉さんとお茶をして、お話をしてくれるだけでいいわ。ロードランドさんも、警戒しないで。セフィからも『ジャックが幾ら可愛かわいくても、手を出しちゃ駄目よ？　あの子の隣は埋まっているんだから』と釘くぎを刺されているの」

「あ、姉貴が？」「セフィさんが」

　俺達は顔を見合わせる。

　……いや、これは本当の本当に、弟離れをしたんじゃねぇか??

　テレサさんが軽く手を叩いた。

「さ、本題に入りましょうか。今、私がしているセフィの資産管理について、話していくわね。一度では終わらないだろうから、何度か付き合ってもらうことになると思う。最終的には、一緒に仕事もしてもらうつもり。ロードランドさん、その時はよろしくね」

「は、はぁ……」

　エミリアが何とも煮え切らない返事を口にした。

　──この後、数時間に亘って俺とエミリアはテレサさんから話を聞いたが、結局、姉貴はカフェに来なかった。

　何かあったのかな？




　　　　＊




『……セフィ殿、それは本心から言われているのか？』

『ええ、勿もち論ろんです、侯爵閣下』




　俺達がテレサさんと別れ、ロードランド侯爵家の屋敷へ戻った時には、すっかり陽ひも落ちていた。

　で……今、俺とエミリアは侯爵の執務室前にやって来たんだが、中からは怪し気な会話が聞こえてきている。

　当然、通常は聞こえてくる筈はずもねぇんだが……俺は真剣な表情で盗聴中の黒髪メイド長さんに小声で訴える。

「（カ、カエデさん、幾ら何でも、こ、これはまずいですって！　下手すれば、クビになってもおかしくないですよっ!?）」

「（ジャック様、問題ありません。何な故ぜなら、これはエミリア御お嬢じよう様さま、並びに奥様の御ご指し示じによるものですから）」

「（エミリアはともかく、夫人の？）」

　意外な名前に驚く俺に対して、エミリアとカエデさんは二人して盗聴魔法で室内の会話に聞き耳を立てている。

　侯爵は訝いぶかし気げな声で、姉貴に尋ねた。

『……我が家として、貴女あなたの申し出は吝やぶさかではない。ジャック君は良い成長をしている。祖父同士の約束とはいえ、約束は約束。我が父は彼がエミリアと婚姻を結ぶことを心から喜ぶだろう。だが……つい先日まで、貴女は我が家に借金を返してまで彼を取り戻そうとしていたではないか。それが、何故……』

『侯爵、私も考えたのです。確かに、可愛い、世界で一番可愛い弟を送り出すのは、辛つらくもあります。けれど……』

　どうやら、俺とエミリアの婚約関係の話らしい。

　俺達は途中からなので推察になるが、姉貴が侯爵へ申し出をしたようだ。

　……いや、マジでか??

　俺は黒髪メイド長へ聞く。

「（カエデさん、姉貴は何を？　……いや、何となくは分かっているんですが）」

「（…………セフィ様は、突然帰って来られるなり、ジャック様とエミリア御嬢様の婚約を全面的に認める、と）」

「「！？！！！」」

　俺とエミリアは驚きのあまり、硬直した。

　昼間にした、テレサさんとの会話を思い出す。

　姉貴……本気の本気の本気で弟離れを？

　室内の姉貴が朗らかな口調で言い切る。

『弟の幸せを願うのが姉の務めです。その為ためならば、私の心痛など些さ事じでしょう。無論、侯爵領の大翼竜討伐は確かに請け負います。御安心を』

『…………ふぅ』

　侯爵の溜ため息いきが聞こえてきた。

　俺とエミリア、そしてカエデさんはお互いの顔を見て無言。

　姉貴の言葉を信じるべきか、否か。

　あと、今更だけど、いつの間にか、俺『エミリア・ロードランドの借金執事兼婚約者』に慣れちまってるわ。

　……嫌じゃねぇけれども。

　侯爵は沈黙の後、口を開かれた。

『…………そうか。どうやら私は貴女を些いささか誤解していたようだ。一点、私も告げておかねばならぬことがある』

『何でしょうか』

『実のところ、だ。ジャック君とエミリアの婚約は所詮、祖父同士の口約束に過ぎぬ。アークライト──『翼持ちし者』と謳うたわれる英雄の中の英雄。この話を知る者は、帝国内でも非常に限られる。対外的には、侯爵家と男爵家の婚姻を通すのは……難しい。今すぐに大々的な公表も出来ぬ。現状は、皇帝陛下や皇宮内の根回しをしている最中だ』

『──……貴族社会が面倒なのは見知っています』

　少し間をあけ、姉貴が淡々と返答した。

　……ん？

　俺は小首を傾かしげる。今の口調って。

　エミリアとカエデさんが俺を見た。

「（ジャック？）」「（ジャック様？）」

「（……ああ、いや。何でも）」

　俺は変な感覚を振り払う。

　──姉貴の声に一瞬、愉悦が混じったような気がしたなんて、何の確証もねぇし？

　侯爵が続けられる。

『おそらくだが……学院卒業まで、正式な話にすることは難しいだろう。それまでの間に、彼が何かしらの武功──しかも、国難を救う程のものでも打ち立てぬ限りはな』

『ふふふ♪　ジャックなら、逆に御お家いえや別の家に借金を増やしそうですね。クロフォード公爵家の件のように。その場合はどうされるのですか？』

『……不吉な想定をしないでくれたまえ。先の決闘話、もみ消すのは大変だったのだ。彼は、間違いなく『竜魔殺し』殿の弟だ。今はまだ目立っていないが、大々的なことともなれば……隠し切れん。各家も放っておきはしまい。クロフォード公爵家はともかく、他の公爵家や侯爵家もな』

『当然、そうなるでしょうね』

　姉貴の口調にまた少しだけ愉悦が混じった。

　……おかしいな。嫌な予感がしやがる。

　エミリアとカエデさんは気付いていないようで、小声で議論中だ。

「（……カエデ。他公爵及び侯爵家は未いまだ動いていないわよね？）」

「（……はい。エミリア御嬢様。表立った動きはありません。クロフォード公爵家内の決闘も、内々に処理されましたので）」

「（ならいいわ。この件については休戦よ？　私達でジャックを守らないとっ！）」

「（はい、分かっています。ジャックく──……こほん。ジャック様は、不肖、このカエデが御お守まもりしますっ！）」

　俺の与あずかり知らねぇところで、同盟が結ばれていたらしい。

　──ふと、思い出した。

　エミリアは姉貴に、『紙』の婚約誓約書を見せた。偽造のだ。

　けれど、それは今、侯爵に否定された。

　以前までの姉貴ならば、怒り狂うところなんだが……エミリアとカエデさんを見やる。

「（それにしても、遂ついにあのセフィさんがジャックを諦めたのね……。てっきり、偽の婚約誓約書の件で暴れるんだとばっかり。とても感慨深いわ。私、小さい頃、あの人に大おお蛙がえるをけしかけられたのよ……）」

「（正直、信じられません……。ジャック様と話す度、私に大蛇をけしかけていたあの方が……）」

「（…………）」

　いや、ほんと、何か……うちの姉がすいません。

　今日はよく謝る日だわな。

　まぁでも、この二人が違和感を覚えていないなら、大丈夫か。

　姉貴が侯爵へ楽しそうに告げた。




『これからも、色々と──ええ、間違いなく色々とあるとは思いますが、私の弟を、ジャックをよろしくお願いします。学院卒業時に借金が残っていましたら、改めて、私が返済を致しますね』




　　　　＊




　その日の晩。

　俺は何な故ぜだか眠れずにいた。

　でかいベッドには、天使なリリアとルリアがすやすやと寝ている。

　この双子、週の内半分は俺と一緒に寝たがるのだ。

　そして、エミリアはむくれる。……お前の妹達だろうが。

　天使達を起こさないよう、そっと抜け出し、廊下へ。

　窓の外には大きな月。

　ん～……学院に転入した初日の夜も、同じようなことをしていたような？

　で、その時は後ろからエミリアが──

「ジャック♪　うふふ♪　お月様に向かって吠ほえたいの？」

「！」

　いきなり明るく話しかけられた。こ、この声は……。

　恐る恐る振り返ると、案の定、そこにいたのは、

「あ、姉貴。ど、どうしたんだよ？　こ、こんな時間に」

　思わず声が上ずる。

　月明かりの下、少し離れた場所に姉貴は黒の服を纏まとって立っていた。

　──そう、初めて、エミリアとやり合った時と同じ服だ。

　帝都に来て以来、最大の嫌な予感。

　俺は何時いつでも逃げられるよう、両足に風魔法を展開し、両手も《翼の双短剣》を抜けるよう準備する。

　一歩一歩、姉貴が近づいて来る。

「ねぇ、ジャック」

「お、おぅ？」

「私ね、この十日間、とっっても我慢していたの」

「が、我慢って……」

「うふふ～……言わなくても、分かるでしょぉぉ？」

　姉貴の瞳が、爛らん々らんと輝く。

　エミリアの言葉が脳裏に浮かんだ。

『全部、擬態の可能性があります』

　ま、まさか……そ、そんな……。




　──……エミリアの予測が、正しかった!?




　ま、まじぃ。こ、これは本気でまじぃぃ！

　俺は《翼の双短剣》を顕現化。風魔法も全力発動。

　全力での逃走を決意し、姉貴へ背を向け廊下を走り出す。

　い、幾ら姉貴相手でも、少しは時間を稼げ──後方から、床を蹴る音がした。

「うふふ～★　ジャック、何ど処こへ行くの？」

「！？！！」

　姉貴は全力で逃走していた俺の前方へ回り込んでいた。

　……いや、今、壁と天井走ってたよな？

　一気に距離を詰められ、壁に押し付けられる。

「あ、姉貴！　ま、待ったっ！　待ったぁぁぁ!!」

「待ちません！　ジャック……お姉ちゃんね、この十日間で、一生分の自制心を使い果たしちゃったの……。長かった。本当に長かったわ……いっそ何もかも投げ出そうと何度、思ったか……」

　俺は思わず呻うめく。

「うぇぇぇ……ぜ、全部、演技かよっ!?」

「当然。お姉ちゃんは、ジャックを取り戻す為だったら、何だってするのっ！　それが、この世界の絶対原則なんだからっ!!　ああ、ジャックぅぅぅ。私のジャックぅぅぅ♪」

　姉貴が俺の頭を撫なで回しながら、しょうもないことを口にする。

　……いや待て。落ち着け、俺。

　今まで、じっと機を窺うかがっていたのに、何でいきなり動き出したんだ？

　昼間、侯爵と交わしていた会話を思い出す。




『──ジャック君とエミリアの婚約は口約束』




　…………あ、ヤバい。本気で詰んでるかもしれん。

　俺はじたばたと暴れる。

「あ、姉貴、放し」「ません！」

　あっさりと否定され──姉貴は、風切り音と共に飛来した短剣を見もせず、あっさりと、素手で叩たたき落とした。

　俺を抱きしめながら、くすり、と笑う。

「あら？　カエデ。遅かったわね」

「……セフィさん、ジャック君から離れてくださいっ！」

　廊下の先に黒髪メイド長のカエデさんが立っていた。既に、二挺ちようの鉈なたを持っている。

　けれど、姉貴はますます強く俺を抱きしめた。

「むぐっ」

「おかしなことを言うわね、カエデ。ジャックは私の弟。そして、私はジャックのお姉ちゃん。こうするのは、世界の常識じゃない？　──ああ。もしかして、自分が代わりたいの？　でも、だーめ。貴女あなたにはあげない」

「……どうやら、説得は無理みたいですね。だったら」

　カエデさんが、メイド服を靡なびかせながら廊下を疾走。鉈を容赦なく姉貴へ振り下ろそうとし──直前で急停止。叫ぶ。

「エミリア御お嬢じよう様さま！」

「分かってるわっ！」

「うおっ！」

「ちっ」

　逆方向の廊下から、エミリアの声がした。俺の右手薬指に嵌はまっている指輪が翡ひ翠すい色の光を放ち、結界を形成していく。

　姉貴は舌打ちをし、離れる。

　……いや、これ、魔力的に下手な竜のブレスとかも防ぐ代物なんじゃ？

　俺は嵌はめられている指輪を見て慄おののく。

　あ、あのお嬢様、なんつー物を持たせやがる！

　ど、どう考えても、侯爵家の家宝級じゃねぇかっ。

　そんな俺の想おもいは知らず、エミリアとカエデさんが距離を取り、姉貴を挟み込む。

　お嬢様が吐き捨てた。丁寧な口調を取り繕おうともしない。

「……尻尾を出しましたね。今時、小こ姑じゆうとめなんて時代遅れなんですっ！　ジャックは私の執事であり、婚約者です！　さっさと出て行ってくださいっ!!」

「ふふふ……そうね。お祖じ父い様さま同士がした、単なる口約束、のね？」

「！　貴女……昼間の会話は、御お父とう様さまからそれを聞き出す為ためだけに」

　姉貴が悠然と笑みを浮かべ、エミリアを見た。

「攪かく乱らんしてくれたわねぇ？　書面だったらそれこそ馬鹿親父おやじを捕獲して、諸もろ々もろしないといけなかったけど……考えてみれば、実家で、そんな書類を読んだ記憶はなかったのよ。私が家を出た後なら、可愛かわいいジャックが報しらせてこない筈はずはないもの」

「「っ！」」

　エミリアとカエデさんが俺を睨にらんで来る。……いや、俺にどうしろと!?

　姉貴は勝ち誇る。

「口約束なら──どうにでもなる。借金なんて私が返せばいい」

「そ、それは、ジャック本人が否定した筈ですっ！」

　気け圧おされつつもエミリアが反論する。確かに、俺は姉貴からの援助を断った。

　が、姉貴はそれを聞いて鼻で笑う。

「相変わらず馬鹿な子ね。そんなのは──こうするのよ」

「「！？！！！」」

　突如、姉貴の手に漆黒の《大剣》が顕現し、俺を守っている結界を両断。指輪が割れ床に落下する。

　エミリアとカエデさんが絶句している間に再び、姉貴は俺を抱きしめた。

「なっ!?　あ、姉貴っ！？！！」

「ジャックは世界で一番優しい子だもの。私がちょっと頼めば、受け入れてくれるわ☆」

「いや、そんなことは」

　ない──と言う前に、姉貴は俺を抱えたまま窓を手刀でバラバラにし、飛び出ていた。

　即座に飛ひ翔しよう魔法を発動。屋敷から遠ざかっていく。

　……侯爵家の屋敷だから、それ相応の結界が張られている筈なんだが??

　呆あきれ返かえりつつも、視線をエミリアへ向け──交錯。うわ、泣きそうだ。




　あいつ、無む茶ちやしないといいんだが。







第五章




「…………姉貴」

「ん～なぁにぃ、ジャック？　今、お姉ちゃんはちょっとだけ忙しいんだけどぉ。世界で一番可愛い弟を撫で回すのにぃ♪」

「…………」




　後ろから俺の頭を撫で回している姉貴の浮かれ切った声を聞きつつ、俺はベッドの天蓋を見ながら顔を覆う。

　……駄目だ。完全に箍たがが外れちまってる。

　十日間、完全擬態していた弊害か。

　不幸中の幸いなのは、今日が休日だってことくらいだな。

　突如、ロードランドの屋敷から姉貴に拉致された俺が連れて来られたのは、何処かの豪ごう華か絢けん爛らんな部屋だった。

　とんでもない速度で連れて来られ、挙句の果て睡眠魔法をかけられた結果……気付いた時には豪華絢爛なベッドで寝ていたし、細かい場所は分からず。

　多分、帝都の超高級ホテルなんだろう。

　調度品は明らかに高級だし、天窓にも煌きらびやかなステンドグラスがはまっている。

　外の光景を見る限り、帝都でも有数の建物なのは分かる。

　何せ──周りの殆ほとんどの建物よりも高い。

　太陽の高さからして、半日くらい寝込んでいたみたいだ。

　どうにか脱出したいところなんだが……自分の着ている寝間着を見て、心が折れそうになる。

　嗚あ呼あ……何で俺はこんなもんに着替えて？

　……いやまぁ、答えは一つしかないんだが。

　後方で「ジャック～♪　ジャック～♪　私の大事な弟わんこ～♪」と謎な歌を歌っている姉貴へ再度要求する。

「な、なぁ、姉貴……そろそろ、放し」

「ダ～メ！」

　頭を抱きしめられ、完全否定が返ってきた。

　しどろもどろに説得を試みる。

「……こ、こんな格好で、逃げねーってっ！」

「お姉ちゃんには弟を抱きしめる義務があるのっ！　今までの十日分を回復中っ!!　あと、寝間着がふっかふかで気持ちいいっ！」

「…………」

　顔を覆いさめざめと泣く。

　そう──俺は今、巨大な天蓋付きのベッドに寝かされ、後ろから姉貴に抱きしめられている。皇帝陛下が寝てるようなやつだ。皇帝陛下のベッドって知らねーけど。

　……いやまぁ、これだけなら、いい。

　何せ田舎じゃ毎日だった。よくも悪くも慣れている。

　が……が、だ！

　この格好については異議がある。ありまくる。

　確かに、姉貴の言う通り、ふっかふかで着てて気持ちいいのは認めざるをえない。

　正直、あまりの着心地の良さと、ベッドの柔らかさに、二度寝しそうになりもした。

　姉貴曰いわく『でっかい蜥蜴とかげの息吹にも完全耐性☆』とのことで、防御力に不安もない。でっかい蜥蜴って、間違いなく竜だろうし。

　だからといって──振り向き、抗議する。

「……ど・う・し・てっ！　寝間着に犬耳フードと尻尾が付いてるんだよっ!!　こ、こんな物に着替えさせた意味はいったい！？！！」

　姉貴が殊更、優雅に返答してくる。

「可愛いからに決まってるじゃない♪　姉には弟を可愛くする、責任と義務があるのよ？　うん、ジャックには白わんこの格好をさせないといけない、と考えた私は正しかったわ。ほら、昔みたいに『お姉ちゃん』って言ってみて？　小さい頃みたく、俯うつむきがちに上目遣いで☆」

「うぐっ！　つーか、こ、こんな所にいていいのかよ？　エミリアとカエデさんが追ってくるぜ？」

　強引に話題転換をし、問いかける。

　すると、姉貴は俺の頭を撫なでながら楽しそうにからかってきた。

「うふふ～。分かってるくせにぃ～♪」

　俺を覗のぞき込む姉貴の顔には慈愛と悪戯いたずらっ子このような笑みが浮かんでいる。

　なるほど……これは謂いわば二人への『試験』みたいもん、だと。

　おずおず、とお願いしておく。

「……姉貴、あのさ……あんまり無茶は……」

「うっふっふのふ～♪　しないわよ。大丈夫、お姉ちゃんがジャックを守るわ！　不沈艦に乗ったつもりでいなさい☆」

　……どうしたもんか。

　沈む可能性はないものの、不安でしかねぇ。

　姉貴は見ての通りな人だし、エミリアは怒ると加減を知らねぇし、カエデさんもああ見えて結構過激だ。

　……巻き込まれたりしたら、俺なんてひとたまりもねぇんじゃ？

　ぐい、っと姉貴は俺の顔を掴つかみ、自分と視線を合わさせた。

「？　あ、姉貴??」

「──ジャック、こっちに来て楽しい？」

　口調は変わらないものの、真剣な視線。

　俺は素直に答える。

「ん～……半々くらい、かな？」

「……田舎に帰りたいなら、お姉ちゃんと一緒に帰ってもいいのよ？」

「へっ？　で、でも、爺じいちゃんの約束は措おいておくにしても、親父の借金が……。姉貴に払わすわけにも」

　姉貴が移動し俺の前へやって来て、両手を握った。

　瞳には涙が滲にじんでいる。

「私のお金を使わせたくない、って言ってくれるのは嬉うれしいわ。本当に嬉しい……ありがとう。ジャックはいい子ね。でも、今のままじゃあの額は絶対に返せないだろうし……馬鹿親父の内臓を、売却→再生→売却→再生、でどうにかする？」

　あ……外げ法ほうを使うと。

　実の父親相手に、あっさり酷い選択肢を提示する我が姉を俺はどう捉えるべきか。

　いやでも、親父だしなぁ……。

　死ぬような目に遭わせた方が、多少は周囲の被害も軽減されるだろうし。

　つーか、あの人、無理無茶を振ってくるの、大概、俺相手なんだよな。

　兄貴達には殆ど何もしねーし。姉貴からは逃げまわっていやがるし……贔ひい屓きだ、贔屓。

『ジャックは、昔の俺に一番よく似ているな』

　とか言われても、嬉しくねぇ。

　死んだ母さんがいたらきっと『ジャック、絆ほだされちゃ駄目よ？　あの人、悪いことはしないんだけど……傍はた迷惑だから』。ごもっとも。

　頭の犬耳を触りつつ、返答する。

「その提案も悪くねーけど、さ……親父の借金に気付かなかったのは俺だし。自分でどうにかするって。一応、実家の内向きを管理してたんだし」

「お姉ちゃん、試したい外法があるんだけどな～。でも、どうやって返すつもりなの？　正直、ちょっとした仕事じゃ利息も──……ジャック！　お姉ちゃんは、そそそ、そういうのは、い、いけないと思うのっ！」

　突然、姉貴があたふたし、俺の身体からだを揺すって来た。

　しかも、そうしながら若干期待の視線が見て取れる。

　全力で否定する。

「…………姉貴、一瞬で何を想像したか知らねぇが、俺はしないと思うぞ？」

「ええ!?　そ、そんな……お姉ちゃん、ジャックをお店の一番に出来るなら、幾らでもお金を貢いであげるわっ！　私の手で弟を帝都一の人気者にっ!!　その為ためならば、どんな手段だってっ[image: かんたんふ]　テレサの口を塞いででも、今まで稼いできたお金を放出してっ！！！！」

　どうやら、想像の中の俺は夜の街で働いていたらしい。

　……生きろ、生きるんだ、想像の中の俺。

　姉貴に捕まったら最後。最低でもこんなだからなっ！　強く、生き延びてくれ……。

　頭を抱えながら、頼んでおく。

「ま、どうしようもなくなったら──……姉貴に借りていいか？」

「うふふ♪　高いわよ。まず、デート、温泉旅行、同どう棲せい生活ね☆」

「……もうちょい、まけてください」

　実の姉へ深々と頭を下げる。

　すると、上から声が降って来た。

「いいわよ♪」

「……まじで？」

　顔を上げるとそこには──魔女がいた。

「勿もち論ろん。可愛かわいい可愛い、世界で一番可愛い弟の頼みだもの。そ・の・か・わ・り★」

「な、何だよ」

　びくびくしながら、姉貴の言葉を待つ。

　大概、こういう時は無理難題を──

「私に珈コー琲ヒーを淹いれてくれる？　お姉ちゃん、ジャックの珈琲が飲みたくなっちゃった♪」

　拍子抜けしてしまい、思わず確認する。

「はぁ？　別にそれくらいなら、毎日でも淹れるぞ？」

　それを聞いた姉貴は頬ほおを大きく膨らませた。

　身体全体を使って抗議してくる。

「うーそーだー。だって、ロードランドの屋敷にいた時は、全然淹れてくれなかったじゃないっ！　紅茶ばっかりっ！　折せつ角かく、お姉ちゃんと同じ珈琲大好きわんこにしたのに、あんな泣き虫エミリアに絆されてっ!!」

「……絆されてって……まぁ、幼おさな馴な染じみだし、な」

「そうだけど──……。!?　ジ、ジ、ジャック！　あ、貴方あなた、ま、まさか小さい頃の記憶が…………」

　姉貴の瞳に、大粒の涙が浮かんでくる。

　……どうやら、俺が思っている以上に、大事な話だったみてぇ。

「朧おぼろ気げだけどな～。全部じゃねぇよ」

　軽く手を振り、言外に『あんまり気にしないでくれ』という気持ちを込め、ベッドを降りる。

　すぐさま、姉貴が俺を後ろから優しく優しく抱きしめ、甘え混じりの指示。




「そこのテーブル上に一式揃そろえておいたわ。今日は、ミルで豆を挽ひいてね？」

「……やっぱり、気にしてたのかよ。分かってるって」




　　　　＊




「ふおぉぉぉぉ…すっげぇぇ……」




　部屋に併設されている風呂場に入った俺は思わず賛嘆の声をあげた。

　昨晩は強制的に眠らされたので、入っていなかったのだ。

　──あの後、姉貴の指導という名のちょっかいを受けながら珈琲を淹れた。

『豆をどれくらいの粗さで挽くのか。量は多過ぎても、少な過ぎても駄目。飲みたい分だけを挽くの。ゆっくり、ゆっくり……思い出してきた？』

　懐かしい。姉貴が実家を出て、初めて帰って来た時に教えてくれたわな。

　珈琲、また時折、自分で淹れて飲むようにするかぁ。

　で、その後は昼を食べた。

　てっきり、ホテルの豪華な食事が運ばれてくるかと思いきや、何と姉貴の手製。

　あの人、基本的には何でも出来るのだ。

　曰く──

『帝都最高の材料を使ったからね？　そ・し・てぇ、お姉ちゃんの愛情がふんだんに入っているのっ！　これで、泣き虫エミリアと弱虫カエデの毒を全部中和してっ[image: かんたんふ]』

　毒って。あと、備え付けのキッチンが凄すごかった。出来れば、俺も使ってみたい。

　そんなことをつらつら思いながら、髪と身体を洗っていく。

　……この石せつ鹸けんと洗髪材、凄くいい花の匂いがする。

　紛れもなく。超々高級品。

　正直、未いまだ現実感はあんまりない。俺は何をしているんだか。

　でも、姉貴のすることだしなぁ……。

　部屋の宿泊代金とか聞かないようにしねぇと。精神衛生上大変よろしくない。

　水と炎の魔石から生じる温水で顔を洗い、独白する。

「……あの泣き虫は無理無む茶ちやしてねぇといいんだが」

　姉貴は、とんでもない行動をするが、基本的に身内は害さない。

　ああ、いや……エミリアが『身内』かどうかは措いておくにせよ、少なくとも知人を直接的に害そうとはしない。

　さっきも『試験』だとか仄めかしてたし、お嬢様を呼び寄せるつもりなんだろう。多分。

「……出来れば、穏便に済ませてほしいもんだよなぁ」

　呟つぶやいてみるも、俺の予感は『んなわけねーだろうが？』と囁ささやいている。

　そして、こういう時の俺の予感は当たるのだ。




　つまるところ──姉貴とエミリアの衝突は避けられないだろう。




　……何時いつ、この場所を突き止めるのかは、分からねぇが。

　魔石を止め、石造りのとんでもなく広い湯船につかる。程よい温度だ。猫の顔からお湯が出ているのがちょっと和む。

　田舎にも温泉はあったし、ロードランド侯爵家の風呂も広いが、これ程じゃない。

　そもそも、建物の最上階にこんな風呂場を作っちまうなんて……。

　いや、ほんと、ここって何ど処こなんだ？

「……帝都だとは思うんだがなぁ」

「その通りよっ[image: かんたんふ]」

　いきなり風呂場の扉が開き、タオルを巻いた姉貴が入って来た。

「………………」

　俺は冷たい視線を向ける。

　髪をまとめ、長身で均整の取れた肢体。筋肉はつき過ぎず、無さ過ぎず。

　おそらく、世の野郎共だったら色めき立つんだろうが……悲しいかな、俺の名前はジャック・アークライト。

　実の姉のそんな姿を見ても、何とも思わないのだ。

　質問する。

「……姉貴、此こ処こって帝都の何処なんだ？」

「はぅんっ！　ジャック、冷たいっ!!　ここは、お姉ちゃんのあられもない姿を見て、ドギマギする場面でしょう!?」

「そうだなー」

「……弟が可愛いけど、可愛くない……」

　姉貴は拗すねた口調になり、身体を洗い始めた。

　──ただ、お湯の流れる音だけが響く。

　姉貴が魔石を止め、静かに湯船に入って来た。

　そして、水生肉食獣のように音もなく俺へ接近。

「ジャック♪」

　俺は手を掲げる。

「……何かしたら、全力で逃げるからな」

「ひっどーい。その言い方だと、まるで私が何時も何かしてるみたいじゃないっ！」

「……実家にいた頃、あんたがしたことを思い出せっ！　い、幼いたい気けな俺を弄びやがってっ!!」

「でも、嬉うれしかったでしょう？」

「嬉しくなんか──」

　そこで言葉が途切れた。

　姉貴の瞳には、心からの愛情が浮かんでいる。

　……その表情は反則だろうぜ。

　頭を掻かき、幾何学模様が描かれている天井を眺める。

　姉貴が自分の肩と俺の肩とをぶつけ、静かに聞いてきた。

「ねぇ……ジャック」

「ん？」

[image: ]

「……何処まで……思い出したの？」

　その話かー。

　姉貴の顔を見ないようにしながら、淡々と告げる。

「……俺は小さい頃、エミリアと会ってた。で、『雷竜』と戦ったということくらい。細かい部分までは思い出せねぇ。多分、カエデさんとも会ってたんだよな？」

「ええ、そうね。貴方とエミリア、カエデは幼馴染と言ってもいいわ。……『雷竜』の件以降、ロードランド侯爵家は来させなかったから」

「……姉貴が？」

「私もだけど、お祖じ父い様さまの意向よ。……だって」

　姉貴の細い指が俺の頭を撫なでる。くすぐってぇ。

「凄い……凄い大おお怪け我がだったのよ？　一時は本当に、本当に危なかった。ジャックは男の子だし、女の子を守ったのは誇らしかったけれど……私、わんわん泣いちゃったもの」

「姉貴が？」

　思わず横顔を見やる。

　──我が姉ながら、この人、綺き麗れいだわな。

「お姉ちゃんは、何時いつ何なん時どきだって弟が心配なのよ。……ジャック、貴方、今、『翼の加護』をどれだけ使えるの？」

　姉貴が真剣な顔で問うてきた。

　俺は小首を傾かしげる。

「？　《短剣》だけだぞ？　こっちに来て、二振りになったけど」

『翼の加護』ってのは、アークライトの一族だけが使える魔法？　召喚術？　……う～ん、適当な言葉が思いつかねぇ。

　とにかく、《剣》や《大剣》、《長なが槍やり》とかを顕現させる力の事だ。

　で──俺が使えるのは《双短剣》。

　能力的には、機動性の飛躍的向上。風魔法と相性が良い。

　……《剣》も一度だけ使えたんだが、全く顕現しねぇ。

　そんな俺に対して、姉貴は色々使える。

　一番有名なのは《大剣》で、銘は《竜魔殺し》。

　その名の通り、竜と悪魔を多数屠ほふった戦歴を持っている。

　姉貴が俺を見つめた。

「……ジャック、何処まで覚えているのかは分からないけれど、貴方は小さい頃、《剣》と《楯たて》を自由自在に使えたのよ？　そして、そんなことが出来たのは貴方だけ──ううん。違うわね。私達の遠い御先祖様。最初の『翼持ちし者』と貴方だけ」

「？？？　姉貴だって、色々出せるじゃねぇか」

　どう考えてもたくさんの方が凄いと思うんだが。

　すると、姉貴は大きく頭を振ってきた。

「《剣》と《楯》は別格なのよ。他のものは、単なるオマケみたいなもの。もしくは、そのなりそこないに過ぎない」

「へぇ～」

　俺は気のない返事をする。

　とんでもねぇんだなぁ。《竜魔殺し》の威力とかを間近で見た経験からすると、想像も出来ねぇが。

　ネイ相手に使った《剣》はそれなりだったが、姉貴程じゃなかったし。

　姉貴がジト目で唇を尖とがらす。

「……ジャック、お姉ちゃんは真面目な話をしているんだけど？」

「真面目に聞いているって。でも、今は使えないしな。チビな俺が、そんなすげぇものを使いこなしてた記憶もねぇ。……《楯》はエミリアに渡したような気もすっけどさ」

「そうっ！　それも大問題なのっ!!　普通、そんなこと出来ないんだからっ[image: かんたんふ]　ジャックは、とっても、とっっても、凄いのよっ！！！！」

「姉貴っ！　この場で立つなっ!!　タオルが落ちるっ[image: かんたんふ]」

　立ち上がり、叫ぶお姉様を窘たしなめる。

　実家で見慣れた光景なので、何とも思わん。

「っ！」

　水音と共に、姉貴が湯船に顔の半ばまで沈んだ。頬ほおは真っ赤だ。

　ぶくぶく、と不満を言ってるみてぇだが……分からん。

「ま～記憶が多少戻っても、何も変わらねぇって。俺は俺だし」

　顔が浮上。文句が漏れる。

「…………エミリアやカエデと仲良くなってたわ」

「仲が悪いよりはいいだろ」

「うぅぅぅ……弟が、私の世界で一番可愛かわいい弟わんこが……あんな、あんなっ、泣き虫と弱虫の毒牙にっ！」

「かかってません。あと、わんこは止やめろって。俺、そろそろ上がるぞ？」

「あ、は～い」

　姉貴が素に戻り、手を挙げた。

　そして、俺の頭に手を伸ばし、撫なでてくる。

「とにかく！　ジャックは、私よりもずっと、ずっと強い子よ[image: かんたんふ]　自信を持ってっ[image: かんたんふ]　そして、お姉ちゃんを助けてね？」

「……善処はする。でも、仕事の手伝いをするのはテレサさんの方だと思う」

「テレサに助けなんていらないわよっ！」

「へーへー。よっと」

　俺は湯船から出る。

　……《剣》か。

　クロフォード公爵の屋敷内にある礼拝堂で、ネイ相手に振るった《剣》を思い出す。

　あれ以来、何度試しても、一度も出せた試しはねぇが、

「もう少し、練習量増やしてみっかな」

「──ジャックが何か男の子っぽ～い。うふふ～♪　これぞ、お姉ちゃんの役得ねっ！」

「…………」

　後方から聞こえてきた戯たわ言ごとは聞こえなかったことにしておこう。




　　　　＊




　姉貴より先に風呂から上がり、今や慣れ親しんだ執事服に着替える。

　……わざわざ持ち出してたのかよ。

　いやまぁ、有難くはあるんだが。身体からだに馴な染じむし。

　タオルで頭を拭きつつ、部屋に戻り改めて観察してみる。

　どう考えても、ここは帝都の超高級ホテル。

　名前は──タオルに織り込まれた文字を読む。

「『水晶宮』な」

　なお、此こ処こが何処なのか、格式はどうなのか、とか全然分からん。

　所詮、俺は帝都に出て来てまだ数ヶ月の借金執事に過ぎないのだ。

　妙なのは起きて以来、誰にも会っていないこと。

　昼食ですら、姉貴の手製だったし。

　……超高級ホテルなのに、そんなことあり得るか？

　何かひっかかるんだよな。

　変な違和感というか。

　こう……大きなことを見落としているような。

「ジャック～髪を乾かして～」

　考え込んでいると、姉貴が髪を濡ぬらしたまま意気揚々と部屋にやって来た。

　昔と同じかよっ！

　俺は眉間を押し嘆息する。

　それでも椅子を持ちまずは座らせ、姉貴の頭にタオルをかけ、拭き始めた。

「少しは拭けよっ！」

「え～めんどくさい～。くんくん……こ、これはジャックの匂いが……」

「や、やめろっ！　変態っ!!」

「あーあーあー[image: かんたんふ]」

　タオルを没収し、予備の新しいタオルを持って来て頭を拭いていく。

　姉貴は足を揺らしながら、歌を歌っている。

「可愛い弟に髪を拭いてもらうのは～お姉ちゃんの特権なの～♪」

「……相変わらず音程だけは変なのな」

「え～。そんなことないでしょう～」

　穏やかな時間が流れる。

　俺達姉弟きようだいは……まぁ、それなりに仲が良いのだ。

　拭き終えた髪を風の魔石で乾かしながら、姉貴へ言っておく。

「……あんまし、エミリアやカエデさんと喧けん嘩かしないでくれよ？」

「善処はするわ。でも、可愛い弟の将来がかかっているのよ？　お姉ちゃんは、心配で心配で……毎日、三食しか喉を通らなくなっちゃって……」

「通常、それ通常だから」

　姉貴が寂しそうに項うな垂だれた。

「ジャックも大人になっちゃったのね……。昔は心配してくれたのに。結局、幼おさな馴な染じみがいいのっ!?　だ、だったら、お姉ちゃんも幼馴染になるっ！　……待って？　私はジャックが生まれた時から知っている。それ即すなわち、お姉ちゃんにして幼馴染なんじゃ!?」

「姉貴は姉貴です」

「弟が～可愛いけど、可愛くない～♪」

　姉貴が再び下手くそな歌を歌い始める。

　俺は魔石を止めた。

「終わったぞー」

　姉貴は振り返り、花の咲いたような笑み。

「ありがと☆　それじゃ夕食前にジャックが気になってしょうがない、ホテル内の案内でも──遅かったわね」

「へっ？　あ、姉貴??」

　姉貴はいきなり立ち上がって俺を抱きしめ、ベッド近くまで跳躍。




　直後──轟ごう音おん。室内に突風が吹き荒れた。




　天窓のステンドグラスが粉々に砕け散り、二人の美少女が部屋に降り立つ。

　二人の表情には憤ふん怒ぬ。

　余程、急いで来たのだろう、美しい栗くり色いろの髪と黒髪が乱れている。

　姉貴が振り向きつつ心底楽しそうに叫ぶ。

「ようやく来たわね、泣き虫エミリアと弱虫カエデ。随分と遅かったじゃない？」

「だ、誰が、泣き虫ですかっ！」「よ、弱虫じゃありませんっ！」

「だったら、二人共お邪魔虫ね。姉と弟が水入らずで過ごしているところを邪魔するなんて……はぁ。小さい頃にもう少し躾しつけておくべきだったわ」

　姉貴がわざとらしく、エミリアとカエデさんを挑発する。

　お嬢様と黒髪メイド長は、わなわなと身体を震わせた。

「なっ!?　…………ふふ。ふふふ。ふふふふ。分かりました。もう、分かりました。未来の御お義ね姉え様さまだし『少しは仲良くした方が良いのかな？』とか、『もしかしたら、弟離れをしたのかも？』とか、ほんの少しでも思っていた私が間違っていました。ええ！　間違っていましたっ!!　今、ここで、積年の恨みを晴らしますっ[image: かんたんふ]」

「……セフィさん、ジャック君は返してもらいます！　昔の私と同じだと思わないでくださいっ!!」

「ふっふーん、出来るのかしら？　残念ながら貴女あなた達に勝ち目はないわっ！　何な故ぜならば──てぃ！」

　姉貴の身体が俺を抱えたまま回転。エミリアとカエデさんと向き合った。

[image: ]




　──暫しばしの静寂が室内を包み込む。




　二人の大きな瞳は、これ以上ないくらいに大きくなっている。

　そして、ほぼ同時に焦燥感に満ちた声。

「くっ……き、汚いです！　あ、あまりにも汚過ぎますっ!!」

「こ、こんな……こんなこと、絶対にっ許されませんっ!!」

「ふっふっふ……知らなかったのかしら？　勝者が歴史を作るのよ？　さぁ……ジャックが私の『楯たて』よ。さ、どうするのかしら？」

「っぐっ！　……ち、ちょっとっ！」「ジ、ジャック君っ！」

　俺に振らないでほしい。反応に困る。

　でも、お嬢様方の抗議はもっともなので、勝ち誇っている姉貴へ零こぼす。

「…………俺、姉貴がこういう人だとは思わなかったなぁ」

「!?　ち、違うのよ、ジャック。こ、これはあくまでも冗談──」

「「隙あり！！！！！」」

　動揺した姉貴の隙をつき、お嬢様とカエデさんが強襲。

　瞬時に間合いを詰め、俺へと手を伸ばす。




　だがしかし──そこは天下無双のセフィ・アークライト。




　俺をベッドへ放り投げ、とんでもない結界で四方を封鎖した。

　そして髪をかき上げ、エミリア達に立ち塞がる。

「──仕方ない子達ね。少しだけ相手をしてあげるわ。二人共、ジャックの前で、ぴーぴー、わんわん、泣かしてあげる♪」

「その言葉、そっくりそのまま」「御お返かえししますっ！」

　エミリアとカエデさんは姉貴に啖たん呵かを切り、即座に攻撃を開始した。

　まずはお嬢様が右手を真横に薙ないだ。




　──白い閃せん光こう。




　遅れて、響き渡るとんでもない風斬り音。部屋の中にある超高級家具が、次々と真っ二つになり倒れ、埃ほこりが舞い上がり視界を閉ざす。

『楯』を攻撃に使ったのか!?

　いや……でも、これは……まずくね？

　この時点でとんでもない破壊行動なような……。

　冷や汗を流しつつ、ベッドの上から周囲を窺うかがう。

　取りあえず、姉貴の結界はひび一つ入らず、俺には何ら異変無し。

　コツコツ、とエミリアが近づいて来る足音。

　この数ヶ月で散々聞いてきたから、分かる。

　これは……滅め茶ちや苦く茶ちや怒っている。

　頭の中で言い訳が大量生産されるも……まじぃ。

　ど、どれもこれも、あいつを納得させられる気がしねぇぇぇ。

　いや、だって、ほら？　相手は姉貴だし？　俺に抵抗権なんてねぇし？

　エミリアが俺と視線を合わせ──

「……なーんだ、所詮こんな程度なのね。よっと」

「！」

　天井にくっついていた姉貴がエミリア目掛け急降下。光り輝く何かを振るった。

　対して、二挺ちようの鉈なたを抜き放ったカエデさんがそれを迎撃。

　金切り音と共に弾はじき返かえしたものの、衝撃で下手な軍用拠点より頑丈に見える床が切り裂かれていく。

　恐る恐るベッド端から覗のぞき込むと、ずっと下まで──おそらく地上部分まで綺き麗れいに消失している。こわっ!!

　エミリアが余裕なさそうに呻うめき、カエデさんも険しい顔を見せた。

「くっ！」「……これ程とは」

　対して姉貴は着地し、余裕の表情。

　持っているのは──さっきまで使っていたバターナイフ!?

「ふふふ……♪　エミリアもカエデもそんな程度で、私から、可愛かわいい可愛いジャックを奪おうとするなんて……はぁ、まったくもって、しょうがないわね。偽造婚約誓約書やら、小こ賢ざかしい指輪まで付けさせて『ジャックは私の！』って、主張するわけだわぁ。ほらほら、今すぐ謝ってぴーぴー泣いてごらんなさい。そうすれば許して、あ・げ・る☆」

　エミリアは怒りで髪の毛を逆立たせた。

「ま、またしても戯たわ言ごとをっ！　ジャックは、私といる方が幸せなんです!!　ですよね？」

「おまっ!?　こ、ここで、聞くのかよっ!?」

　こんなのどうにも出来ねぇぞ！

　カエデさんが瞳を潤ませ、俺を見た。

「ジャック君……一緒に帰ろう？　ね？」

「あ、はい」

「「駄目っ!!」」

　素直に首肯した瞬間、エミリアと姉貴に駄目出しされる。

　……実のところ、結構仲良しだろ？

　姉貴が咳せき払ばらいをした。

「こっほん──まったく。本当に分かってないわねぇ。弟は姉と一緒にいる時が一番幸せなの。それは世界の常識なのよ？　諦めて帰りなさい。しっしっ」

「ど、何ど処この世界の常識ですかっ[image: かんたんふ]」「ど、独占するのは禁止ですっ！」

　女三人揃そろうと大変に姦かしましい。

　……これで、破壊がなければ全然許すんだが。

　に、してもこんなに騒いでるのに、誰も来ねぇな。ホテルに勤めている人達、大丈夫なんだろうか。

　俺が一人、真面目に悩んでいる間も三人の言い合いは止まらず、ますます魔力が猛たける。

　姉貴がカエデさんの主張を一蹴する。

「独占ですって？　はんっ！　何を言うかと思えば……ジャックは私の弟。そして私は姉。つまり、全部、私のものよ。世界の基礎教養でしょう？　こんな程度も分からないなんて嘆かわしいったらありゃしない」

　対して、エミリアはすぐさま反論した。

「何を言うかと思えば……。私はジャックの、い、許嫁いいなずけですし？　彼は、私の執事で婚約者ですし??　将来──えっと、あの、その……そ、そうなったら、セフィさんなんて、精々年に一回か、二回会うくらいの遠い遠い人になりますっ!!　すぐに忘れ去られた存在になるんですっ[image: かんたんふ]」

「！？！！！」

　情け容赦のない宣告に姉貴が凄すさまじい打撃を被り、よろめく。

　カエデさんがその隙に、つつつ、と俺の傍そばへ寄って来た。

　狼ろう狽ばいしている姉貴が叫ぶ。

「ね、年に……い、一、二回ですって!?　私に死ね、と言うわけっ！？！！　そ、そんなこと……神様は許しても、この私、セフィ・アークライトが許すわけないでしょうっ！！！！！」

　ここまで余裕がないこの人も珍しい。

　その間カエデさんが結界を解呪し始める。

「……ジャック君、待っててね」

　本当にいいメイド長さん！

　エミリアは魔女のように微笑ほほえみ、姉貴へ言い放った。

「泣いて許しを請えば、手紙でジャックの近況報告だけはしてあげます。当然……短文ですけどっ！　深い話は私の──ジャックの、は、伴侶たる、エミリア・ロードランドだけのものですっ[image: かんたんふ]」

　は、伴侶って……。

　黒髪メイド長さんが解呪の手を止め、指を立てて俺を諭してくる。

「……ジャック君、そういうのはまだ早いと思うの。そうだよね？」

　お、仰おつしやる通りで。

　姉貴が穏やかな微笑を浮かべ、エミリアを見た。

「…………エミリア。今、撤回すれば許してあげるわよ？　絶対に泣かしはするけどね」

「貴女に許しを請う程、零おち落ぶれていません。……幼き日の屈辱、今日ここで、晴らしますっ！　ジャックは返してもらいますよ？　セフィ御義姉様！」

「……死・ね★」

　姉貴がバターナイフを掲げ振り下ろす。

　漆黒の斬撃が走り、お嬢様へ迫る。

　すると、エミリアは風魔法で翡ひ翠すい色の『剣』を形成。

　真横に思いっきり薙ぎ、姉貴の斬撃と激突。




　とんでもない衝撃波が発生し、室内に竜巻が生まれた。




　普段なら難なく躱かわせたであろうカエデさんは、俺を助けることに集中するあまり、反応が遅れ、暴風に巻き込まれる。

「きゃっ！」「カエデさんっ！」

　黒髪メイド長さんが悲鳴をあげ、部屋の外れまで飛ばされていく。

　竜巻は天井に更なる大穴を開け、エミリアの先制攻撃で滅茶苦茶になっている、家具の残骸を更に破壊。結界が張られているベッドもガタガタと揺れる。

　姉貴の一撃を受けきるとか、親父おやじ以外で初めて見たわ……。

　まぁ、あの人はまともに受けてなお死なないんだが。

　取りあえず、言えることは、だ。

　俺、ここにいたら、ヤバイんじゃね？

　部屋の中の家具は今の一撃であらかた飛んでいっちまった。

　姉貴は「へぇ……」とか呟つぶやいて、口の端を楽しそうに吊つり上あげている。

　エミリアも風剣を自然体で構えながら「流石さすがですね」とか、不敵に笑っていやがるし。

　あーこの二人、もう完全に最後の最後までやる気だわ。

　……うん、逃げた方がいいわな。

　問題は、だ……俺の力じゃどうあっても、姉貴の結界は突破出来ないって、ことだな。

　カエデさんは偶たま々たまそこにあったソファーにもたれかかり「ん～……」。伸びてはいるが無事なようだ。良かった。

　姉貴が、持っていたバターナイフを無造作に脇の壁に放り投げた。

　あっさりと貫通し、大穴が穿うがたれる。……この修理代、誰が払うんだろうなぁ。

　姉貴が、エミリアを評する。

「多少はやるみたいね。いいわ──少しだけ遊んであげる。さ、とっとと終わらせましょう。何しろ、私はこの後、ジャックと夕食を食べて、一緒に寝ないといけないの☆」

「なっ!?　……ざ、残念でした。数ヶ月間一緒にいて、私がそれらのことをしていないと思ったのですか？」

　姉貴が愕がく然ぜんとする。

「!?　ま、まさか……」

「とーぜん、全部、していますっ！　毎日ですっ!!」

　俺は思わず叫んだ。

「嘘うそだっ[image: かんたんふ]　姉貴も知っての通り飯は一緒に食べてるし、何回か寝はしたが、毎日じゃっ──……はっ！」

　姉貴の微笑が俺に突き刺さる。

「…………ジャック、後でお姉ちゃんとお話ししましょう？」

「ち、ちょ、待」

　空気を読まないエミリアが火に油を注ぐ。

「加えて、私は、ジャックとデートもしましたっ！　セフィさん、貴女あなたもその現場見ていた筈はずですっ!!」

「!?　ば、バカッ！！！！」

「──……ふふふ★」

　姉貴の瞳から光が消えた。

　い、いけねぇ。あの瞳は、マジでキレてる時だ！

　我が姉ながら、綺き麗れいな右手を真横に突き出した。




　──空間から、漆黒の剣身を持つ無骨な大剣が引き出されてくる。




　その長さたるや、実に姉貴の身長の二倍程。

　姉貴が持つ『翼の加護』の一つにして、異名の由来でもある大剣──《竜魔殺し》だ。

「泣き虫エミリア……もう、泣くだけじゃ許さないわよぉぉ……」

「上等です！　因縁はここで断ち切りますっ!!」

　エミリアが勇壮に叫び、輝く剣を構える。

　何時いつもなら安心？　して見てられるんだが……必死に目で合図する。

　逃げろ、バカッ！

　幾ら、お前が凄すごくても姉貴には敵かなわないっ！

　本気で危ねぇから、カエデさんを連れて、とっとと逃・げ・ろっ!!

　一度あれを抜いたら、姉貴はとことんまでやるぞっ[image: かんたんふ]

　俺がどうにかすっからっ[image: かんたんふ]

　ようやく、エミリアと視線が交錯した。

　お、分かって──

「！　ジ、ジャック……あ、貴方あなた、こ、こんな所で……そ、そういうことは、二人きりの時で……」

　頬ほおを赤く染め、俯うつむき、両手を弄いじっている。

　……間違いなく言える。

　ちげぇぇぇぇ！！！！！

　しかも……寒っ。な、なんだ、この冷気は？

　じー、っと姉貴が俺を見ている。唇を動かした。

『この泣き虫を片付けたら、後で、じーっくり、お姉ちゃんとお話ししましょう？』

　あ、死んだかもしれん……。

　えーっと……メモ帳とペンは何処だ。遺書を書かねぇと……。

　俺の想おもいとは裏腹に、エミリアがますます魔力を増加させ、剣を姉貴に突き付けた。

「ジャックは私と一緒にいたいそうですっ！　今、諦めて投降するなら、帝都の主要通りで『私は、エミリア・ロードランドに負けたんですぅ』と半日叫ばせるだけで勘弁してあげますっ！」

「うふふ……優しいのね。なら、私は『本当は何時も何時もジャックに甘えていたくて、大好きって言いたいけど、恥ずかしくて言えない、情けない女の子なんです……』って、弟にこっそりと教えてあげるわ」

　エミリアの顔が瞬時に真っ赤になった。

　しどろもどろに言い訳をしてくる。

「！？！！　そ、そんな嘘を──……い、いえ、う、嘘でもなくて……と、とにかくっ！　わ、私を惑わそうとしたって、そうは」

「バカッ！　目の前にいる相手を侮んなっ！　《竜魔殺し》だぞっ!!」

「遅い。隙だらけよ！」

「！！！！」

　あっさりと、姉貴の罠わなに嵌はまったエミリアに恐ろしき大剣が振り下ろされる。

　慌てて、受けようと──

「後ろへ跳べっ！！！！！！！」

「！」

　エミリアが俺の声に即反応して、剣で受けず後方へ跳んだ。




　瞬間──射線上にあった天井と屋根、周囲の家具が音もなく消失した。




　上空の雲が千切れ、地面は……あー……底が見えねぇわな……。

　遅れてこの世の終わりのような轟ごう音おんと、地響きと衝撃。

　埃ほこりが舞い、エミリアの姿が見えなくなった。

　姉貴が大剣を肩に置きつつ俺を睨にらんでくる。

「……ジャック。お姉ちゃんの味方をしてくれないの？　ちょ～と、贔ひい屓きが過ぎると思うんだけどぉ？」

「……それを使うのは止やめた方がいいって。いや、マジで。危ねぇだろ？」

「……やっ！」

「やっ、て。姉貴、自分の歳としを考え」

　はらり、と俺の前髪が舞った。当たり前のように結界はそのままだ。

　き、規格外過ぎるってのっ！

　頬を膨らませ、姉貴がぶつぶつ、と呟く。




「……何時の間にか、昔みたいにエミリアやカエデと仲良くなっちゃって。何よ？　時代は幼おさな馴な染じみだとでも言うの？　──いいえ、違うわっ！　断じて、違うっ!!　時代は、お姉ちゃんを、渇望している筈よ[image: かんたんふ]　たとえ、誰がなんと言おうと、私は最後の最後まで戦い抜いて、弟を守ってみせるわっ！！！！！」




　俺は顔を覆い、さめざめと泣く。

　……穴があったら入りてぇ。でも、あれがうちの姉なんです。

　俺が現実逃避をしていると、土煙を切り裂き、無数の風刃が姉貴に襲い掛かった。

　姉貴は大剣を無造作に振るい迎撃し打ち消す。

　そして、優雅な動作で構え、振り下ろした。

　土煙の中から突撃してきたエミリアの持つ、さっきよりも格段に魔力が込められた風剣と激突。姉貴の一撃を受けられるよう、強化したのかっ！

　お嬢様が舌打ちした。

「ちっ！」

「甘いわねっ！　そんな程度で、私からジャックを盗もうなんて……最低一万回は転生してから、出直しなさいっ！！！！」

「っっっ[image: かんたんふ]」

　エミリアの一撃を姉貴は軽々受け止め、切り返し、吹き飛ばす。

　姉貴はエミリアが着地する前に一瞬で間合いを詰め──

「姉貴っ！」

　思わず声が出て、身体からだも自然に動いた。

《双短剣》を生み出し、結界に無む理り矢や理り介入し──破る。激痛は無視。

　生きて来た中で一番の速度で、お嬢様の前に両手を広げて立ち塞がり、ぎゅっ、と目を瞑つぶる。

　凄すさまじい突風が吹き抜けた。

　恐る恐る目を開けると、漆黒の大剣は俺の目の前で交差した二挺ちようの鉈なたの手前で停止していた。

　間に入ったカエデさんが俺を見て「……ジャック君、無茶して……。後で、お説教、するから……」と荒い息を吐いている。……す、すんません。

　次いで、頬を膨らませた姉貴が俺を睨みつける。

「…………ジャック、贔屓が過ぎると、お姉ちゃんは思うなぁ～。別に斬ろうとなんて思ってないわよ？　少しだけ怖がらせようとしただけじゃない」

「……し、し、心臓に滅め茶ちや苦く茶ちや悪いって」

　後ろを振り返ると、お嬢様は唖あ然ぜんとしていた。

　頬を掻かきつつ、名前を呼ぶ。

「エミリア──悪い、先に帰っててくれねぇか？」

「…………っぐ！　そ、そんなの、出来るわけ」

　俺は肩を竦すくめ、エミリアの言葉を遮る。

「今のお前じゃ姉貴には勝てねぇ。カエデさんがいても無理だ。あと……危ない。姉貴、加減が下手だし」

　姉貴が唇を尖とがらせ、ジト目で俺を見た。

「……ジャック？」

「じ、事実、事実！　だから、な？　今日のところは──」

　その時、全員の足が沈み込んだ。

　……お？　おお？　おおお？？？

　一部、床が崩れていき大穴が広がっていく。

　建物の方が先に限界を超えたのかっ！

　咄とつ嗟さにエミリアとカエデさんを両手で押す。「「きゃっ！」」……何か柔らかかった。

　あと、大丈夫だろうけど風魔法で後ろの姉貴も押しておく。

「「ジャック!?」」「ジャック君！」

　おお～。俺ってば、結構、風魔法を使うの上手うまくなったんじゃね？

　為なせば成る、だな。

　後は俺が何ど処こかに掴つかまれば──右手を伸ばし掴んだ床が崩れた。

　一気に身体が落下していく感覚。

　……あ、まずっ。

　エミリアと目が合う。

　時間がゆっくりと流れ──これ、走そう馬ま燈とうってやつかぁ？

　まー……取りあえず、笑う。文句を言うには時間も足らねぇし。

　すると、エミリアは躊ちゆう躇ちよなく──

「！？！！！　おまっ、何を」

　あっさり穴に飛び込み俺を抱きしめた。抗議する間もなく二人して落下。

　が……即座に速度が緩んでいく。

　ああ[image: かんたんふ]　風魔法の応用か。

　そっかそっか。『魔法』を積極的に使うようになって日が浅いせいか、その発想自体が思いつかなかったわ。

　……あれ？　もしや、俺が庇かばう必要性皆無だったかも??

　俺より背が高い美少女が俺を見つめている。涙目だ。

「…………」

「あーその、ですね……と、咄嗟だった、と言いますか、不可抗力、と言いますか……」

「……五う月る蠅さい。バカだとは思ってたけどここまでとは思わなかった！　何、勝手なことをしているの？　御主人様の許可も取らずにっ！　これは、重罪よ！　厳罰が必要ね」

「厳罰って、お前なぁ……俺は、仮にもお前を助け──……」




　エミリアの綺き麗れいな顔が近づき、あっさりと──額にキスをされた。




　……ふぇ？

　頬をほんのりと染めたエミリアが微笑ほほえむ。

「どうしかした？　あ──もしかして、唇にされる、とでも思ったのかしら？」

　俺の頬も真っ赤になっていくのが分かる。

　回らない口で抗弁。

「なっ！　お、お前なぁ……」

「うふふ♪」

「…………」

　駄目だわ。俺に勝ち目がない。

[image: ]

　そのまま一階に降り立ってもエミリアは放してくれず。俺は為されるがまま。

　にしても──……ここまで来ても、誰もいないのは何でだ？

　抱きしめられながら疑問を感じている俺に対して、エミリアは完全回復した様子。

　それどころか、過去最大の魔力を漲みなぎらせ、高揚している。

「不思議ね。さっきまでは『勝てない』って……ほんの少しだけ思っていたけど、今は絶対に負ける気がしないわ。さ、セフィさん、決着をつけ……ああ、ごめんなさい。もうついてしまいましたね★」




「……コ～ム～ス～メ～ェェェェェ……。……ジャックゥゥゥゥ……」




　どす黒い魔力を撒まき散ちらしながら、姉貴も降りて来た。

　……やべぇ。本気で怒ってやがる。

　こ、この状態の姉貴を止めるのは命懸けだ。

　けれども、エミリアは自信満々。腕の中の俺を見て幸せそうな笑みを浮かべた。

　……仕方ねぇか。

　溜ため息いきを零こぼしつつ、姉貴に遅れて一階に降り立ったカエデさんにお願いする。

「カエデさん、ホテルの人達を避難させてください」

「はい！　……でも、全く魔力反応がないんですよね。『水晶宮』は帝都でも最大級のホテルなんですが──とにかく、こっちは私に任せてくださいっ！」

　黒髪メイド長は首を傾かしげ、俺と視線を合わせる。

　意思が伝わる感覚。──諸もろ々もろ、お願いします。

　カエデさんは微かすかに頷うなずき、走り去っていった。

　姉貴が《竜魔殺し》をゆっくりと上段に構えていく。漆黒の魔力が渦を巻いているのがそれだけではっきりと見える。

　対して俺はエミリアと手を繋つなぎ、二人で掲げる。

　──姉貴の言葉を思い出す。




『ジャックは、私よりもずっと、ずっと強い子よ[image: かんたんふ]』




　そうなれるかは分からねぇけど、さ。

　でも、俺も男だし、少しは頑張らないとな！

　エミリアと目を合わせ、頷き合い──《翼の剣》を顕現させようとする。

　姉貴の言葉が再び脳裏に響いた。




『ゆっくり、ゆっくり。焦らなくていいから』




　全部、繋がっているのかもなっ。

　エミリアと一緒に《翼の剣》を一気に顕現させる。




「……綺き麗れい……」




　お嬢様の魔力と俺の魔力が混ざり合い、淡い白と翠みどりの光を放つそれを二人で構える。

　姉貴が瞳を大きく見開いた。

「……ジャック、貴方あなた……」

「悪い、姉貴。今の俺はこいつの──エミリア・ロードランドの執事なんだ。そして、執事は主あるじを守り支える存在。そう、テレサさんに教わった。あんたは俺が」

「私達が止めますっ[image: かんたんふ]」

　俺の言葉を遮り、エミリアが啖たん呵かを切った。そして、不敵な笑みを見せる。

　……このお嬢様は、ったく！

《翼の剣》に二人して魔力を注ぎ込むと、白はく翠すいの羽が周囲に出現。

　姉貴もまた《竜魔殺し》にとんでもない魔力を集束させ、漆黒の羽が舞い踊る。




「それじゃ」「いきますっ！」

「──きなさいっ！！！！」




　俺とエミリア、姉貴はほぼ同時にお互いの《剣》と《大剣》を振り下ろす！

　白翠と漆黒の剣撃が真正面から激突。

　周囲のありとあらゆる物を破壊しながら、荒れ狂う。

「っぐっ！」「負けないっ！　私は、私達は負けないっ[image: かんたんふ]」

「そういうっ！　台詞せりふを吐いた側がっ！　毎回、勝てると思うなぁぁぁ！！！！！！！」

「「っ！！！！」」

　姉貴の魔力が更に膨れ上がり、俺達は押されていく。

　い、幾ら何でも、で、出で鱈たら目め過ぎるだろうがっ!?




　──瞬間、姉貴へ向けて二挺の鉈が飛来した。




「！　カエデ！！！？」

「知らなかったんですか？　ジャック君はちょっとだけ嘘うそ吐つきなんですよ？」

　さっきの指示通り、カエデさんが絶妙な間で横よこ槍やり。

　即座に地面から立ち上がった、漆黒の刃やいばで迎撃されるも──少しだけ圧力が弱まる。今だっ！！！！！

「エミリア！」「ジャック！」

「「いっけぇぇぇ！！！！！」」

「っっっ！！！！！！」

　白翠の光が姉貴を飲み込んで行く。




　──刹那、ふわぁ、と笑い「流石さすが、私の可愛かわいい弟」と口を動かすのが見えた。




　そして、ほぼ同時に全魔力を使い切った俺とエミリアもまた、気を失ったのだった。







エピローグ




「──で、『水晶宮』を全壊させた、と？」

「は、はい」




　お嬢様と姉貴が激突した翌朝、屋敷へ戻った俺はロードランド侯爵の執務室に一人、呼び出され、事情を説明していた。

　いや、俺だけじゃなくてエミリア達にも聞けばいいんじゃ……侯爵が疲れた表情を浮かべつつ、机の上に両肘をついて、話しかけてきた。

「……ジャック君」

「は、はい」

　その場で立ち上がり、直立不動。

　重々しく告げられる。

「私としてはだね……こういう事態になった場合、止めるのは君の役割だと、認識しているのだ」

「！　そ、それは……!?」

「エミリアは君の婚約者だ。そして、セフィ・アークライト嬢は君の姉君。その仲を仲裁する人物は、君以外にいるかね？　死傷者が出なかったのは奇跡だよ」

「…………」

　確かに。指摘されたら、ぐうの音も出ねぇ。

　元はと言えば、俺が姉貴に拉致されなきゃこんなことにはならなかったわけで。

　加えてエミリアがやって来た段階で、どうにかして止めていれば……。

　こうして考えてみると、俺の罪は重そう……。

　深々と頭を下げる。

「……申し訳ありませんでした。俺の監督責任です」

「うむ、分かってくれれば良いのだ。では──本題に入ろうか。これを見てくれたまえ」

　侯爵が困った表情になられて、俺を見た。

　近づき、机の上の書類を手に取り……書かれている賠償額を見て、意識が飛ぶ。




　──うわぁ、零ぜろがいっぱいあるぅぅぅぅ。




　考えてみれば当然か。

　あのホテルは帝都でも有数の宿泊施設の一つだった──らしい。どんなに評価が辛くても五指に入っちまうような。

　それが全壊……この額にもなる、のか？　け、桁が違い過ぎて、分からねぇ……。

　俺はおずおず、と侯爵へ尋ねる。

「え、えーっと……お、俺が借金を背負うのはいいんですけど、一時的に御お家いえから借りることは……」

「…………それが問題なのだ。まさか、こんな事態になるとは」

　侯爵が溜め息を吐かれ、椅子の背もたれに身体からだを預けた。

　軽く手を振られ、続けられる。

「先方が我が家の関与を拒否している。エミリアが破損した物に関しても『その件については把握していない。全て、ジャック・アークライト一人が壊した。証拠も既に入手している』と言って、きかぬ」

「は、はぁ…………」

　た、確かに、ホテルそのものをぶった切ったのは、俺の《剣》と姉貴の《大剣》ではある。

　あるが……エ、エミリアだって、何ならカエデさんだって、中の調度品を壊してたんだが!?

　だ、第一、姉貴にだって責任の半分はある筈はず……。

　侯爵は疲れた表情を浮かべられた。

「……君の疑念ももっともだ。後は、御本人と交渉してくれたまえ」

「御本人？」




「はーいっ！！！！！　わ・た・し、よっ！！！！！」




　突然、入口が音を立てて、開け放たれた。

　振り返り──すぐさま抱きしめられる。

「むぎゅ」

「ジャック♪　ジャック♪　私の可愛い弟わんこ～♪」

「ぷふっ。あ、姉貴!?　な、何で、此こ処こに！？！！」

　俺を抱きしめたのは、セフィ・アークライトだった。

　子供っぽい満面の笑みを浮かべている。

　そう──まるで、悪戯いたずらが成功した時のような。

　……ヤバイ。この顔をする時の姉貴はヤバイ。本気の本気でヤバイ。

　案の定、姉貴はとんでもないことを口にする。

「勿もち論ろん♪　ジャックにお金を払ってもらいに来たのよ★」

「……待った。意味が分からない。あ、姉貴だって、ぶった切っただろうがっ!?」

「うん♪　だから、半分払って★」

「……半分？」

「そそ、半分★」

　姉貴は俺の頭を撫なで回しながら、ニコニコ。




　──……ま・さ・か。




　俺は、ギギギ、と顔を動かし侯爵を見る。

　侯爵は深々と首肯。

「『水晶宮』のオーナーはセフィ殿なのだ。当事者がうちからの賠償を拒否していてはな……どうにも出来ん」

「!?　あああ、姉貴!?　泊まってただけじゃなかったのかよっ!?　買った、買ったって、あのホテルを!?　全部！？！！」

　姉貴はますます笑みを深め、舌を舐なめた。

　お、おおぅ…………。

　これ、あれだわ。蛇だわ。竜とか普通に食べる大蛇。そして、俺はチビな子犬。

　殊更、ゆっくりと頬ほおを触られる。

「うふふ～……ジャック、考えてぇ？　あれだけ暴れて、あれだけ壊して、死人が出ないのは、な・ん・で？」

「………………端はなから、全部、罠わな……だ、と？　ホテル自体をどんな理由であれ、壊させるのが目的……」

「せ～い～か～い★」

　俺は抱きしめられながら瞑めい目もくする。

　ぜ、全部、俺を、嵌はめる、為ためかよっ！？！！

　そ、その為だけに、帝都有数のホテルを一棟、買い取った、と!?

　戦慄する俺を見つめながら、姉貴は唇を尖とがらせた。

「でも、ここまで壊されるとは思わなかったわ。立派になって……お姉ちゃん、嬉うれしいっ！　でも、お姉ちゃんに剣を振るうなんて、いけない子！　泣き虫エミリアと一緒にい過ぎたせいだわ。引き離さないとっ!!　姉には弟を守る義務があるのっ[image: かんたんふ]　だ・か・ら、これからは一緒に暮らし」

「ああああ姉貴っ！　待った！　待ったぁぁ!!」

「またな～い★　はい、これ」

　姉貴は少しだけ俺から離れると、胸元から紙を取り出した。

　……見たくねぇぇ。心から、見たくねぇぇぇ。

　けど、見ないと話が進まないので、恐る恐る紙を受け取り──そして、しゃがみ込み頭を抱えた。

　それは正式な『借用書』。

　どうやら、我が姉上様は本気で俺に金を返させるつもりらしい。

「…………姉貴ぃぃぃぃ」

「幾ら姉弟きようだい間でも、お金の問題はだ・い・じ★　でも、便宜上よ、便宜上。大丈夫！　お姉ちゃんがジャックに酷ひどいことをすると思う？」

「……今までの罪状を思い出してほしい……」

「全ては可愛かわいい弟を想おもうがゆえだもの。さぁ、そこに座って座って。サインして♪」

　姉貴がペンを差し出して来た。

　……俺は内容を再確認。

　怪しいところはない。単に、俺が姉貴へお金を借りている、といった内容。

　ただ、下の空白部分が妙に広いような……。

　姉貴が急せかしてくる。

「は～や～く～」

「…………分かったって」

　ペンを受け取り、名前を書こうとし、




「ジャック！！！！！」「ジャック君！！！！！」




　執務室にエミリアとカエデさんが飛び込んできた。

　すぐさま、俺を守るように姉貴の前へ立ち塞がる。

「……セフィさん、私達がいない間に」「……何を書かそうとしていたんですか？」

「出たわね、泣き虫、弱虫コンビ！　けど、これは正当な権利よ？　壊した分は払ってもらう。当たり前だと思うけれど？」

　二人が姉貴の真っ当な意見に怯ひるむ。

「くっ！　な、なら、私が」「わ、私もお支払いを」

「貴女あなた達のお金はいらないわ。第一よ？　『私』のジャックが、貴女達にそんな真似をさせると思う？」

「「っ!!」」

　エミリアとカエデさんが振り返り、俺を見てくる。

　いやまぁ……確かにそうだな。この二人に払わせようとは思わない。

　……仕方ないか。単なる借用書みたいだし。

　俺はサインをしようとし、

「──少年、少し待って」

　銀髪の美女が部屋へ入って来た。

　姉貴が「テレサ!?」と驚く。

　どうやら、この人の登場は想定外だったらしい。

　テレサさんはつかつか、と俺の傍そばに来て借用書を手に取った。

　精緻な魔法式が紙の上を走る。

「ジャック君。これを見て」

「？　は、はぁ…………うわ……」

　さっきまでの空白部分に、複数の文章が浮かび上がって来た。

　そこに書かれていたのは──エミリアとカエデさんが覗のぞき込み、姉貴へ微笑。

「『ジャック・アークライトは、この契約日以降、セフィ・アークライトと一緒に暮らすこととする』──へぇ？」

「『ジャック・アークライトは、この契約日以降、セフィ・アークライトと一緒のベッドで眠ることとする』──うふ？」

「こ、これは、と、当然の権利！　そう!!　最低限の権利だわっ[image: かんたんふ]　貴女達の傍に、ジャックを置いておくなんて……そんな、そんな危ないことは出来ないものっ！！！！」

「貴女の傍にいる方が危険ですっ！」「エミリア御お嬢じよう様さまの言われる通りですっ！」

　一気に室内が騒がしくなる。

　侯爵へ視線を向けると『……何とかしてくれたまえ』。いや、無理です。

　テレサさんが額を押さえ、溜ため息いき。

　姉貴の名前を冷たく呼んだ。

「……セフィ？」

　姉貴が身体を震わせ、弁明する。

「！　ち、違うのよ？　こ、これは可愛い弟を想う姉としての行動であって、やましい想いはこれっぽっちも、な、ないわ！」

「…………へぇ。私にも詳しい理由は何も教えてくれず、帝都中の一等ホテルのスイートルームを匿名かつジャック君を含め、皇女様にも内緒で全部押さえさせた挙句、『水晶宮』買取の細かい話まで押し付けておいて……結果が、これ？」

　絶対零度の視線が姉貴に突き刺さる。……怖っ。

　俺はテレサさんへ頭を下げる。

「……すいません、うちの姉が……」

「…………いいのよ。何時いつものことだから、この借用書は廃棄しとくわね。後は私が事態を収めておくわ」

「テレサ!?　せ、折せつ角かく、ここまでうまくいったのよっ！？！！」

　姉貴が字義通り飛び上がり、抗議をしようとするも、テレサさんは冷然。

「……何かしら？　またしても、私にいらぬ苦労させるセフィ・アークライト団長様？」

「……ジャックゥ……」

　泣きそうになりながら、姉貴が俺の名前を呼んだ。

　……ったく、仕方ねぇなぁ。

　俺はペンを手に取り──




　　　　＊




　自室に戻り、扉を閉める。

　ベッドに飛び込むと、すぐさま隣にエミリアも飛び込んできた。

　寝転がったまま頬を小さく膨らませ不満気。

「ねぇ？　どうしてサインしちゃったのよ？　テレサさんが折角、ああ言ってくれたのに」

　──そう、俺は結局、姉貴宛の借用書にサインをした。

　ただし、下半分は切った上で。

　テレサさんは苦笑し『優しいのね』と言っていた。

　あの人は頼りになる。また、色々と教えてもらわねば。

　近々、皇宮で晩ばん餐さん会かいがあるらしくそこで会えるかも？　らしい。楽しみだ。

　……俺が行けるのか？　という疑問はあるが。

　ん？　姉貴？

『利子分は週一のお茶会。俺が珈コー琲ヒーを淹いれて、お菓子も焼く』『採用[image: かんたんふ]』

　で済んだ。ある意味ちょろい。

　俺は天井を眺めたまま、答える。

「あ～……壊したのは本当だしな」

「だからって！」

「いいんだって。姉貴は中々、困った人だけど──俺の姉貴なんだ。実際、心配かけたってのもある」

「…………バカ」

　エミリアが身体からだを動かしにじり寄ってきた。

　──肩と肩がぶつかる。

　横を向くと、顔は間近だ。

　お嬢様は甘えた口調で告げてきた。

「いい？　ジャック・アークライトは私、エミリア・ロードランドだけの執事で婚約者なんだからね？　そのことを忘れないように。あと、セフィさんとのお茶会には、私も付いて行くから」

「……あんまり喧けん嘩かしないでくれよ？」

「答えになってなーい」

「言わなくても分かるだろ？」

「……言葉にして欲しいの！」

　エミリアはそう言うと更に距離を詰めてきた。

　そして、そっと目を瞑つぶる。あ～……。

　俺も目を瞑り。軽く頬にキス。

　お嬢様は不満気。

「……頬なの？」

「今、はまだな。あと……指輪、悪い」

「──『今』は？　未来のわんこなジャックにそんな勇気があるのかしら？　……今度は貴方あなたから、私に指輪をちょうだいね？」

　エミリアはベッドの上で頬ほお杖づえをつき、楽しそうに俺を見つめ、からかい混じり。

　俺は頬を掻かき、腕を伸ばし、

「！　ふ、ふぇ？」

　──そっと、エミリアの綺き麗れいな髪にキスをした。

　見る見る内に、エミリアの頬が林りん檎ごのように赤く染まる。

　俺は視線を逸そらし早口。

「あ～迎えに来てくれた御お礼れい。当分はしない」

「………………う～。ジャックの卑ひ怯きよう者ものぉ」

　エミリアは真っ赤になったまま、ベッドの上でじたばた。

　そんな姿を見ながら、俺は幸せな気分になる。

　まぁ、俺達はこんなもんだろう。

　エミリアが動きを止め、ジト目。上半身を起こし、指を突き付けてきた。




「……私、負けっ放しは趣味じゃないの。これからも覚悟しておきなさい、ジャック・アークライト！」

「……いやそこはお淑しとやかであろうぜ？　頼むからお手柔らかにな？　エミリア・ロードランド御お嬢じょう様さま」







　あとがき




　五ヶ月ぶりの御挨拶。お久しぶりです、七なな野のりくです。

　よもや、二巻を出せるとは……こうしてまたお届け出来るのを嬉うれしく思っています。

　本作はＷＥＢ小説サイト『カクヨム』上で連載されているものに八割程度、加筆・修正を加えたものとなります。

　もうちょい、加筆しても良かったかもしれません。

　え？　その前に普通、四ヶ月間隔だろ？　何で五ヶ月もかかったんだよ？

　……それを語ると少々長くなります。

　今回、あとがきの頁ページ数もデビューして以降で一番貰もらっているので、少しばかり僕の失敗談でお茶を濁……こほん。お付き合いください（遠い目）。

　まず、結論から端的に申します。




　スケジュール管理をミスった＋自分の健康を過信した！




　──以上になります。ご清聴有難うございました。

　じ、辞書の、辞書の角で殴ろうとしないでっ！

　ス、スペランカーなんですっ！　回復に時間がかかるっ！

　──ちょっと真面目な話。

　私、富ふ士じ見みファンタジア文ぶん庫こ様でも『公こう女じよ殿でん下かの家か庭てい教きよう師し』（以下『公女』）というシリーズを書かせてもらっているのですが、実はもう一作、『辺へん境きよう都と市しの育いく成せい者しや』（以下『辺境』）という作品の刊行が前々から決まっていました。

『辺境』は『公女』と同じく、第３回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト（もう、二年前なのかぁ……）特別賞を受賞させていただいた作品で、時間を考えればとっくの昔に刊行されていてもおかしくはありません。

　既に、第４回受賞作品も刊行されていますしね……。

　ただ、何分、右も左も分からないド素人の身。

　いきなり２シリーズ刊行は難しいだろう、という判断をしていただき、ここまで延び延びになっておりました。

　……当時の担当編集様の判断は妥当でした。ええ。

　それでも、本来『辺境』は昨年末に発売されている筈はずだったんです。

　が……私の体調不良もあり、またしても延期。

『辺境』の刊行は今夏にまでずれ込み、『公女』はその間も続刊していました。




　結果──原稿三作の同時並行、という状況が現出されたわけです！




　私、デビューしてまだ一年と少しのまだまだ若葉マークの身です。

　なのに……何を、何を考えていたんだ、去年の自分っ！

『まーいけるだろう。多分。きっと。おそらくは』

　じゃないっ！！！！！

　死ぬぞ？　死んじゃうぞ？

　無理無茶は時間の先食いでしかないんだぞっ！　しかも、そうそう多用出来ないっ!!

　そもそも……２シリーズですら慣れていなければ危うかろう、という判断をされていたのに、３シリーズ同時並行作業って！

　自分で、自分の寿命を縮めてどうするっ！　命はもっと大切にっ！

　…………失礼。取り乱しました。

　要はですね、作者一言でも書きましたが、新入社員だった頃に経験した、『自分のキャパを正確に把握していない状態で仕事受け過ぎた挙句、滞り、周囲に迷惑をかける』をやってしまったわけです。

　当時かいた嫌な冷や汗、そして吐き気を久しぶりに思い出しました。

　……もう二度と経験するまい、と誓っていたんですけどね。

　勿もち論ろん、作業自体は順次進めていました。

　ただ、どうしても間に合わず……『執事』は八月刊行となった、というのが事の顛てん末まつとなります。

　はい、身も蓋も、オチもございません。

『執事』二巻を待っていて下さった読者様（います、よね……？）には、大変、大変申し訳なく……。

　今後は、こんな事にならないよう気を付けていきたいと思います。




　体験して身に染みましたが、同時三作並行作業は相当厳しいです。

　執筆自体にストレスは感じないんですが、他作業（特典ＳＳ・短編・校正作業等々）が重なると、精神よりも身体からだの方が先に音をあげるのを実感した次第。

　六月中はずっと校正作業してたので、首が痛くなりました（週替わりで、校正原稿が届く状態だった！）。

　この作業量を常時こなされている諸先輩に、畏怖と敬意を感じずにはいられません。

　い、いったいどうやって、健康と執筆ペースを維持して……？

　今回、三作作業中、生まれて初めて胃薬を飲み、消化器科へ行きました。

　……普通にご飯を食べられることって、それだけで素晴らしいですね。

　今後は健康に留意して無理をせず、マイペースに書いていければ、と思っています。

　……いや、本当に。




　さて、二巻の内容です。

　満を持して『姉貴』ことセフィさん、登場となりました。

　作中内でも滅め茶ちや苦く茶ちやしていて、物語を搔かき乱みだしています。

　この人、間違いなく作中最強なお姉さんで、嗤わらいながら平然と、片手間に『勇者』やら『魔王』を打倒します。

　──単独で。剣すら抜かずに。

　しかも、このお姉さん、戦闘能力だけでなく他能力も作中最良の域。

　実のところ、実家を継いだらアークライト男爵家は興隆。下手すると、独立国家になる可能性すらあります。面倒なので継ぎませんが。

　それでいて『仕事を他者へ振り分ける』という、シンプルでありながらも、中々出来る人が少ないことも平然とやっています。

　……う～ん、隙無し。ジャック以外は。

　完全にバランスブレイカーなのですが、行動原理は、




『私の弟は、世界で一番、可愛かわいい！』




　に集束されているので、作者とは存外に仲良しです。

　とにかく動かし易やすいんですよね。

　しかも、ジャックを与えておけば、大人しく珈コー琲ヒー飲んでお菓子を食べつつ、彼を愛めでていてくれるので安心？　です。

　……正直、エミリアの方が若干暴走しがちで、作者とは折り合いがよくありません。

　あの侯爵令嬢、隙あらば、ジャックとのいちゃつきを要求してきますし。

　けど、御お嬢じよう様さまに渡すと、箍たがが外れそうなので……。

　双子とムギの絶妙な匙さじ加か減げんを見習ってほしいものです。

　まぁ……ああだと甘くならないのですが。




　次、お報しらせです！

　富士見ファンタジア文庫様から『公女』六巻まで発売中です。

　先月、最新六巻が出たばかりなので、是非。

　イラスト、巻を追うごとにますます神がかっています。

　同じくファンタジア文庫様より『辺境』一巻も『公女』六巻と同時発売しています。

　二巻も、秋口に出ます。

　……今、書いて、います。

　ようやく、３シリーズ並行作業は終わったのですが、『辺境』→『公女』と作業は続いております。

『執事』も二巻の売上次第では……。

　そうしたら、３シリーズ抱えた状態で年を越すかもしれません。予定は未定ですが。




　最後にお世話になった方々へ謝辞を。

　担当編集様、御世話になりました。あと、大変、大変御迷惑をおかけしました……。本当に申し訳ありませんでした。以後、気を付けます。

　ｍエムｍエムｕユー先生、今巻も素晴らしいイラスト、ありがとうございました。また、御迷惑おかけしました……。ああ、謝ってばっかりだな。

　ここまで読んで下さった全ての読者様にめいっぱいの感謝を。

　またお会い出来る日を楽しみにしています。

　三巻、出せるといいなぁ……。続いたら、次巻は皇宮晩ばん餐さん会かいです。
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世せ界かい最さい強きようの姉ねえさんは大だい好すきな弟おとうとを取とり戻もどしにくるそうです
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